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日
本
医
史
学
雑
誌
ニ
+
ニ
巻
三
号

昭
和
五
十
年
九
月
十
八
日
受
付

昭
和
五
十
-
年
七
月
三
十
日
発
行

原

著

「医
師
の
誓
詞
」

憲
法
」
と
「
誓
詞
」

談
話
体
文
向

に
見
え
る

「自
然
」
側
、

と
の
対
比
倒
、
「
誓
調」

の日
日本
常 国

木

栄

( 1 ) 

本
誌
の
前
号
(
一
九
七
五
年
七
月
)
に
お
い
て
、
私
は
「
医
師
の
誓
調
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

緯
と
各
条
の
内
容
説
明
と
を
載
せ
ま
し
た
。
今
回
さ
ら
に
考
拠
と
も
な
れ
ば
と
て
、
川
w
・
倒

・
0
と
三
題
を
設
け
述
べ
る
こ
と
に
し
ま
す
。
合

「
誓
詞
」
の
本
文
を
掲
げ
、
作
成
さ
れ
た
経

せ
て
ど
参
考
下
さ
れ
ば
幸
い
で
あ
り
ま
す
。

(A) 

ま

え

が

き

「
医
師
の
誓
詞
」
に
見
え
る

「
自

然
」

拙
作
の
「
医
師
の
誓
詞
」
に
つ
い
て
は
、
四
、
五
年
前
か
ら
数
回
に
わ
た
り
公
表
し
口
演
し
、
訂
正
し
つ
つ
内
容
に
説
明
を
加
え
て
来
た
の

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
第
1
条
「
病
を
医
す
る
は
自
然
で
あ
る
、
医
な
る
者
は
造
化
の
臣
で
あ
る
」
、
と
い
う
条
中
に
見
え
る
「
自
然
」
と

「
造
化」

な
る
言
葉
に
関
し
、
医
師
各
自
が
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
考
え
を
持
っ

て
い
て
、
本
来
の
意
か
ら
外
れ
て
お
ら
れ
る
方
も
あ
る
と
思
わ
れ
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ま
す
の
で
、
今
回
こ
れ
に
つ
い
て
卑
見
を
述
べ
、

一
考
に
供
し
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

208 

ニ
、
字

義

「
自
然
」
及
び
「
造
化
」
な
る
字
義
は
色
々
と
あ
り
ま
す
が
、
私
の
「
哲
調
」
の
範
囲
で
し
ぼ
り
、
手
元
に
あ
る
小
さ
い
辞
書
か
ら
引
い
て

見
ま
す
。

「
自
然
、
山
川
草
木
動
物
な
ど
人
間
社
会
を
取
り
ま
き
、
人
間
と
な
ん
ら
か
の
意
味
で
対
立
す
る
も
の
」
。
町
駅
脳
細
ト
ト
印
刷

「
自
一
然
然
、
人
為
の
加
は
ら
ざ
る
意
。
卦
考
守

「
自
然
本
来
の
ま
ま
で
、
人
工
が
加
わ
ら
な
い
状
態
、
も
の
の
本
性
・
本
質
」
。
刷
れ
畑
一
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盟
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漢
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拐
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円
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者
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〈
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(
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〉
、
ち
q
h
h

ピ
ュ
シ
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は
、

国
務
判
」
。
劃
額
脱
出
.

ラ
テ
ン
韮
聞
で
は

( 2 ) 

E
Z
E
と
訳
さ
れ
る
。
原
意
は
生
ま
れ
る
で
、
医
学
上
で
は
自
然
力

・
自
然
良
能
・

自
然
治
癒
力
、

生
命
あ
る
有
機
的
自
然
の
意
味
を
持
つ
。
℃
日
々
回
目
ロ
と
冠
さ
れ
る
多
く
の
現
代
語
は
み
な
こ
れ
に
淵
源
す
る
、

一
例
を
挙
ぐ
れ

ば
同
】

g
a
n
Eロ
内
科
医
。

「
造
化
、
造
物
主
、
生
滅
変
形
し
て
や
む
こ
と
の
無
い
天
地

・
万
物
」
。
釦
酌
翻
ト
h
明

「
造
化
、
天
地
自
然
の
理
、
造
物
者
、
創
造
化
育
の
謂。

佐
一郎
ヂ
|
懐
二
万
物
-
而
友
二
世
わ
こ
。

引

時

「
造
化
、
造
物
主
|
造
物
者
天
地
聞
の
万
物
を
造
り
あ
げ
た
神
、
天
地
自
然
の
理
」
。
制
和
服
川
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す
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の
司

O
E一回。
m
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H同
戸
市
伊

2
0同，
n
B
H
H江
口
問
〔
任
。
。
1
〕
・
岳
町
担
門
U
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壁
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時
」
。
和
F
h柵
糊
一
一

(
私
注
〉
、

「
自
然
」
と
「
造
化
」
と
は
、
造
化
の
方
が
自
然
よ
り
人
間
味
的
で
あ
り
ま
す
が
、

大
体
同
一
の
意
味
と
解
さ
れ
る。

神
を
信



ず
る
方
は
、
造
化
を
造
物
主
任
刊
の
お
伊
丹
O
円
!
神
の
邑
と
見
な
し
て
宜
し
い
。

三、

「
病
を
医
す
る
は
自
然
で
あ
る

冨

R
Z
E自
国
伊
丹
日

s
g
a
-
g目
」
「
医
な
る
者
は
造
化
の
臣
で
あ
る

冨

a
w
g
E
E円
E
S
E
-日丹市『」

な
る
言
葉
の
出
典

前
句
と
後
句
と
は
対
を
な
す
よ
う
な
言
葉
で
、
相
侯

っ
て
医
の
本
質

・
医
師
の
本
然
の
姿
を
示
し
た
も
の
で
す
。
私
は
浅
学
で
西
欧
の
古
典

を
探
索
す
る
能
力
は
な
い
の
で
す
が
、

幸
い
に
畏
友
阿
知
波
五
郎
兄
の
教
え
を
得
て
、
そ
の
全
貌
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
前
後
句
と
も

に
『
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
集
録
』
中
に
そ
の
言
葉
の
淵
源
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
も
と
は
ギ
リ
シ
ア
語
で
す
が
、
右
に
示
し
た
の
は
ラ
テ
ン
訳
で
す
。

そ
の
後
、
。
色

2
2
(法
九
l
N
2
4
)
や
そ
の
他
ロ

1
7
の
医
家
に
、
さ
ま
ざ
ま
に
用
い
ら
れ
た
で
し
ょ

5
が
、
さ
ら
に
明
瞭
に
そ
の
言
葉
が
見
出

さ
れ
る
の
は
、
ル
ネ
サ

ン
ス
期
に
入
っ
て
医
学
の
革
新
者

3
5
2
]吉田

(HA釘
)
に
お
い
て
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

u
q
〉円
N

昨
日
目
円
ロ
日

仏

R
E
2
2
円四
2
2巳
C

『
ロ
ロ
円
四
口
付
宮
仔
円
国
内
耳

-
U
P
2
5
間
伺

σ
C
F
3
2
門
同
市
円
宮

a
E
P
内
庁
自
ぜ
〈
巳
巾
円
山
内
門

Z
三
R
E
F
-
m
g・
2
3

(
伺
読
む
と
あ
り
、
こ
の
相
似
文
は

g
ロ
国
内

E
o
E
(回
目
別
引
)
・
。

-
F伺
-
E
(同
町
一
計
)
・
出
・
宮
内
F
S
5
(
H町一一剖)
、
等
々
に
も
見
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
も
の
ズ
パ
リ
と
ラ
テ
ン
語
で

z
a
w
g
g
E円
S
S
E
-回
丹
市
『
と
見
え
た
の
は
、

そ
の
他
の
本
で
も
出
て
い
る
で
し
ょ
う
が
、

手
元
に
あ

っ
た

P
E
E
n
v
E
o同
8
8ロ
(HA訂
)
の
本
で
し
た
。
阿
知
波
兄
は
諸
書
を
探
り
確
め
ら
れ
た
の
で
す
。

「
医
な
る
者
は
自
然
の
臣
で
あ
る
、
医
者
自
然
之
臣
」
な
る
語
の
日
本
に
現
れ
た
の
は
、
小
森
桃
鳴
(
H
J
釘
)
や
坪
井
信
道
(
H
J
釘
)
、
等
の
蘭

医
学
者
た
ち
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
桃
潟
は
「
医
者
自
然
之
臣
」
と
墨
書
し
て
い
ま
す
(
お
枇
諒
一
一
即時
刊誌印
刷
尚
一
)
。
ま
た
近
刊
の
青
木
一
郎
兄
の
『
坪

信
道
は
没
時
の
半
年
程
前
に
長
州
藩
医
能
美
洞
庵
(
」
計
)
の

( 3 ) 

井
信
道
・
詩
文
及
書
翰
集
』
中
に
見
え
る

「
自
然
」
に
つ
い
て
一

言
す
れ
ば
、

書
室
に
「
自
然
斎
記
」
を
与
え
た
。

(
ロ
臨
む
も
「
医
事
不
レ
如
一
一
自
然
」
な
る
書
を
遺
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
く
だ
け
て
い
ま
す
が
同
義
と
解
し
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
私
の
祖
父
か
ら

伝
わ
る
盾
額
、
こ
れ
は
拙
宅
の
玄
関
に
掲
げ
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
「
医
者
造
化
之
臣
也
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
私
は
こ
の
文
字

を
採
っ
て
造
化
の
臣
と
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
記
」
中
に
「
医
自
然
之
臣
也
」
の
言
葉
、

こ
れ
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。
杉
田
玄
白
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臣
ー
け
ら
い
に
つ
い
て
は
、
各
面
か
ら
古
い
と
難
色
が
一
示
さ
れ
ま
し
た
。
上
述
し
た
よ
う
に
我
が
国
の
蘭
医
学
の
先
達
に
は
多
く
臣
の
字
が

け
ら
い

使
わ
れ
て
お
り
、
今
の
日
本
の
内
閣
に
は
大
臣
な
る
官
職
名
が
あ
り
ま
す
。
主
権
在
民
の
世
の
中
で
す
、
人
民
の
大
き
い
臣
の
意
と
解
さ
れ
ま

な
お
日
本
で
は
臣
僕

・
僕

・
召

210 

す
、
昔
の
大
臣
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
外
国
で
は
自
5
2丹
市
♂
田
市

2
2
r
u
芯
ロ
巾
円
な
ど
、

使

・
使
者

・
使
令
な
ど
色
々
あ
り
ま
す
が
、

採
っ
た
の
で
す
。

日
本
の
蘭
医
学
者
が
臣
と
し
た
の
は
簡
に
し
て
意
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
私
は
こ
れ
を

四
、
医
学
上
の

「
自
然
」
の
概
念

人
類
は
、
宇
宙
自
然
l
地
球
変
遷
中
の
一
つ
の
生
成
物
で
あ
り
、
そ
の
身
も
心
(
脳
髄
)
も
そ
の
進
化

・
変
異
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。
自
然
な
る
概
念
も
、
人
の
身
心
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
、
神
な
る
想
定
も
人
間
頭
脳
か
ら
醸
し
出
さ
れ
た
も
の
、
と
私
は
考
え

る
の
で
す
。
し
か
も
ま
た
、
病
を
医
す
る
こ
と
も
自
然
法
則
中
の
一
つ
で
あ
り
、
人
聞
の
学
知
に
よ
り
求
め
得
ら
れ
進
歩
し
来
っ
た
現
代
医
学

も
、
そ
れ
に
準
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
「
自
然
」
の
概
念
を
前
項
二
で
述
べ
た
も
の
を
勘
案
し
て
、
簡
単
に
次
の
よ
う
に
し

( 4 ) 

ま
し
た
。

「
自
然
と
は
、
変
転
し
て
や
ま
な
い
宇
宙
現
象
の
統
体

・
万
有
の
本
質
、

Z担
Z
R
U
S
E
-
q
t
2
2
n
y
g
m
F呂
田
宮
ロ
守
H
V
Z
5
5
2
P

8
2
2
0
ご
Z
5
5
a叩
」
(
挫
町
4
4
m
一川緊叫
)
。
よ
っ
て
以
て
、
人
の
生
滅
、
疾
病
の
発
生
も
、
こ
と
ご
と
く
自
然
の
制
約
下
に
あ
り
ま
す
。
病

な
お
す
の
も
、
自
然
の
支
配
下
に
あ
り
ま
す
。
医
療
は
学
習
で
獲
た
知
識
で
行
な
う
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
、
自
分
が

が
な
お
る
の
も
、

病
を
な
お
し
た
と
思
う
よ
う
な
こ
と
は
、
思
い
上
り
の
甚
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
よ
り
良
い
治
療
を
行
な
う
こ
と
、
病
気
を
健
康
に
戻
し
て

寿
命
を
保
た
し
め
る
こ
と
は
、
こ
れ
は
そ
の
人
そ
の
時
代
の
自
然
に
則
し
て
得
た
医
知
識
が
も
た
ら
し
め
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
で

J

よ

-Y
H
o
p執
は
更
に
こ
の
「
自
然
」
と
い
う
概
念
を
判
か
り
易
く
図
J

l

a
，

z
r式
に
し
て
弁
征
し
た
い
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
略
し
ま
す
」



¥，
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R
u
 

f
k
 

一
九
七
五
年
五
月
に
こ
の
「
普
調
」
の
印
刷
が
出
来
上
り
ま
し
た
の
で
、
私
の
義
兄
に
送
り
ま
し
た
。
義
兄
は
も
と
裁
判
官
で
す
が
、
娘
の

「
日
本
国
憲
法
」
と

「
医
師
の
誓
詞
」
と
の
対
比

弁
護
士
と
両
人
で
「
哲
詞
」
の
文
を
検
討
し
て
く
れ
て
言
う
に
は
、

法
」
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
ま
あ
無
知
で
あ
っ
た
の
で
、
早
速
本
屋
へ
行
っ
て
憲
法
読
本
を
買
い
求
め
、
両
人
が
示
し
て
く

こ
れ
は
医
師
の
憲
法
だ
、
と
誉
め
る
の
で
す
。
私
は
恥
し
い
こ
と
に
、
「憲

れ
た
現
行
の
「
日
本
国
憲
法
」
第
何
条
と
「
普
調
」
の
第
何
条
と
は
相
似
だ
、
と
教
え
ら
れ
た
通
り
に
照
合
し
て
見
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
両
人

の
指
摘
は
オ
ベ
ン
チ
ャ
ラ
で
な
か
っ
た
の
で
私
は
び
っ
く
り
し
て
喜
ん
だ
の
で
す
。

こ
の
「
誓
調
」
は
、

「
ジ
ュ
ネ
!
ヴ
宣
言
」
に
準
拠
し
た
の
で
す
が
、
私
の
永
い
医
史
学
勉
強
の
常
識
的
な
知
識
に
よ

っ
て
、
ヒ
ポ
ク
ラ
テ

ス
の
医
の
基
礎
理
念
で
あ
る
「
自
然
」
に
導
か
れ
つ
つ
、
ま
あ
自
然
と
出
来
上
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、

「
日
本
国
憲
法
」
も
自
然

と
当
方
へ
這
入
込
ん
で
来
た
と
、
老
人
の
独
り
よ
が
り
に
考
え
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

現
行
「
憲
法
」
は
色
々
と
批
判
も
あ
る
の
で
す
が
、

一
般
国
民
は
満
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
類
普
遍
の

( 5 ) 

原
理
に
基
づ
い
て
、
構
成
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
て
「
憲
法
」
を
読
ん
で
思
い
付
い
た
こ
と
は
、
こ
の
「
誓
詞
」
の
各
条
は
一
貫
し
て
、
主
権
在
民
と
申
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
主
権
在
病
者

の
精
神
を
以
て
綴
ら
れ
、
人
権

・
自
由
を
尊
重
し
、
こ
れ
に
対
し
医
師
は
自
然
の
臣
で
あ
る
よ
う
に
病
者
の
け
ら
い
で
あ
り
、
よ
っ
て
医
師
は

自
然
(
造
化
)
の
使
令
に
従
い
良
い
医
療
を
行
う
べ
き
だ
と
、
戒
律
的
に
編
ま
れ
て
い
る
と
、
改
め
て
感
じ
取
っ
た
次
第
で
す
。
主
権
在
病
者

と
申
し
ま
し
で
も
、
国
民
|
病
者
に
は
権
利
義
務
が
あ
る
と
同
様
に
医
師
に
も
こ
れ
が
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
加
え
て
医
師
に
は
、
医

療
と
い
う
尊
い
任
務
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
医
療
は
本
然
の
姿
を
も
っ
て
遂
行
す
べ
き
で
す
。
こ
ん
な
「
誓
詞
」
は
実
行
不
能
だ
と
無
下
に
考
え

ず
、
こ
れ
は
医
師
の
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
基
本
律
で
あ
る
と
心
安
く
受
け
取
ら
る
れ
ば
、
そ
れ
で
宜
し
い
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
医
の
本
質
を

守
り
伝
え
る
所
以
で
も
あ
り
ま
す
。

次
い
で
「
誓
詞
」
の
各
条
文
と
「
憲
法
」
の
条
文
と
を
、
対
比
し
て
見
ま
し
ょ
う
。
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第
一
条
は
、

「
憲
法
」
の
前
文
の
中
程
に
あ
る
人
類
普
遍
の
原
理
な
る
言
葉
、

212 

医
の
場
合
は
医
の
普
遍
の
原
理

5
2
3曲
目
胃
S
n宣
向
。
『

B
E
E
5
と
軌
を
一
に
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

第
二
条
は
、

「
憲
法
」
第
十
一
条
|
十
三
条
に
似
る
も
の
で
、
基
本
的
人
権
、
生
命
の
尊
重
を
医
師
の
立
場
か
ら
語
っ
て
い
る
の
で
す
。

「
憲
法
」
第
二
十
五
条
の
「
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
」
、

第
三
条
は
、

に
対
し
て
の
医
師
の
義
務
を
述
べ
た
も
の
で

す
第
四
条

・
第
五
条
と
第
八
条
は
、
医
師
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
倫
理
を
説
い
た
も
の
で
、

「
憲
法
」
に
収
め
ら
れ
る
性
質
の
も
の
で
あ
り
ま

せ
ん
。第

六
条
は
、

「
憲
法
」
第
十
四
条
に
見
え
る
国
民
平
等
の
保
障

・
差
別
待
遇
の
排
除
と
合
致
し
ま
す
。

第
七
条
の
守
秘
義
務
は
、

「
憲
法
」
で
な
く
「
刑
法
」
第
百
三
十
四
条
に
該
当
し
ま
す
。

第
九
条
は
、
私
の
『
体
系
世
界
医
学
史
』

( 6 ) 

「
総
論
」
で
組
立
て
た
学

・
術

・
行
に
基
づ
い
て
、
医
師
の
終
生
勉
学
と
修
業
の
必
要
を
述
べ
た

も
の
で
、
新
し
い
条
文
で
す
。

第
十
条
の
誓
い
の
結
び
言
葉
は
、

「
憲
法
」
前
文
の
末
に
あ
る
「
国
家
の
名
誉
に
か
け
、
全
力
を
あ
げ
て
こ
の
崇
高
な
理
想
と
目
的
を
達
成

す
る
こ
と
を
誓
ふ
」
、
と
相
似
で
あ
り
ま
す
。

ーノρしf
k
 

「
誓
詞
」
の
原
文
は
口
語
文
章
体
で
、
固
い
き
ら
い
が
あ
る
と
の
忠
告
を
受
け
ま
し
た
、
私
は
医
師
自
身
と
し
て
は
原
文
の
方
が
よ
い
と
思

う
の
で
す
が
、
次
の
よ
う
に
日
常
談
話
体
の
も
の
を
作
っ
て
見
ま
し
た
(
鉱
肘
五
)
0

し
も
ベ
で
あ
り
ま
す
。

「
医
師
の
醤
詞
」

の
日
常
談
話
体
文

一
、
病
を
な
お
す
の
は
自
然
で
あ
っ
て
、
医
師
は
自
然
の

二
、
生
涯
を
人
類
の
た
め
に
捧
げ
、
人
間
の
生
命
を
至
上
の
も
の
と
し
て
尊
重
し
ま
す
。
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r、、

A Supplemental Note on the Oath of Physicians by乱但KI

Sakae乱但KI

p、

、ーノ

1 have sometimes made known my intent to write the oath of physicians and the meaning of its words. 

However， there occurred many misunderstandings regarding it and so 1 would like to explain it further in order 

to obtain a better comprehension. 

This paper consists of three parts; 

(A) the explanaticn of the word “nature" in the oath of physicians. 

(B) the comparison of the oath with the Constitution of ]apan. 

(C) the colloquial oath， which corresponds to the literary one， which is the original. 

(A) At first 1 explain the true sense of the words “nature" and “creation". Then 1 discuss the origin. of the 
的

H
N



senternce“Morborum naturae medicae; Medicus naturae minister" making reference to artic1es since the time of 4
v
H
N
 

Hippocrates on. And then 1 define that nature is the totality of ever changing space-phenomena， the essence of 

the universe. 

Mankind is a product in the history on univerce， that is， in the change of earth. Both the human body and 

mind must come into being in the world following the process of its development. 

Man gives rise to the existence of “nature" and “God" -when he recognized them in his brain. 

Physicians should be the minister of nature and cure diseases obeying the rules of nature. The newest and 

most powerful remdies are no more than productions by mankind. 

(B) 1 am very surprised to know that there are many analogies between the Constitution of ]apan and my 
r... 

oath of physicians except for chapters 4， 5 and 8. They bear no relation to the forme1' because they 1'efe1' to ∞ 

、ー'
the ethics of the physicians. The unive1'sal principle of medicine in the fi1'st chapte1' of the oath co;;，responds the 

universal p1'inciple of mankind in the preface of the Constitution of ]apan. The 2nd chapte1' of the fo1'mer to the 

11 th， 12the and 13th of the latter. The 3rd of the former to the 25th of the latter， while the 6th of the former 

to 14th of the latter， and the 7th of the fo1'me1' to the 134th of the Crimianal Law of ]apan. Th巴 9th of the 

former is based on the theory represented in A SysteD1atic History of World Medicine (1972) by myself， and 

the 10th of the oath cor1'esponds to the last part of the p1'eface of Constitution of ]apan. 

(C) When 1 rep1'esented the oath of physicians in litera1'Y style， some people said that it was very difficult to 

understand and that the modern oath should be written in the col1oquial style. So 1 tried to write it in the 

col1oquial style. 



日
本
医
史
学
雑
誌
二
十
二
巻
三
号

昭
和
五
十
一
年
七
月
三
十
日
発
行

昭
和
五
十
一
年
一
月
六
日
受
付

原

著幕
末
明
治
初
期

目
録
に
つ
い
て

八
四
O
|

一八
八
七
)
解
剖
学
書

(内、

外

ー
と
く
に
十
九
世
紀
欧
米
解
剖
学
書
目
録
と
そ
の
蘭
訳
書
と

和
訳
書
と
の
関
係
|

阿

知

波

五

郎

( 9 ) 

一
、
は
じ
め
に

、

「
日
本
医
学
の
近
代
化
」
に
と
っ
て
幕
末
か
ら
明
治
初
期
(
一
八
四

O

一
八
八
八
)
に
あ
た
っ
て
行
わ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
系
医
学
と

ド
イ
ツ
語
系
医
学
の
交
代
の
意
義
は
、
ま
こ
と
に
大
き
い
。
こ
の
時
期
を
境
と
し
て
わ
が
国
の
医
学
が
、
は
じ
め
て
世
界
医
学
的
視
野
に
立
ち

え
た
し
、
さ
ら
に
日
本
医
学
確
立
の
段
階
に
続
く
第
一
歩
と
な
り
え
た
か
ら
で
あ
る
。

(1
)
 

二
、
蘭
学
期
は
、
そ
の
長
い
準
備
期
で
あ
り
、
明
治
維
新
は
制
度
の
革
命
で
は
あ
っ
た
が
、
医
学
の
革
命
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
時
期
の
蘭
書
、
と
く
に
ド
イ
ツ
医
学
書
の
蘭
訳
書
と
そ
の
直
後
の
輸
入
さ
れ
た
、
そ
の
同
一
書
の
原
著
で
あ
る
ド
イ
ツ
語
本
と
の
比
較
研

究
は
、
重
要
な
意
義
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
両
見
在
書
の
発
見
が
む
つ
か
し
い
の
で
今
ま
で
、
そ
の
研
究
が
な
か
っ
た
。
著
者
は
、
か
ね
て

調
べ
て
い
る
華
浦
医
学
校
旧
蔵
書
本
(
旧
長
州
藩
本
を
含
む
)
の
中
に
、
そ
れ
が
あ
り
、
先
に
そ
の
一
般
論
を
述
べ
た
の
で
、
改
め
て
解
剖
学
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書
の
み
に
限
定
し
て
、
こ
の
問
題
を
そ
の
時
代
の
混
乱
期
の
一
つ
の
サ

ン
プ
ル
と
し
て
こ
こ
に
発
表
す
る
。

216 

三
、
そ
れ
に
は
、
幕
末
と
明
治
初
期
と
を
一
つ
の
プ
ロ
ッ
ク
と
し
て
日
本
医
学
が
、
世
界
医
学
界
に
登
場
す
る
ま
吃
の
経
緯
を
書
誌
学
的
に

調
べ
て
見
た
。
こ
の
期
は
オ
ラ
ン
ダ
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
山
、

ド
イ
ツ
語
の
諸
外
国
語
本
が
相
乱
れ
て
輸
入
さ
れ
、
ま
こ
と
に
複
雑
多
岐
で
、
解
剖

学
一
つ
を
と
っ
て
見
て
も
、
混
沌
と
し
て
、

つ
か
み
ど
こ
ろ
が
な
い
。
実
例
と
し
て
ボ
l
ド
ウ
イ
ン
の
解
剖
講
義
一
つ
を
と
っ
て
み
て
も
、

「
表
第
二
」
の
〈
邦
語
の
部
、
一
二
十
二
)
に
あ
げ
た
よ
う
に
、
大
阪
医
学
校
で
講
じ
た
『
官
板
、
日
講
紀
聞
』

(
解
剖
学
)
が
明
治
二
年
〈

八
六
九
〉
に
出
て
い
る
。
そ
の
直
後
に
大
学
東
校
官
板
と
し
て
『
日
講
紀
聞
』
〈
解
剖
学
、
神
経
及
消
化
器
篇
)
が
、
明
治
三
年
(
一
六
七

O
〉

に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

ウ
イ
リ
ス
が
去
っ
た
後
、
大
学
東
校
で
は
、
ミ
ュ
ラ
ー
や
ホ
フ
マ
ン
が
未
着
任
で
学
生
が
騒
ぎ
、
大
阪
医
学
校
の
任
満
ち
て
帰
国
の
途
に
あ

っ
た
ボ
l
ド
ウ
イ
ン
が
、
乞
わ
れ
て
大
学
東
校
の
講
壇
に
立
つ
の
で
あ
る
。
荷
物
類
は
す
で
に
送
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
「
監
中
復
一
本
ノ

解
剖
学
の
呼
称
、

蘭
堂
発
免
の
部
、
十
一
参
照
〉
と
言
っ
た
り
し
た
時
代
で
あ
る
。

一
つ
に
し
て
も
「
原
生
学
」

(
前
記
、
大
学
東
校
『
日
講
紀
閲
』
参
照
)
と
言
っ
た
り
、

( 10 ) 

書
ヲ
携
フ
ル
ナ
ク
、
是
皆
、
其
平
日
胸
懐
に
蓄
フ
ル
所
ヲ
暗
述
ス
ル
エ
係
ル
」
。
そ
れ
が
大
学
東
校
の
『
日
講
紀
聞
』
(
明
治
三
年
〉
で
あ
る
。

「
人
身
地
図
」

(
表
第
三
、
英

四
、
以
上
の
混
沌
期
を
、
書
誌
学
的
な
立
場
か
ら
四
つ
の
期
に
分
け
て
一
応
、
整
理
統
合
し
て
み
た
。

四

O
年
以
降
)

近
代
的
な
(
細
胞
思
想
を
ふ
く
む
)
ド
イ
ツ
医
学
書
(
解
剖
学
書
〉
そ
の
蘭
訳
書
で
輸
入
し
て
受
容
し
た
時
期
(
解
剖
学
書
で
は

一
八

L
U
 医

学
を
受
容
し
た
時
期
(
一
八
五

O
年
か
ら
以
降
約
二

O
年
)

直
接
ド
イ
ツ
医
学
書
(
解
剖
学
書
)
を
輸
入
し
て
、
こ
の
ド
イ
ツ
語
原
著
と
、
先
に
輸
入
し
た
そ
の
蘭
訳
書
と
を
比
較
し
つ
つ
ド
イ
ツ

ω) (c) 

明
治
初
期
(
一
八
六
五
|
一
八
八

O
年
頃
)
に
英
米
警
が
一
時
、
氾
濫
し
た
時
期
。

ド
イ
ツ
医
学
書
(
解
剖
学
書
)
の
秀
れ
た
も
の
が
輸
入
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
オ
ラ
ン
ダ
本
や
英
米
系
医
学
書
と
較
べ
て
、
そ
の
優
秀
性



が
確
認
さ
れ
、

わ
が
医
学
界
に
ド
イ
ツ
医
学
書
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
(
一
八
八
七
年
以
降
)

二
、
幕
末
明
治
初
期

(
一
八
四

O
l
一
八
八
七
)
に
行
わ
れ
た
解
剖
学
書
目
表
に
つ
い
て

一、

「
は
じ
め
」
に
掲
げ
た
考
え
か
ら
一
一
一
つ
の
書
白
表
を
作
っ
て
、
そ
の
外
国
解
剖
学
書
の
受
容
の
し
方
や
推
移
を
見
る
こ
と
と
し
た
。

A
、
表
第
一

|

|
十
九
世
紀
欧
米
解
制
学
書
目
表
、
そ
の
蘭
訳
書
と
和
訳
書
と
の
関
係
|
|

こ
の
番
目
表
は
、
そ
の
蘭
訳
書
と
和
訳
書
が
あ
る
も
の
を
重
点
と
し
て
作
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ゲ
リ
ソ
ン
の
『
医
学
書
誌
』
よ
り
も
、

ツ
医
学
警
に
限
定
さ
れ
た
エ
ン
ゲ
ル
マ
ン
の

『
医
学
書
誌
』
、
さ
ら
に
解
剖
学
書
目
を
挙
げ
た
ヒ
ル
ト
ル
(
表
第
二
の
五
及
び
六
参
照
)

とド
ボイ

ッ
ク
(
表
第
二
の
二
及
び
七
、
参
照
)
に
よ
る
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
も
、
世
界
の
書
誌
学
上
、
有
名
な
も
の
よ
り
も
、

わ
が
国
に
見
在
す
る
本

(11 ) 

と
く
に
そ
の
蘭
訳
書
と
和
訳
書
の
あ
る
も
の
と
、
そ
の
関
係
書
(
た
と
え
ば
、
わ
が
和
訳
本
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
本
)
に

限
っ
た
。
こ
う
す
れ
ば
同
期
に
慣
用
さ
れ
た
解
剖
学
書
(
内
、
外
〉
の
実
情
が
わ
か
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
表
(
表
第
一
〉
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
当
時
の
日
本
に
と
っ
て
最
も
新
鮮
な
組
織
学
、
そ
れ
は
細
胞
思
想
の
受
容
で
も
あ
る
。
こ
の

受
容
こ
そ
、
わ
が
国
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
意
義
が
あ
る
。

を
選
び
、

ー
、
ゥ
イ
ル

ヒ
ョ
ウ
の
『
細
胞
病
理
学
』
は
一
八
五
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。
こ
の
ウ
イ
ル
ヒ

ョ
ウ
と

相
対
し
て
ベ
ル
リ
ン
で
組
織
学
を
構
じ
て
い
た
ケ

l
リ
l
ケ
ル
(
表
第
一
の
十

一
参
照
)
の
本
に
つ
い
て
見
る
に
、
明
治
初
期
地
方
病
院
医
学

校
に
お
い
て
は
、
そ
の
蘭
訳
本
が
ま
ず
輸
入
さ
れ
、
そ
し
て
遅
れ
て
ド
イ
ツ
原
著
が
入
っ
て
き
て
、
両
者
を
比
較
し
て
読
ま
れ
た
り
訳
さ
れ
た

り
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
同
一
著
者
の
同
一
本
に
し
て
も
蘭
訳
本
の
刊
行
年
が
古
く
、
ド
イ
ツ
原
著
は
、
そ
れ
よ
り
さ
ら
に
新
し
い
改
訂
、
重

版
が
多
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
表
第
一
を
参
照
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
事
実
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
重
要
な
当
時
の
特
徴
で
あ
る
。
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表第 1 十九世紀欧米解剖j学窓目録ー蘭訳書と和訳書との関係ー

〈昭和50.11. 3 阿知波五郎調製)

∞H
N
 

引一
川
一川一什一

著者名 設 名 和訳

。

刊行地 |刊行年 知数

I Ha叫alle，加刷lin I 1 飢815一18印捌8白820却oI 4 

5 

I Lei阿 1845 13 

I Frei閃巾ei伽 g 3 

1846 1 

1866 r、(11版〉 1 。3
1829 .-< 

|… w句|時間
、、J

3 

|山n 再版 1 1858ー 1860 I 2 

1861 2 

J. Meckel (J.F.) 
(1781-1833) 

S. Th. Sommering 
(1795-1830) 

企M.J.Weber 
(1795-1875) 

F. Arnold 
(1803-1890) 

5 I企JoszefHyru 
|(1810-1894) 

つ
ヨ
9 1 

4 

Jones Quain 
(1795ー1850)

.AF.G. Jakob Henle 
(1809-1885) 

Henry Gray 
(1828-1861) 

Joseph Leidy 
(1823-1891) 

Handbuch d. menschl. Anatomie 

Vom Baue d. menschl. Korpers 

VolJstandiges Handbuch d. Anatomie 

Handbuch d. Anatomie d. Menschen 

Lehrbuch d. Anatomie d. Menschen本

Elements of des芯riptive and practic. 
Anatomy 

Handbuch der systematischen Anatomie I 
d回 Menchen.* I 

Anatomy， descriptive a， surgical再版よ|
り Anatomyof the Human Body 

An Elεmentary Treatise on human I 
Anatomy. I 

。

。
。

|Sir millam J… |「Anaω…c 1840-1892 10 I Erasmus Wilson →L. L山 ein(1附)本の内容 。 。l版〉 1 
(1809-1854) →J. Quain (1866) 

11 1 企Al~.e~;~vo~n~~ll iker 1 Ha~~b~~h~ d~ ~ gewebeJehre. fur Aerzte 1 1852-1896 
2 (1817ー 1905) I u. Studierende本 (6版〉

i…d 
l k山 1865 

12 I -'~"cî81ïー1892) c(h別eに Compend.d. Anatomie d. Mens~ (5版〕
1 

n) 



13 
] oseph Alexander Fl田 1| HiveaMndelEidOinng tl tot de StelseIIrlatig BesChu- 。 1866 

(1819ーワ〕 J 1 edkunde van denbfens- (2版〉chen.* 

Karl Ernst Bock |①②… ndb山 hpErnabu … ie I Leipzig. Berlin I 
1819-22 

2 14 (1809-1874) Anatomisches Taschenbuch. * 1864 
l (5版)

15 
A.W. Roser 

|ωrgische-Anatom. V…c 
1870 

1 (1817-1888) (4版〉

16 c. Kolb (?一?)
Grundriss d. Anatomie d. gesund* |… wel 1873 menschl. Korpers (縮刷版)

17 
E王einrichFrey I ~叫üge d. Hist叫9冊 * 。 1854 

1 (1822ー1890) 普徐組織学，明 9， (5版〉

E王enr(y1 E王artshorn

トA…一 1869((初〉〕18 823-1866) 武昌吉:解体説略，明 9， 8茄 。
1894 再

村上奥表:華氏解剖摘要，明10， 8珊 f、
Hayes Agnew lhc… aω 

σ3 。 1864 
F寸

19 (1818-1892) 岡沢貞一郎:解剖必携，明 9， 6茄
I! 1 、J

J. Neil (1818-1892) ①Analytical a解lC剖Aomt穏lap〕s endMn.* 。 1845 
A (ソノ中ノ (1866版採図〉

20 Francis G. Smith 
②natomical Atlas 11 

(1818-1878) 松村矩明 :解剖摘要，明 9， 7冊 。 1867 1 
浦谷義春:解剖l新図，明 9， 2冊

21 
Karl Heitzmann Atlas d. de海scr部ip満tiv解en1u.topog1つ*.An. 。 l m70 1 2 (1336-1896) 山崎元修: 剖図，明13 (5版採用)

備 考 :企印は蘭訳本の見在を示す。 0印は， 和訳書に引用されたものを示す。 @印は， 和訳書の見在を示す。*特に「組織

学」の章のあるもの(ウイノレヒョウ『細胞病理学』は1854年刊)
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2
、
表
第
一
に
挙
げ
た
二
十
一
部
の
本
は
、
表
第
一
の
十
五
に
あ
げ
た
ロ

1
ゼ
ル
の
本
以
外
は
多
少
共
に
、
細
胞
思
想
に
触
れ
て
い
る
。
特

220 

に
ケ
l
リ

1
ケ
ル
(
表
第
一
の
十
一
〉
、
す
な
わ
ち

同
色

-
F
F
E
Z円
円
〈
O
ロ
(

H

∞ロ
1
5
0印
〉
一
色
さ
え
ぎ
h
b
k
ミ

P
E
E
Sミ
-
K割、

A
R
R
H鳥
居
昌
弘
句
円
程
母
、
さ
え
同
・

同
ら
包
℃
N
-問・

]
F

∞ω
N
(
。
〉

c
m・
)

N
】
凶
内
凶
白
・

で
、
こ
の
本
が
、
わ
が
国
に
輸
入
さ
れ
、

一
部
の
特
志
研
究
者
の
異
常
な
興
味
を
そ
そ
っ
た
。
こ
の
本
こ
そ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
組
織
学
の
最

H

∞N
N
1
l
H

∞ω
0

・

や
き
を
と
札
・

hHhsrhHh・
Fa℃
N
F
m
u

「
組
織
学
」
と
い
う
術
語
は
、

後
に
輸
入
さ
れ
た
フ
ラ
イ
の
本

5
3〉
の
題
名
に
あ
る
出
E
O
H
O
伺
岡
市
か
ら
来
て
い
る
が
、

(
普
係

paw
国
企
ロ
ユ
nyu

初
の
系
統
立
っ
た
本
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
。

し
か
し
は
じ
め
は

C
9
5
・

σ色
町

F
S
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
僅
か
七
年
の
歳
月
の
聞
に
「
組
織
学
」
と
い
う
名
が
固
定
し
た
。

3
、
表
第
一
の
う
ち
最
も
わ
が
国
で
勧
迎
さ
れ
た
解
剖
学
書
は
ド
イ
ツ
書
で
は
ウ
エ
l
ベ
ル
(
表
第
一
の
一
二
)
と
、
ヒ
ル
ト
ル
(
表
第
一
の

明
治
中
期
に
移
る
と
き
、

ハ
イ
ツ
マ
ン
(
表
第
一
の
二
十
一
〉
が
そ
の
解
制
図
の
美
麗
さ
に
よ
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
、
和
訳
さ
れ
た
(
表
第

( 14 ) 

五
)
で
あ
る
。
明
治
初
期
病
院
医
学
校
旧
蔵
本
中
両
者
の
ド
イ
ツ
語
原
著
と
そ
の
蘭
訳
本
が
見
在
す
る
こ
と
が
多
い
。

二
の
「
邦
語
の
部
」
の
二
十
六
及
び
二
十
七
な
ら
び
に
五
十
五
参
照
〉
。

4
、
ド
イ
ツ
語
解
剖
学
書
の
わ
が
国
に
固
定
す
る
の
は
、
こ
の
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
経
緯
は
後
述
す
る
が
、

ヒ
ル
ト
ル
の
原
著
が
、

そ
れ
ま
で
の
解
剖
書
と
ち
が
っ
て
、
副
題
と
し
て
足
止

E
h』C
R
b
h
白
久
、
雪
宣
告
h
h
z
p
h込昌弘
R
s
h
E弘
、
ミ
E
R
E
b
s
-き
え
き
h
と
掲
げ
て
い

る
よ
う
に
多
角
・
有
機
的
な
本
で
あ
る
。
蘭
訳
本
に
は

3
5
E昌
弘
喜
目
、
守
包』ロ
hH同

S
』U
S
E主
-
E

(

ヒ
ル

ト
ル
の
第
四
版
か
ら
の
蘭
訳
本
)
と

し
て
あ
る
。
著
者
の
見
た
第
十
三
版
の
ド
イ
ツ
原
著
に
は
、
第
一

章
の
序
章
に
詳
し
い
解
剖
学
史
、
そ
れ
も
明
瞭
に
系
統
立
て
て
五
十
一
頁
に

亘
っ
て
詳
説
し
て
あ
る
(
蘭
訳
本
は
三
十
二
頁
)
。

し
た
が
っ
て
幕
末
に
は
、

す
で
に
日
本
の
医
学
者
の
中
に
は
世
界
史
的
な
解
剖
学
の
把
握

が
、
す
で
に
で
き
て
い
た
と
見
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
第
一
章
は
「
組
織
学
と
解
剖
学
総
論
」
で
あ
る
。
蘭
訳
本
の
輸
入
さ
れ
た
万
延
元

年
(
一
八
六

O
〉
前
後
に
は
、
こ
の
本
に
よ
っ
て
古
典
組
織
学
の
し
っ
か
り
し
た
受
容
は
す
で
に
、
あ
る
一
部
に
は
で
き
て
い
た
可
能
性
が
強



ぃ
。
こ
の
本
が
一
時
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
風
躍
し
尽
し
廿
版
に
及
ん
だ
こ
と
は
、
こ
の
本
の
わ
が
国
へ
の
重
要
性
を
よ
く
示
唆
し
て
い
る
。
但

し
、
こ
の
名
著
に
は
図
譜
が
な
い
の
で
、
と
く
に
当
時
の
日
本
人
に
は
欠
点
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
ハ
イ
ツ
マ
ン
(
表
第
一
の
六
)
及
び
表

第
二
の
二
十
六
、
二
十
七
参
照
)
が
ヒ
ル
ト
ル
学
派
か
ら
出
て
わ
が
国
に
歓
迎
さ
れ
た
。

5
、
フ
レ
ス
(
布
列
和
、
巴
F
』

2
4
v
E
2
8号
♂

H∞
巴
1
4
日
尚
喜
札
NRA3hh。h
b
'
p
pミ
ヨ
ミ
ぬ
旬
、
hhb墨田
gn待
。
司
之
宮
内
き
s
s
s
z
b
=

ミ
shhbs-
C
5
n
r
f
5
8
(
N
〉
生
・
〉
(
第
一
表
の
十
一
一
一
)
は
明
治
期
に
入
っ
て
行
わ
れ
た
最
後
の
蘭
書
で
あ
る
(
明
治
五
年
和
訳
が
出
た
、

表
第
二
の
「
邦
語
の
部
」
の
十
、
参
照
〉
。
ぐ
g
U
2
〉・〉・

の
オ
ラ
ン
ダ
人
名
辞
典
に
も
出
て
い
な
い
人
物
で
あ
る
。
彼
は
最
期
に
ユ
ト
レ

ヒ
ト
の
解
剖
学
教
授
(
一
八
六
三
)
に
な
っ
た
。
こ
の
本
に
は
モ
HHhsJ
寄
与
g
S
3
(表
第
一
の
十
六
)
、
守
包
H
J
h
g
h
S沼
(
表
第
一
の
〉
、

』
門
也
九
九
凡
な
手
足
泳
、
。
込
色
、
R
b町、白
g
hロ
還
に
(
表
第
一
の
十
一
〉
の
一
一
一
つ
の
解
剖
学
告
に
拠
っ
た
旨
が
書
い
て
あ
る
。

幕
末
現
治
初
期
の
医
学
者
は

大
部
分
蘭
学
者
の
出
身
者
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
本
が
と
く
に
歓
迎
さ
れ
和
訳
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
蘭
書
、
解
剖
学
書
の
最

( 15 ) 

後
の
灯
と
い
い
う
る
。

6
、
順
序
が
逆
に
な

っ
た
が
、
再
び
幕
末
初
期
に
帰
っ
て
、

2
3
u
l
H∞
吋
切
〉
一
同
込
』
弘
之
司
h
h
r
h
h
g
h
S
R
b
s
h
h
E
h
a
-

ウ
エ

l
ベ
ル
の
本
を
追
加
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
芝

S
F
冨

2
5
』
四

E
N

ロ
EM内
-
E
A
H∞品。
(

N

〉
口
出
品
市
〉
、
解
制
図
譜
が
最
初
に
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
出
m-

ω
O

か
ら
細
胞
図
が
現
れ
る
。
同
仲
間

-
E
1
2
ま
で
は
細
胞
の
構
造
図
で
あ
る
。

『
組
織
学
』
と
し
て
輸
入
さ
れ
た
ケ

1
リ

l
ケ
ル
よ
り
十
二
年

も
早
い
時
期
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
に
輸
入
さ
れ
た
の
が
、
そ
の
噴
の
一
般
常
識
に
反
し
て
蘭
訳
本
で
な
い
ド
イ
ツ
原
著

S
F
Eミ
捻
丘
町
白
ミ
・

FHRbnH司、

A
E一hbsth凡
な
さ
さ
誌
と
p
b
s
h且込町、
h
(て旬、
h門誌
S
E
z
h
T
h
s
s
s
k
'
h
s
h
m
〉・

戸市苛

N
F
H∞品
0

・
N

国
号
・
で
あ
る
。

初
版
が
一
八

八
年
で
あ
っ
て
、

私
の
見
た
見
在
本
は
再
版
で
あ
る
。

こ
の
本
は
形
態
学
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

冨
」
-
垣
島
市
円
の
蘭
書
は

γ
F
Z
K
F
b
a
n
h町、

s
h
p
a
rき
な

s
s
h
h町長
E
z
h
h
q
S
宣
言
S
R
E志
向
芯
hbbbヨ
・
〉
自
己
-vH∞
ω
∞
|
前
記
の
ド
イ
ツ
語
初
版
本
よ
り
古
い
。
こ
の
本
の
見
在
本
を

発
見
し
え
な
か
っ
た
の
で
表
第
一
及
び
こ
に
は
書
か
な
か
っ
た
。

7
、
表
第
二
の
一
の

F
E
H
W
F
知
名
}
戸
戸
市
】
国
岡
市
ロ
〈
g
c
(
H
a
N
l
H∞
HH)
の
本
、
こ
れ
は
ク
ル
ム
ス
に
続
く
解
剖
書
(
こ
の
本
は
フ
ラ

ン
ス
語

221 



か
ら
の
蘭
訳
本
)
の
代
表
と
し
て
挙
げ
た
が
、
そ
の
本
と
同
時
代
の
本
の
題
名
の
口
開
口
7
2
5
の
文
字
で
あ
る
。
単
独
に
〉
E
5
5
5
と
か
、

222 

〉
E
8
5
5
ι
g
z
g
M
n
y
g
と
せ
ず
に
ウ
エ

l
ベ
ル
時
代
に
は
、
そ
の
題
名
に

A
E言
語
や
号
還
さ
是

Eshq.
庁、5
・

そ
の
蘭
訳
も

ohミ
宮
島
R
Z
h
h
g昌
言
語
5
hと
志
向
九
段
h
b
2
5・
と
題
名
を
つ
け
て
い
る
。

と
す
る
の
が
特
徴
で

あ
っ
た
。

明
治
初
期
に
圧
倒
的
人
気
を
拍
し
た

出

g
円
可
。
EU『
〈

H

∞N
∞
l
E
2・
英
、

表
第
一
の
八
)

に
は
再
版
以
後
は
と
ミ
ロ
ミ
ペ
苦
ミ

s
s
p
e
と
あ
る
が
、

初
版
は
、

表
第
一
の

八
、
に
書
い
て
お
い
た
よ
う
に

A
E』
ロ
ヨ
二
宮
町
、
合
志
向
白
-
h
t
G
R
b
N

で
再
版
か
ら
現
行
の
よ
う
に
上
記
の
題
名
に
な
っ
た
。
「
人
体
解
剖
学
」
と

「
解
剖
学
」
の
呼
称
は
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
が
あ
る
。
大
体
、

が
分
離
す
る
の
は
ケ

1
リ

l
ケ
ル
以
後
で
あ
る
。

「
解
剖
学
」
と
な
っ
て
組
織
学
を
含
め
て
い
る
。
そ
し
て
解
剖
学
か
ら
組
織
学

8
、
英
米
解
剖
書
の
説
は
表
第
三
で
後
述
す
る
。

た
だ
さ
ら
に
強
調
し
た
い
の
は
、

グ
レ
イ
が
占
め
る
解
剖
図
譜
の
位
地
と

'
}
ρ
E宮

。
芯
印

llzg)
(
表
第
一
の
六
、
参
照
〉
。

∞
守
宅
ロ
】
S
H
H
H
V
5
2
F
8
5
5
さ
己
目
。
ロ
(
H

∞。ゅ
l
l
z
g
)
(表
第
一
の
十
、
参
照
)
の
そ
れ
ぞ

れ
の
簡
易
本
の
わ
が
国
へ
及
ぼ
し
た
影
響
で
あ
る
。

す
で
に
当
時
輸
入
さ
れ
た

F
H
O
ロ

問。ロ
5
5
(H∞
戸
|
呂
田
〉
(
表
第
一
の
十
二
、
参

( 16 ) 

照
)
は
両
者
を
参
考
に
し
て
成
っ
た
旨
の
序
文
が
あ
り
、

レ
イ
と
、
こ
の
ク
エ
イ
ン
が
参
考
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。 明

治
期
に
訳
さ
れ
た
『
解
剖
新
図
』
ハ
表
第
二
の
邦
語
の
部
十
て
参
照
)

に
も
グ

ボ
ッ
ク

(
表
第
一
の
十
四
の
②
)
、

コ
ル
.
フ

(
表
第
一
の
十
六
)
の
簡
易
本
は

明
治
初
期
に
は
華
浦
医
学
校
に
十
部
以
上
を
備
付
け
て
い
る
。

9
、
最
後
に
述
べ
た
い
こ
と
は
、

マ

l
ル
ブ
ル
グ
大
学
の
外
科
学
教
授
で
あ
っ
た
さ
宮
内
宮
列
2
2
0∞
口

1
1
5∞
∞
)
の

g
g告
主

?

h
z
S
3
・
明、
R
S
R
Z
S・∞
S
R四担円同
u

H

∞
主
・
(
実
際
の
見
在
本
は
増
補
改
訂
第
四
版
の
一
八
七

O
年
版
で
あ
っ
た
)
で
あ
る
。
こ
の
著
者
ら
が
、

フ
ラ
ン
ス
の
新
し
い
病
理
解
剖
学
的
ア
イ
デ
ア
を
持
ち
来
っ
た
当
時
の
ド
イ
ツ
の
新
鋭
学
者
で
あ
る
。

こ
の
本
と
、
や
は
り
見
在
本
の
(
表
第
二
の
十
五
)
の
の
・
問
主
司
自
島
市
『
(
フ
ラ
ン
ス
原
著
は
回

2
5丘
自
国

5
5
)
こ
れ
は
前
著
ロ
l
ゼ

ル
本
が
応
用
解
剖
学
で
あ
っ
て
外
科
手
術
者
に
適
す
る
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、

」
の
本
は
蘭
訳
本
で

民
白
sh窓
口
、
持
色
町
民
民
尽
き
丸
一
公
司

。
ミ
宮
&
s
b
s
h
s
h
h
F
G
H向、ミト
g
h
s-
。
℃
関
与
問
5
2仏
仏

0
0
門
戸
ω
回同
EHHugzロ
・
(
叶
毛
市
町
内
同
白
内
ロ
〈
由
吉
岡
市
内
丘
巾
『
乱
刊
ロ
E
n
r・〉

〉ヨ回門
-u

H

∞印。・

t土



一
つ
の
図
版
に

ヨ
m-
が
三
|
五
つ
あ
る
か
ら
、
多
数
の
応
用
解
剖
学
の
図
(
例
え
ば
、
内
科
、

図
版
が
百
十
三
、

外
科
は
も
ち
ろ
ん
内
科
の

小
手
技
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
口
腔
外
科
の
各
般
に

E
る
図
〉
を
挿
入
し
、
あ
く
ま
で
実
地
手
引
書
的
解
剖
書
で
あ
る
。

ヒ
ル
ト
ル
が
開
拓

し
た
応
用
解
剖
学
と
局
所
解
剖
学
は
、
こ
の
期
に
完
全
に
途
が
聞
け
て
外
科
学
に
寄
与
し
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
大
き
い
。
わ
が
国
で
も
大
い

に
こ
の
種
の
本
が
歓
迎
さ
れ
た
。

有
名
な
ゴ

l
フ
ル
ス
の
『
包
帯
学
』

り円・

。
。
『
町
内
的
(
。
。
弓

F
』
2
4
YE冨
RF巾・

5
2
1
5S
Y
同
s
n
g由民

g
昌
k
h
h
同
町
、
号
制
、
旬
、
宮
昌
弘
S

S

て旬、宮廷同

h
z
h
h
g
s
s
h同詰・ミミ白白円札
h

同色司、。・』耐え向き白』
r
q
s
h
・豆
、・

'h
-
N
E
F
R
-

戸
市山内凶

gu
H∞∞。・
さ
き
の
の

-
m色
巾
B
呉
市
て
か
、
蘭
訳
し
て
い
る

本
と
較
べ
て
見
て
、
共
に
図
譜
が
多
い
の
に
驚
く
の
で
あ
る
。

こ
の
本
の
図
板
が
全
部
で
八
十
一
あ
っ
て
各
図
板
に

出関
・
が
多
い
の
に
な
る

と
十
以
上
で
あ
る
か
ら
秀
れ
た
図
解
包
帯
学
書
で
あ
る
。
ラ
デ
マ

l
カ
l
の
本
と
共
に
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
最
も
繁
用
さ
れ
た
。
こ
れ
も

当
然
で
あ
ろ
う
。

B 、

表
第

|
|
幕
末
明
治
初
期
解
剖
学
書
(
内
、
外
)
目
録

l
l・

-
、
こ
、の

表
の
「
外
国
の
部
」
十
五
部
は
、
表
第
一
と
重
複
す
る
点
が
多
い
。
た
だ
ド
イ
ツ
原
著
と
そ
の
蘭
訳
書
と
が
あ
る
点
が
大
き
い
特

徴
で
あ
る
。
こ
の
部
は
す
べ
て
華
浦
医
学
校
旧
蔵
書
を
対
照
と
し
た
。
他
の
地
方
の
病
院
医
学
校
は
、
こ
れ
と
大
同
小
異
で
あ
る
。
華
浦
医
学

校
本
に
は
ド
イ
ツ
医
学
書
が
多
い
こ
と
と
、
そ
の
ド
イ
ツ
語
の
原
著
の
蘭
訳
本
を
も
必
ら
ず
併
せ
て
見
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
国
で

も
ま
こ
と
に
珍
重
す
べ
き
特
徴
で
あ
っ
て
、
本
テ
l
マ
の
資
料
と
し
て
は
他
に
は
容
易
に
見
ら
れ
な
い
現
象
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ひ
と
え
に
旧

校
長
で
あ
っ
た
福
田
正
二
の
逸
早
く
医
学
書
の
ド
イ
ツ
語
化
を
見
抜
い
て
の
高
い
見
識
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

中
に
は
表
二
の
八
の
よ
う
に

「長
崎
医
学
校
図
書
之
印
」
の
あ
る
も
の
も
あ
る
。

2
、
次
に
、
こ
れ
ら
の
本
は
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
っ
た
も
の
も
あ
り
、
同
校
の
『
書
籍
目
録
』
と
『
御
蔵
書
目
録
』
ハ
常
用
書
と
ち
が
っ
て

( 17 ) 223 



表第 2 幕末明治初期解割U1%i(内，外〉目録
H
V
N
N
 

(阿知波五郎調製昭和50.10.26)

外国 の部〈華浦医学校旧蔵書は企印を附す〉

1. I 企 Sabatier(泊震些乙而): De Ontleedkunde volledig Verhandeld; of Naauwkeurige Beschriyving van Alle de Deelen 

des Menschelyken Ligchaams: door den Sabatier. Uit h巴tFransch Vertaald， en met Verscheiden muttig 

Aanmerkingen vermeerderd door Albertus Lenterinck. ‘Gravenhage， Jan Abraham Bouvink. M. DDC. LXXX. 

2. I企 C.E.Bock; Handbuch der Ontleedkunde van den Mensch door Dr. C.E. Bock naar Het Hogduitsch door Dr. 

P.H. Pool. Amsterdam (Hendrik Frijlink)， 1840. I-III Deele. 

3. I企 M.J.Weber: Vollstandiges Handbuch der Anatomie d田 Menschlichen K凸rpers. I-III Bde， Leipzig (Leopold 

Michelsen)， 1845. 
4. 

5. 

.... M.J. Weber: Erklarung des Anatomischen Atlasses. Zweite Auflage. Dusseldorf (Arnz & Co，rnp). 1840. 

.... Joseph l'王yrtl: Lehrbuch der Anatomie d田 Menschen mit Rucksicht auf Physiologische Begrundung und 
r、、

<xl 
rl 

Praktishe Anwendung. Dreizehnte Auflage.、ザien(Wilhelm Braumuller)， 1875. 、ーノ

6. I企 Jos.Hyrtl: Leerboek van de Ontleedkunde van den Mensch， In Verband met Physiologie en Praktijk; door 

Dr. Jos. Hyrtl. naar de Vierde Hoogduitsche Uitgave in het Nederduitsch Overgebragt en van Aanteekeningen 

Voorzien door Dr. P. Peelen. Tweede Druck. Tiel (H.C.A. Campagne)， 1857. 

7. I企 Prof.Dr. C.E. Bock: Anatomisches Taschenbuch. Funfte Auflage. Berlin (Renger'sche Buchhandlung)， 1864 

(医院文庫之印〉

8. I企 A.K凸lliker:Beknopte Weefselleer van Menschen. Uit het Duitsch Vertaald en Vermeerderd naar de Vierde 

en Laatste Uitgave van het Handbuch der Gewebelebre des Menschen， van A. K凸lliker. door K.J. van 

Duije. Tiel (H.C.A. Campagen) 1864. (長崎医学校図普之印〉

9. I企 L.Hollstein: Lehrbuch Der Anatomie d田 Menschen. Vierte Neu Bearbeitete Auflage. Berlin (E.H. Schroeder)， 

1865. 

10. .... John Neill and Francis Gurney Smith: An Analytical Compendium of the Various Branches of Medical Science 

for the Use and Examination of Students. A New Edition， Revised and Improved. Philadelphia (Henry C. 



外 国 の部(華滞医学校旧蔵容はA印を附す)

Lea)， 1866 
11. I A ].A. Fles: Handleiding tot de Stelselmatig Beschrijvende Ontleedkunde van den Mensch. Tweede Druck. 

Utrecht (B. Dekema)， 1866. 
12. I A A. Kolliker: Handbuch der Gewebelehre des Menschen. Fur Aerzte und Studierende. Funfte Umgearbeitete 

Aufiage. Leipzig (Wilhelm Engelmann)， lS67. 
13. I企 C.Kolb: Grundriss der Anatomie des Gesunden Menschlichen Korpers. DrItte verbesserte Auflage. Braunschweig 

(Friedrich Wreden)， 1873. 
14. I企 W. Roser: Chirurgisch・.Anatomisches Vademecum fur Studirende und Arzte. Vierte verbesserte Auflage. 

Stuttgart (Ebner & Seubert)， 1870. 

15. I企 C.Rademaker: Handboek Der Heelkundige Ontleedkunde en Kunstbewerkingen. Opgehelderd door 113 Staal 

platen. Naar de Fransche Uitgave van Bernard en Huette. (Tweede en vermeerderde Druck). Amsterdam， 

1856. 

(

由

同

〉

邦語の部(議滞医学校殺害はA印を附す〉

英蘭2量発免の部(東京馬喰町 2丁目 5番地 島村利助〉

1. I 解剖羅旬諮歌留多(松本順訳〉

2. 企解体学語袋(大野九十九訳)，明治辛未冬10日，文部省官版

(An Anatomical Vocabulary) 

3. I企全体新論(清本醗刻，越智扱)，安政4年

英国合信著

4. I 企全体新論図

5. I 企全体新論訳解(高木熊三郎訳〉

6. I 全体新論〈森鼻宗次纂総〉

(25銭〉 l箱

(56銭 2厘 5毛) 1$ 

2冊

1冊

(87銭 5座〉 4冊

(20銭) l冊

小eUq3 a 



7 ...言語宝章鐙記 /英国法幼列児氏檎義

(Gray) (奥山虎訟，半井成質鋒記
1奥山虎:柄識

...解剖訓蒙 /松村短明，安藤正胤 明治 5年， (啓蒙義舎蔵板)
(Leidy) I冨u島イ中謙，村治重厚
1861 ¥横井信之，中泉正訳

グレイ

...虞列伊氏解剖訓議図， 明治 5年， (啓昔話豊島舎蔵板〉

...布列私解剖図鰐， (中欽哉訳述)，明治壬申，浪花天満東寺町之街(J.A.Fles-外国之部 11)，

〈思A 斉放板)菅野桑州鍛翠

...解剖l新図，合衆国斯密士氏原本 (FrancisGurney Smith)前後篇

(ー名人身地図〉 大日本浦谷義春訳述，明治 6年， (敬寿斉〉

諸骨表(杉田玄端箸)

解剖動脈t~ (佐々木東洋訳〉

東京医01・日説記聞 ・医科全容解剖篇 (28番参照〉

企解剖必携{亜国医官エグニュー氏著}明治 6年
i日本，岡沢貞一郎訳 J (浪華，宝文堂〕

Hayes Agnew (1818-1892): Practical Anatomy， 1868 

解体説約(益'回尼室長隆美斯編)明治 3年

(外国之部， 10参照) John Neill and Francis Gurney Smith: An Analytical Compendium of the Various 

Branches of Medical Science for the Use and Examination of Students. (pp. 19-199) 

由

N
N

8 

(3円56銭 2厘) 19冊

9 

10. 
2冊

(87銭 5厘) 2冊

11. 

12. 

13. 

14 

15. 

(4門) 2冊

(0銭 2座 5毛) 1枚

(37銭 5鹿) 2冊

r、
o 
N 

(1円50銭) 6冊 、J

16 2冊

17 

18 
解剖便覧表 中桐絢海著

...解剖j摘要(越前 ・松村短明口述，大阪 ・高木玄其綴録〉

(50銭) 2枚

19. 

(外国之部， 10参照) John Neill and Francis Gurney Smith: An Analytical Compendium (pp. 19-199) 

1869年版明治 9年 (1円50銭) 7冊

A解 剖摘要図(言葉製議)明治 9年板本(敬皮堂蔵板) 1冊

使者高木玄Jt・大阪府下第 3大区 5ヶ区阿波 3番町14番地



25. I 華氏解剖摘要図(邸上典表訳〉 明治11年(岡崎貞ー郎識) (文海堂蔵板〉

26. I 海朱満氏解剖書(鈴木規矩治ら訳〉 明治20年今回 東関

Karl Heitzmann: Atlas der Descriptiven und Topographisen Anatomie. 2 Bde， (1836-1896) Wien， 1870. 

(邦語訳付ー2Aufl. 1875によっている〉。

27. I 海都満氏原図，山崎元締模写 解剖図(山崎元修 ・東京市本郷区真砂町24 英蘭堂書庖)

Karl Heitzmann: ibid. 2 Aufl. (1875) 1冊
グレイ

緒言 :1虞列氏図式ノ如キ其数僅少。且ツ粗家教師ノ説 P所ト間ユ背馳スノレモノナキニ非ス。頻ノレ遺憾トナ
グレイ

ス。爾来1875年刊行第 2版，独乙国海都満氏ノ解剖図譜ヲ得テ之ヲ関スノレニ其数 600，殆 γ ト虞列氏図式ユ傍

荏シ且ツ精敏ヲ極メ歴々本籍ト相符合ス」。

20. 

邦語の部(議浦医学校蔵舎は...印を附す〉

英関堂発免の部(東京馬喰町 2丁目 5番地 島村利助)

(前 Neill，Smithの本の附図より〕
ハルツホルン

企解体説略(図式共)(程:宗治225判明治 6年(万笈閣発免〉

Henry Hartshorne (1823-1881): A Conspectus of the Med. Science. 

百科全容骨相学(長谷川泰訳〉

(参考〕図解，欧米人相学米国<主列磁氏原著 日本，三橋村雄
全訳

日本，曽田愛三郎校関 江口武寿

Phreno-organic Science 明治18年〈湘南舎蔵〉

解剖辞容(金武良哲著〉

21. 

22 

23. ...解剖l撹要(田口和美編斡〉 明治10年

24 

独英二国の解剖容参照「デーテッツ講義 ・実習ヲ合ム」

閏口和美(東京本郷区本郷弓町2丁目23番地〉蔵板

...華氏解剖摘要(村上典表訳述〉 明治10年

前出の H.Hartshorne: A Conceptus of the Med. Sciences.の (1824年再版ニヨル〕。

3冊

(87銭 5厘)

(21銭 6座〉 1冊

1冊

(65銭〉 1冊

13冊 r、、
V吋。a
、../

9冊訳文， 10冊月 図

( 1円50銭〉 10冊

1冊

ト
N
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28. 

この本の学生向き参考古として『海都満氏解剖図解記I!~捷径~ (山崎元術関，石川消忠訳)，英疏堂減梓がある。

東京大学医学部 ・改訂医科全容(解剖l街，山崎元締鋒記)
2 レル ホヲマン

穆児列爾，忽布満談義 明治 7-明治11年分冊出版 27冊

向附録胎生学(石川清忠抄訳) (60銭) 1冊

人体解剖l全図〈本脇良纂訳) (8円) 1冊

人体解剖全論〈本協良纂訳〉 前編 (2円50銭) 1冊

A官版 ・日講記聞 (蘭医抱独英氏口授}明治己己 (2年) 11冊
i緒方少博士題言誌/

ポドイ ン

/和蘭医官抱独英氏 口授 明治庚午 (3年〉 神経篇 3冊
.A.日諮紀間 !大学東校官板 消化策 不明

l島村少博士識
ウイルス プロシア

「東校教師 ・ 像利土氏去ノレヤ ， 朝府吏ユ幸子~社国ョリ医官二名ヲ徴シ以テ之エ代ラシメ γ ト欲ス。然ノレ ユ 普国

此頃国トノ確執起リ，其娘難ニ赴クヲ以テ未タ来ノレヲ果サス。是ニ於テ満校ノ生徒，大ニ失望ス。時ュ偶，大
ボードイン

阪医校ノ教師 ・ 抱主主英氏今秋代満ニ当リ，己ェ限ヲ告ケ横浜ニ来ノレニ会フ。因テ官権 リニ姑ク此人ヲ~留シ以

テ柳カ生徒ノ望ヲ慰シメソト欲シ，一旦之ヲ留レトモ脊セス……此業ヲ授ノレヤ其将ニ帰ソトシ理装己ニ畢リ単

身此ニ留ノレヲ以テ笹中復一本ノ古ヲ携フノレナク是皆，其平日胸億二番 71レ所ヲ翁述スノレニ係ノレ。故ニ編中亦論

理ノ失序事実ノ遺漏ナキ能ハス庶!1'、関者幸ニ之ヲ恕セヨ」

トタニ原生科，神経籍，飲食消化翁

・東校活版(大学大写字生，島霞谷発明〕

動脈一覧図(今回 東編) (車由〕 明治11年 1剥1

動脈一覧図解(今回 東編〕 折本，明治 9年 ・明治11年再版 1冊

企心臓図(動脈一覧図附録)， (東京大学医学部，解剖局 ・今回東扱主〕 折本 (iへγ リー」解剖IJID) 明治 9年 ・
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N
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33. 
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34. 

35. 

36 

37. 

38. 

39. 

40. 

明治11年再版

内臓一覧図(今回 東編〉 明治11年

神経一覧図並解(今回 東編〉 明治11年

人体 ・組織撹要(田口和美編纂〉

解剖動脈絡〈佐々木東洋訳〕

l冊

1枚

1軌

1冊

2冊



邦語の部(華滞医学校蔵容は....印を附す〉

英蘭堂発党の部(東京馬喰町 2丁目 5番地 島村利助〕

41. I 解剖l便覧表(中桐鈎海箸〉

42. I 門系統 ・解剖図(順藤鉱作訳)

43. I 人体解剖 ・筋肉示要〈今回東閲，久能元明纂訳)

44. I 人体解剖学〈石井重義訳〉

45. 実験解剖l学図〈高木玄真編〉

46. I 同図( 11 ) 

47. I 胎盤連続満期女児 ・解剖図(河内周平著〉

48. I 解剖j符号(堀川建斉訳〕

49. I 解剖組織論(新宮涼斉纂輯〉

50. I 外科必携 ・羅氏局所解剖IJ (渡悌二郎訳〉

51. I 遜俗全体新論(松井惟利訳)

52. I 紙塑人体解剖諮ー〈高橋正純訳〉

53. I 人体 ・努形割l体図解(安藤正胤 ・;lt.川仙二郎重訳) 1巻

仏国医学教授医学博士ジヱー ・ジー ・ウイットコースキ原著

英国医学士セ γ プノレ英訳，第 1巻折本 ・頚及躯幹之部

Movable Atlas of The Human Body. 

訂正，七科約説(太田用成，柴田郡平，虎岩武，同訳〉

衛生局長 長与専斉公序
佐藤 進題字 陸軍一等軍医正 ・石黒忠息抜

2枚

2冊

1冊

1冊

3冊

1冊

1事

1冊

4伺
f町、

2冊
σかコ3 

1冊 、、J

1冊

1冊

54 2冊

55. 

米国大学校健全学大博士 ・ハノレツホノレ γ原撲(上巻二解剖科ヲ含ム〉

海朱満人解剖書第一骨靭ti 今回 先生閲，放卒業医生 ・鈴木規矩治l
医学士磁 象i全

明治15年 5月 413版権免許写真銅版 同 浅田 改 l訳
明治20年 7月刊行(金原寅作蔵板) 問 黒柳精一郎/

1冊
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蔵
に
納
め
、
用
に
臨
ん
で
出
庫
す
る
本
〉
の
二
つ
の
目
録
に
よ
る
と
、
『
コ
ル
プ
解
剖
書
』
(
表
第
一
の
十
六
)
は
六
冊
、
(
別
に
『
御
蔵
書
目

録
に
六
冊
〉
『
ボ
ッ
ク
解
剖
書
』
(
表
第
一
の
十
四
の
②
〉
九
組
三
冊
の
よ
う
に
同
一
書
が
多
数
あ
っ
た
こ
と
が
異
常
で
あ
る
。

こ
れ
で
簡
易
本
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
意
し
て
い
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
な
お
両
日
録
と
こ
の
度
び
つ
く
っ
た
表
第
二
に
よ
る
と
、
次
の

特
徴
が
あ
る
。

あ
る
(
表
第
二
の
邦
語
の
部
、
七
〉
。

ハ
5

〉

『
講
蓮
筆
記
』
イ
ギ
リ
ス
の

何
己
主
ロ
三
宮
市
-2
(
海
軍
御
雇
外
人
、
長
門
谷
洋
治
氏
の
研
究
に
詳
し
い
)
の
も
の
全
四
十
冊
が
三
組

( 24 ) 

(2) 

邦
訳
の
『
解
体
説
略
』
(
表
第
二
の
邦
語
の
部
、
十
六
)
『
解
剖
訓
蒙
』
(
表
第
二
の
邦
語
の
部
、
八
)
、
『
布
列
私
解
図
』
(
表
第
二
の
邦

語
の
部
、
十
)
と
く
に
、
こ
の
本
は
三
組
。
『
解
剖
学
動
脈
篇
』
(
表
第
二
の
邦
語
の
部
、
四
十
〉
、

〆

ν
イ

一
)
二
組
。
『
虞
列
氏
解
図
式
』
(
表
第
二
の
邦
語
の
部
、
九
)
二
組
。
『
医
科
全
書
』
(
解
剖
篇
〉
(
表
第
二
の
二
十
八
〉
、
(
以
上
、
『
書
籍
目
録

『
解
剖
新
図
』
(
表
第
二
の
邦
語
の
部
、
十

に
よ
る
〉
。

訳
書
が
大
い
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
上
述
の
コ
ル
プ
及
び
ボ
ッ
ク
の
テ
キ
ス
ト
と
併
せ
考
え
る
べ
き
で
、
し
た
が
っ
て
表
第
二
の
外

国
の
部
に
挙
げ
た
十
五
種
の
洋
本
の
う
ち
、
上
述
の
コ
ル
プ
及
び
ボ
ッ
ク
の
袖
珍
洋
書
以
外
の
本
は
、
主
と
し
て
教
師
の
参
考
に
資
し
た
も
の

と
考
え
て
よ
い
。

(3) 

『
解
体
新
書
』
以
下
の
古
典
解
剖
訳
書
も
な
お
生
命
を
保
っ
て
い
た
形
跡
が
あ
る
。
洋
書
の
部
の
筆
頭
に
あ
げ
た
サ
パ
チ

エ

(
表
第



二
、
外
国
部
一
〉
の
本
は
、
す
で
に
前
述
し
た
よ
う
に
、
と
く
に
繁
用
さ
れ
た
形
跡
(
疑
問
紙
の
貼
布
が
著
し
い
〉
が
あ
る
。

ハ
イ
ツ
マ
ン
の
解
剖
図
が
い
か
に
歓
迎
さ
れ
た
か
は
、
表
第
二
の
邦
語
の
部
、
二
十
六
、
二
十
七
、
五
十
五
を
見
れ
ば
判
る
こ
と
で
あ

〆

νイ

る
。
と
く
に
表
第
二
の
二
十
七
の
ハ
イ
ツ
マ
ン
解
剖
図
の
序
文
に
現
わ
れ
た
文
字
「
虞
列
氏
図
式
ノ
如
キ
其
敷
僅
少
、
且
ツ
粗
袋
、
教
師
ノ
説

ク
所
ト
間
ニ
背
馳
ス
」
そ
れ
故
、
一
八
七
五
年
版
(
第
二
版
)
の
海
都
満
の
解
剖
図
譜
を
得
て
驚
い
た
こ
と
が
述
べ
て
あ
る
。
当
時
の
学
生
が
、

優
れ
た
解
剖
図
譜
を
渇
望
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
故
佐
伯
理
一
郎
氏
、
及
び
私
の
義
父
放
小
川
愛
輔
ら
か
ら
の
聴
書
き
に
よ
っ
て

も

ハ
イ
ツ
マ
ン
図
譜
の
声
価
が
絶
大
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

治
廿 (5)
年

八
八
七

以
降
で
あ
る

書
誌
学
的
に
幕
末
、
明
治
初
期
に
行
わ
れ
た
解
剖
学
書
を
見
る
と
、

ま
こ
と
に
複
雑
混
沌
と
し
て
い
て
辛
う
じ
て
定
着
す
る
の
は
、
明

c、
表
第
三

( 25 ) 

|
||
幕
末
明
治
初
期
英
米
系
解
剖
書
と
そ
の
訳
書
|
|

旧
拙
著
「
明
治
初
期
英
米
系
医
学
訳
書
原
著
と
そ
の
性
格
」
よ
り
抜
粋
し
た
。「
明
治
初
期
」
を
何
故
、
「
幕
末
明
治
初
期
」
と
し
た
か
は
、

石
黒
忠
躍
の
慶
応
二
年
の
追
想
記
に
グ
レ
イ
の
解
剖
書
が
出
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
表
に
現
わ
れ
た
訳
書
は
、
す
べ
て
明
治
期
で
あ

る
が
、
す
で
に
幕
末
に
は
大
い
に
英
米
書
が
流
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

拙
著
「
明
治
初
期
の
日
米
医
学
交
通
に
つ
い
て
」
に
述
べ
て
お
い
た
が
、
表
第
三
の
邦
語
の
部
、
八
で
示
し
た

『
解
剖
訓
蒙
』
の
著
者
レ
イ

デ
イ
は
、
彼
の
講
じ
て
い
た
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
を
著
者
が
十
年
前
訪
れ
た
時
、

司
書
の

z
z
p
g
n
u
出

2
8ロ
か
ら
示
さ
れ
た
一
葉

の
写
真
は
、
こ
の
レ
イ
デ
イ
が
解
剖
の
供
覧
と
講
義
中
の
も
の
で
、
そ
の
円
形
階
段
教
室
が
現
在
(
昭
和
四
十
年
)
の
図
書
館
で
あ
る
旨
の
説

留

セ

フ

レ

イ

デ

イ

明
を
彼
女
か
ら
聞
い
た
。
『
解
剖
訓
蒙
』
に
は
約
悲

・
列
第
と
表
音
し
で
あ

っ
た
。
表
第
二
の
十
五
及
び
表
第
三
の
六
の
ア
グ
ニ
ュ

l
の
本
に

つ
い
て
、
岡
山
大
学
図
書
館
で
初
め
て
そ
の
訳
書
『
解
剖
必
携
』
を
見
た
。
こ
の
訳
書
に
は
「
亜
国
医
官
エ
グ
ニ
ナ
l

」
が
原
著
者
と
出
て
い
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表第 3 幕末明治初期英米系解剖UIDとその訳ill

阿知波五郎調製
(1965. 12. 18) 

(拙著 :i明治初期英米系訳書原著とその性格A
日本英学史研究会研究報告第37号より抜粋 j 

。イギリス系

1 1 虞列伊氏解剖 ~<;，~~ ?~~r 
訓蒙図 1 (1827-1861) 

21解剖l組織 論

31解剖学動脈r.i

Henry Gray 
(上記〉

Joseph Leidy 
(1823-1881) 
Sir William 
James， Eras-
mus Wilson 
(1809-1889) 

51 21初版:Anatomy， D岱 criptive

松村矩明 I~I~I ~~~，， ~u;，?i.c~I_S:~~~~ 
ミム|冊11866年刊:Anatomy of H. 
el'--'I Body. 

1 1 1 Anatomy (前出)
新宮涼斉 113141 p;~~.ti~~í À~'a%~y (Leidy) 

(森鼻宗次閲)1""ヨ ii;it

佐々木師輿
(文部中助教)

. I Anatomists Vademecum 

11212 子:C叫叫um d 

II初版 1846，11版 1892

。アメ リカ系 (7ィラデノレフィ 7)

41一一言 I{混とおi~-I
| lE;;ZeHaト

解剖 説 | 
1 (乞治阿愉)
(1823ー 1886)

| 解剖必携lHmA 1 0818-1892) 

71 剖新図| | |(1815-1890) 1 

81解剖l摘要

*12 

向上

*印はドイ ツ解剖書ヲ示ス

松村矩明訳

武 昌吉 61 81 ~.__9o~p.~c_~s /?~~!~e Me-
dical Scienc白 (1869)

岡時一一→4良郎~-1川5刊イ十いいい…P恥h加ω印r悶 肌ωω…a抗制川…ωctω山ωti恥悶刷i比悶凶cω叫a叫IAna…at拘…tω阿…om

浦谷 義春 l州9村イ十いいいAnaω…na削a剖t

Analytical Compend. of 
出e Various Branches of 

松村短明訳 1J J M~dic'aï'S~;;nc~f.;;'~h; u~~ 
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る
。
こ
の
ベ
大
学
図
書
館
に
は
大
き
な
「
ア
グ
ニ
ュ

1
の
臨
床
」
と
い
う
手
術
図
(
有
名
な
ヂ
ェ
フ
ァ
ソ
ン
大
学
の
「
グ
ロ
ス
の
臨
床
」
と
ウ

エ
ル
チ
図
書
館
に
あ
る
「
ジ
ョ
ン
ス

・
ホ
プ
キ
ン
ス
の
四
人
」
と
共
に
吋
げ
0
5
8
何和
E
E
の
描
い
た
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
の
医
学
三
大
美
術

品
と
さ
れ
て
い
る
の
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
〉
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ア
グ
ニ
ュ

i
の
解
剖
は
外
科
医
向
き
に
苦
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
故
佐

伯
理
一
郎
氏
(
一
八
六
二
|
一
九
五
三
〉
の
恩
師
で
あ
り
、
同
氏
の
遣
さ
れ
た
『
留
学
日
記
』
に
ア
グ
ニ
ュ

l
教
授
の
手
術
メ
モ
な
ら
び
に
同

邸
へ
の
訪
問
記
が
あ
っ
た
。

。，uω
ハ
ル
ツ
ホ
ル
ン
に
つ
い
て
は
表
第
三
の
五
、
九
、
十
、

の
三
つ
の
解
剖
に
関
す
る
訳
書
が
あ
り
、

部
、
五
十
四
)
で
象
徴
で
き
る
よ
う
に
開
業
医
試
験
の
受
験
用
書
と
し
て
慣
用
さ
れ
た
。
著
者
ハ
ル
ツ
ホ
ル
ン
に
つ
い
て
は
余
り
に
有
名
で
長

英
米
系
解
剖
害
の
う
ち
ア
メ
リ
カ
系
は
、
フ
イ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
の
み
で
あ
る
。

レ
イ
デ
イ
の
も
の
は
グ
レ
イ
と
列
ん
で
、
明
治
初
年
に
大
き
い
役
目
を
果
し
た
。

『七
科
約
説
』
(
表
第
二
、
邦
語
の

ヘ同
門
リ
ロ
昌
也
ミ
R
h
A
¥
h
Z
ミ
え
5

九

p
p
s
n
a
p∞記)・

さ
ら
に
ミ

S
白
E
E
ミ
え

5
(『
七
科
約
説
』
の
附
録
に
、
そ
の
訳
が
あ
る
〉
で
、
わ
が
国

( 27 ) 

門
谷
洋
治
氏
は
じ
め
各
書
に
出
て
い
る
の
で
省
略
す
る
。

彼
の
著
書
は
同
と

s
g
r
ミ
吾

、
2.3he古
島
豆

、
ミ
h
h
S
A
¥
〉
わ
ら
.
町
宮
崎

(
H

君
。

と

に
非
常
な
人
気
が
あ
り
、

何回白

g
E
-回
の
訳
書
で
あ
る
『
内
科
摘
要
』
に
は
ハ
ル
ツ
ホ
ル
ン
の
肖
像
画
と
筆
跡
も
あ
っ
て
印
刷
史
の
上
か
ら
も

有
名
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。

(4) 

前
述
の
華
浦
医
学
校
関
係
の

『
目
録
』
に
抜
け
て
い
る
見
在
本
が
あ
り
、
大
い
に
明
治
初
期
に
わ
が
国
の
医
人
に
読
ま
れ
た
英
語
解
剖

ベ
大
学
の
ニ

l
ル
及
び
ス
ミ
ス
(
尼
児
、
私
密
期
〉
の
「
医
学
コ
ン
ペ
ン
ヂ
ュ

l
ム
の
原
著
人
也
君
主

N

ミ
む
喝
さ

s
p
s
A円
ご
と

書
、
そ
の
訳
書
、

5
5
5
N
w
g
z
hき
ペ
ミ
向
島
三
保
守
昌
司
句
、
こ
芯
門

zbZ丸
岡
H
白書
H
.
E
S
z
q
¥
bミ
一
凡
な
・
(
表
第
二
、
邦
語
の
部
、
十
六
、

十
八
、

及
び
表
第
二
の

外
国
の
部
、
十
参
照
)
は
図
が
多
く
当
時
の
学
生
に
人
気
が
あ
っ
た
。

『
華
氏
解
剖
摘
要
』
(
表
第
二
の
邦
語
の
部
、
二
十
四
〉

に
は
貸
本
屋
の
蔵
書
印
の
捺
し
て
あ
る
の
を
見
た
。
こ
れ
ら
の
ア
メ
リ
カ
解
剖
書

(
ペ
ン
シ
ル
ヴ
ェ
ニ
ア
大
学
)
の
訳
書
は
明
治
十
年
前
後
ま
で
、
人
気
が
あ
り
、
本
郷
辺
り
の
学
生
街
の
貸
本
屋
に
は
、
こ
れ
ら
の
本
を
備
付

233 



け
で
あ
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

234 

三
、
む

す

び

私
は
書
誌
学
的
に
「
幕
末
明
治
初
期
」
を
一
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
捕
え
、
そ
の
混
迷
、
英
、
米
、
蘭
、
仏
、

独
の
各
国
解
制
学
蓄
が
入
り

乱
れ
て
行
わ
れ
て
い
る
の
を
確
め
、
こ
れ
を
再
記
す
れ
ば
左
記
の
四
つ
の
期
に
整
理
統
合
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ド
イ
ツ
医
学
書
(
解
剖
学
書
)
を
、
そ
の
蘭
訳
書
で
輸
入
し
て
受
容
し
た
時
期
(
解
剖
学
書
で
は
一

八
四

O
年
以
降
)

凶
叫

学
を
受
容
し
た
時
期
(
一
八
五

O
年
か
ら
約
二
十
年
間
)

，G
 

直
接
ド
イ
ツ
医
学
書
(
解
剖
学
書
)
を
輸
入
し
て
そ
の
ド
イ
ツ
語
原
著
と
、
先
に
輸
入
し
た
蘭
訳
書
付
と
を
比
較
し
つ
つ
ド
イ
ツ
(
医

明
治
初
期
(
一
八
六
五
|
一
八
八

O
年
頃
〉
に
英
米
書
が
一
時
氾
濫
し
た
時
期
。

が
確
認
さ
れ
、

ド
イ
ツ
医
学
書
(
解
剖
学
書
)
の
秀
れ
た
も
の
が
輸
入
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
オ
ラ
ン
ダ
本
や
英
米
系
医
学
書
と
較
べ
て
、
そ
の
優
秀
性

わ
が
医
学
界
に
バ
イ
ツ
医
学
書
が
定
着
す
る
よ
う
に
な
る
時
期
〈
一
八
八
七
年
以
降
)
。

( 28 ) 

な
お
、
こ
れ
は
そ
の
時
代
の
サ

ン
プ
ル
と
し
て
解
制
学
書
の
み
に
つ
い
て
言
っ
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
事
実
は
広
く
各
科
に
も
一
言
い
う

る
同
じ
事
実
で
あ
る
。

以
上
の
事
実
を
証
明
す
る
た
め
に
表
、

三
つ
を
作
っ
て
、
解
剖
学
書
を
蘭
訳
本
、
英
米
系
本
、
和
訳
本
の
三
種
と
の
相
関
々
係
を
含
ま
せ

た。
こ
の
表
の
特
徴
は
、
見
在
本
(
と
く
に
外
国
の
部
〉
に
限
っ
た
こ
と
、

し
た
が
っ
て
書
誌
学
に
現
わ
れ
た
通
念
で
な
く
「
幕
末
、
明
治
初

期
」
に
、

い
か
な
る
本
を
模
索
し
た
か
の
解
答
で
も
あ
り
、
と
く
に
ド
イ
ツ
語
原
著
と
蘭
訳
書
と
の
比
較
に
よ

っ
た
あ
る
時
期
(
上
記
の
通
り

一
八
五

O
年
か
ら
約
二
十
年
間
〉
が
あ
っ
た
こ
と
及
び
、
そ
の
間
隙
に
英
米
系
の
解
剖
学
書
の
十
一
部
が
訳
さ
れ
て
混
迷
期
の
医
学
生
ら
を
啓

蒙
し
た
意
義
を
強
調
し
た
い
。



と
く
に
明
治
二
十
年

〈
一
八
八
七
〉

頃
か
ら
ド
イ
ツ
語
系
医
学
が
定
着
し
て
、
は
じ
め
て
世
界
的
視
野
に
立
ち
、
併
せ
て
日
本
解
剖
学
の
独

立
の
道
に
連
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
小
論
は
解
剖
学
の
み
に
限
っ
た
が
、
こ
の
実
態
は
各
科
共
に
同
通
で
あ
る
。

(
こ
の
小
文
の
要
旨
は
、
昭
和
五
十
年
十
一
月
十
六
日
大
阪
で
行
わ
れ
た
日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
秋
季
大
会
で
講
演
し
た〉

注
(

1

)
 

(
2〉

拙
著
:
『
近
代
外
科
学
の
成
立
』
昭
和
四
十
二
年
刊
、

一
四
七
頁

拙
著
:
「
明
治
初
年
地
方
医
学
校
の
オ
ラ

γ
ダ
語
か
ら
ド
イ
ツ
語
医
学
移
行
の
研
究
」
、

一一一月〉

肘ロ
岡市

-B
E
P
4〈
E
岳
H
H
H

巴
Z
5r
m
S
E
E
-n0

・。E
E円四
K
MW
2

〉

E
S
E-g
七
F
3
5】

O
性
円。

呂
田印

(O-B
HNG江口
門
版
〉

拙
著
:
「
山

口
県
議
浦
医
学
校
医
番
目
録
補
遺
」
、
日
本
英
学
史
研
究
会
、
研
究
報
告
、
第
五
十
七
号
(
一
九
六
六
、
六
、

一
一
〉

拙
著
:
「
明
治
初
期
英
米
系
医
学
訳
岱
原
著
と
そ
の
性
格
」
、
日
本
英
学
史
研
究
会
、
研
究
報
告
、
第
三
十
七
号
(
一
九
六
五
、

二
一
、

拙
著
:
日
本
英
学
史
研
究
会

・
研
究
報
告
第
三
十
七
号
(
一
九
六
五
、

一
二
、

一
八
)

拙
著
:
『
日
本
医
事
新
報
』
第
一
二

七
四
号
(
昭
凶

O
、

二
一
、
二
五
〉

日
本
医
史
学
雑
誌
、

第
十
九
巻
第
一
号

(
昭
和
四
十
八
年

(
3〉

(
4

)
 

(

5

)

 

(
6
〉

(
7

)
 

八、J

( 29 ) 

(
京
都
市
)

。ロFo--ω
官
。
片
山
口

m
W
E
B
-
s
-
T
5
E
W

。
炉+、

〉
B
m
E
Sロ

ωロ門田

宮
ω
a
oロ
任
。

-su。円片山同一。ロ

ぎ
。
Z
E
S
官
官
P
E
P
σ
E
ω
同
門
町
宮
。
同
門
宮
、
H
，O
関
口
の
〉
巧
〉
の
2
R
E
5
E
g門田吾作

5
0
冨
怠
-
宮

1
a
o∞
ち
l
H
∞∞寸
)
・

開
口
円
。
句
作

ω
ロ

σom-ロロ一ロ
m。
ド+、

。。5
KFわ
目
巧
kr

ー-

F

F
巾
】伊
国
同
母
吋
阻
止
同
宮
叶

O
関
口
の
〉
ぜ
〈
〉

C
02
5
5
8円宮内
H
F白

σ再
開
山
口
巳
ロ
問
。
町
各
市
富
市
位
』

(
】∞∞∞
)
-
U
内
門
戸

O
門

戸

切

の

巾

?

B
S
E
a
-
s
-
σ
o
o
E
毛市『
町
宮
可
O
仏

z
n
a
s
py
-若
宮
内曲
目
白
ロ
担
S
B
W丘
町
内広
三
担

U
5
n
V

同

E
ロ
己
主
5
5・

z
p
u
=ミ
ロ
℃
aga
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date knowJedge of the neurological field and cell concepts of anatomy were made available to japanese scholar 

doctors at that time， around 1850. (M.j. Weber-1845， joszef Hyrtl・1846，F. G. jakob Henle-1855-1871， A. von 

kolliker-1852) . 

2. A丘町 1850，the japanese anatomical field， which had been dependent up to that time on medical books 

translated into Dutch from the original German books， began to have the opportunity to develop under the dir巴ct

influence of the German anatomical books. Furthermore， the japanese doctors， at first， had read the Dutch tran-

slations simultaneously with the original German books so as to compare them. 

3. At the beginning of the Meiji period， about 1870， many of the British and American anatomical books 

were translated into japanese by the japanese doctors of the new English school in japan (H. Graz-松村矩明， j. 

Leidy-松村矩明，新宮涼斉， W. j. Erasmus WiJson-佐々木師輿， H. Hartshorne-武昌吉， H. Agnew-岡沢貞一郎， H. 

Smith-浦谷義春， Neil & Smith-松村矩明).

4. Around 1888， the influence on the japanese anatomical field was brought， not through Holland， but at 

last directly from Germany. At that time both British and American anatomical books and German anatomical 

books were influencing japanese anatomical scholars. With the importation of a book， the so-called ‘HeItzmann's 

Anatomy， (海都満解剖学， 1870) written in German， however， the japanese medical field had begun generally to 

adopt German as a basis for i ts medical language. 

由
的

N
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日
本
医
史
学
雑
誌
二
十
二
巻
三
号

昭
和
五
十
一
年
七
月
三
十
日
発
行

昭
和
五
十
年
六
月
十
一
日
受
付

原

著榛
斎
著
と
い
う

「
内
外
要
論
」

に
つ
い
て

大

滝

高己

雄

私
は
大
阪
に
お
け
る
第
七
六
回
日
本
医
史
学
会
総
会
で
、
「
内
外
要
論
」
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

私
本
は
写
本
で
あ
り
漢
文
で
書
か
れ
て
い

る
。
内
容
は
総
論
、
性
質
、
病
毒
、
病
因
、
診
察
、
治
法
、
薬
能
、
方
剤
、
分
量
製
法
、
養
生
、
解
蔵
、
精
神
の
十
二
項
目
と
薬
物
を
記
し
た

附
録
か
ら
な
っ
て
い
る
。
「
内
」
と
は
わ
が
国
古
来
の
医
学
す
な
わ
ち
当
時
の
漢
方
を
意
味
し
、
「
外
」
と
は
外
国
す
な
わ
ち
オ
ラ
ン
ダ
医
学
を

( 31 ) 

意
味
す
る
よ
う
で
、
両
者
を
比
較
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
傷
寒
論
批
判
も
あ
れ
ば
、
蘭
学
の
ゆ
き
過
ぎ
を
警
告
し
た
点
も
見
ら
れ
、
漢
術
開
折

衷
派
の
立
場
か
ら
論
じ
て
あ
る
。

私
蔵
の
「
内
外
要
論
」
は
津
山
藩
字
国
川
榛
斎
著
と
明
記
し
て
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
彼
の
著
書
と
し
て
は
数
々
の
疑
点
が
あ
る
。

1 

大
学
図
書
館
等
の
古
医
書
目
録
を
み
て
も
、
榛
斎
(
玄
真

一
七
六
九
l
一
八
三
四
〉
に
こ
う
し
た
著
書
が
見
当
ら
な
い
。

2 

写
本
で
あ
る
た
め
、
そ
の
著
者
を
確
か
め
る
信
湿
性
に
乏
し
い
。

3 

序
文
や
蹴
文
が
全
く
み
ら
れ
な
い
。

4 

本
書
の
ど
こ
に
も
年
月
の
記
入
が
な
い
。

5 

内
容
は
儒
学
的
要
素
が
濃
く
、
蘭
医
榛
斎
の
著
と
し
て
は
逸
脱
し
て
い
る
。
強
い
て
彼
の
著
述
と
す
れ
ば
、
蘭
医
学
を
志
す
以
前
の
二

O
歳
前
後
の
作
品
、
い
い
か
え
れ
ば
天
明
末
期
か
、
寛
政
初
期
の
も
の
と
す
れ
ば
つ
じ
つ
ま
が
合
う
か
も
知
れ
な
い
。
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以
上
の
諸
点
か
ら
私
は
敢
え
て
本
書
を
紹
介
し
て
、
大
方
の
批
判
を
仰
い
だ
の
で
あ
っ
た
。

238 

さ
い
わ
い
、
同
学
会
に
出
席
さ
れ
た
阿
知
波
五
郎
氏
か
ら
、
本
書
に
つ
い
て
御
懇
篤
な
教
示
を
賜
わ
り
、
そ
れ
ま
で
の
私
の
疑
問
を
氷
解
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
こ
と
に
私
の
不
明
、

研
究
不
足
を
さ
ら
け
だ
す
始
末
で
心
苦
し
い
次
第
で
は
あ
る
が
、
「
内
外
要
論
」
に
つ
い
て
の
正

式
な
文
字
に
よ
る
記
載
発
表
が
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
こ
と
と
、
今
後
も
こ
の
種
の
著
述
を
誤
読
す
る
人
が
な
い
よ
う
に
と
い
う
私
の
老
婆
心
か

ら
、
阿
知
波
氏
の
許
可
を
得
て
、
主
と
し
て
氏
か
ら
提
供
さ
れ
た
資
料
と
、
京
都
大
学
付
属
図
書
館
よ
り
得
た
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
の
資
料
に
基
づ
い

て
こ
こ
に
発
表
す
る
。

結
論
か
ら
い
う
な
ら
ば
、
本
書
は
中
川
石
鹿
著
「
医
轍
」
の
序
と
肢
を
抜
い
た
本
文
な
ら
び
に
付
録
の
全
文
で
、
宇
田
川
榛
斎
と
は
何
ら
関

係
の
な
い
偽
書
で
あ
る
。

す
で
に
阿
知
波
氏
は
昭
和
四
十
五
年
八
月
兵
庫
県
民
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
蘭
学
資
料
研
究
会
第
十
二
回
大
会
で
、
「
蘭
(
医
)
学
期

の
写
本
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
名
下
の
講
演
で
本
書
に
触
れ
、
翌
四
十
六
年
十
一
月
蘭
研
関
西
支
部
秋
季
大
会
で
、
榛
斎
の
「
内
外
要
論
」
が

( 32 ) 

偽
書
で
あ
る
こ
と
を
、
「
医
轍
」
と
比
較
し
、

ゼ
ロ
ッ
ク
ス
を
回
覧
し
出
席
者
の
注
意
を
促
が
さ
れ
た
。

し
か
し
、
当
時
の
蘭
研
研
究
報
告
第

二
三
七
号
と
第
二
五
三
号
を
み
て
も
こ
れ
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
。

私
の
手
許
に
あ
る
桐
園
先
生
閥
、
穂
亭
主
人
輯
、
嘉
永
五
年
(
一
八
五
二
)
の
「
西
洋
学
家
訳
述
目
録
」
を
み
る
と
、
字
国
川
榛
斎
の
項
に

は
彼
の
有
名
な
著
書
六
冊
の
名
と
、
写
本
と
し
て
「
軍
中
備
要
」
「
小
児
全
書
」
が
記
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
「
内
外
要
論
」
は
見
当
ら
な
い
。

号
大
年

い
っ
ぽ
う
中
川
量
平
の
項
を
み
る
と
、
名
世
量

一
号
石
鹿

伊
予
人
と
記
さ
れ
、
著
書
に
「
医
轍
」
が
一
冊
あ
げ
ら
れ

字

O
O

て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
写
本
の
し
る
し
が
付
し
て
あ
る
。

京
都
大
学
付
属
図
書
館
富
士
川
文
庫
に
は

石
鹿
中
川
先
生
著
「
塁
轍
」
天
保
壬
辰
〈
三
年
、

同
大
学
同
文
庫
に
は
ま
た
、

一
八
三
二
〉
新
錦
、
大
年
堂
蔵
板
と
い
う
木
版
本
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。



榛
斎
字
国
川
先
生
遺
述

「
経
験

枢
機

内
外
要
論
」

嘉
永
庚
成
(
一
一
一
年

一
八
五

O
〉
新
鶴

鳳
遊
館
蔵
版

が
あ
る
。

二
著
と
も
木
版
印
刷
本
で
あ
り
、
両
者
の
発
行
年
に
は
十
八
年
の
差
が
あ
る
。
「
医
轍
」
は
榛
斎
の
存
命
中
に
発
刊
さ
れ
た
が
、
「
内
外
要

論
」
は
彼
の
死
後
十
六
年
経
っ
て
か
ら
と
い
う
計
算
に
な
る
。

そ
こ
で
私
は
先
づ
私
蔵
写
本
「
内
外
要
論
」
と
富
士
川
本
刊
本
「
内
科
要
論
」
を
比
較
し
て
み
た
。
私
蔵
本
は
津
山
藩
字
国
川
榛
斎
著
と
書

か
れ
て
は
い
る
が
、
標
目
、
年
月
、
奥
付
の
記
載
は
な
く
、
序
政
文
を
欠
き
、
大
同
薬
室
蔵
記
の
随
円
枠
入
り
朱
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

富
士
川
本
「
内
外
要
論
」
は
前
掲
ど
お
り
宇
田
川
先
生
遺
述
と
書
か
れ
、
標
目
す
な
わ
ち
目
次
と
し
て
総
論
、
性
質
、
病
毒
以
下
附
録
薬
法

阪 ま
で
十
三
項
目
が
別
掲
し
て
あ
る
。
奥
付
に
嘉
永
三
年
庚
成
新
錦
、
発
行
書
舗
と
し
て
、
江
戸

藤
屋
市
内
三
郎
、
秋
田
屋
市
兵
衛
、
藤
屋
九
兵
衛
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
序
文
|
蹴
文
は
な
い
。

須
原
屋
茂
兵
衛
、
京

勝
村
治
右
衛
門
、
大

( 33 ) 

さ
て
、
肝
腎
の
内
容
は
両
書
と
も
本
文
二
十
九
丁
、
附
録
十
二
丁
計
四
十
一
丁
、
八
十
二
頁
か
ら
成
っ
て
い
る
。

聞
に
は
刊
本
で
は
縦
線
が
は
い
っ
て
い
る
。
字
句
は
一
字
一
句
寸
分
た
が
わ
ず
、
二
、
三
の
写
し
違
い
を
除
い
て
は
恰
も
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
で
コ
ピ

ー
し
た
か
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
両
者
は
酷
似
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
私
蔵
本
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
富
士
川
本
か
そ
の
同
類
本
を
忠
実
に
筆
写
し
た
も

一
頁
十
九
字
詰
九
行
で
行

の
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
富
士
川
本
の
「
内
外
要
論
」
と
同
じ
く
富
士
川
本
の
「
医
轍
」
と
を
比
較
し
て
み
た
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
か
ら
述
べ
る
「
内
外
要

論
」
と
は
特
別
の
注
が
な
い
限
り
富
士
川
本
の
こ
と
で
あ
る
。

両
書
を
比
較
す
る
と
そ
の
内
容
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
「
医
轍
」
で
は
付
録
が
さ
き
に
、
本
文
が
あ
と
に
書
か
れ
て
い
る
が
、

「
内
外

要
論
」
は
そ
の
逆
で
あ
る
。
本
の
題
名
、
著
者
名
を
別
と
す
れ
ば
、
両
者
は
発
行
日
が
違
う
こ
と
と
、
前
者
に
序
文
、
敏
文
が
み
ら
れ
る
の
が
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ひ
じ
よ
う
に
よ
く
似
て
お
り
、
全
く
同
一
の
版
本
を
用
い
た
と
し

240 

か
考
え
ら
れ
な
い
。

大
き
な
差
異
で
あ
る
。
内
容
の
印
刷
文
字
の
字
体
を
仔
細
に
点
検
す
る
と
、

た
と
え
ば
「
医
轍
」
の
行
聞
に
ま
た
が
る
文
字
を
消
し
た
あ
と
の
一
部
が
、
「
内
外
要
論
」
で
は
歴
然
と
し
て
残
っ
て
い

る
。
つ
ま
り
初
版
の
「
医
轍
」
を
作
意
的
に
著
者
名
、
題
名
を
す
り
替
え
、
序
肢
を
と
り
、
再
版
を
新
鋭
と
銘
う
っ
て
、
内
容
を
そ
の
ま
ま
十

数
年
後
に
発
刊
し
た
の
が
「
内
外
要
論
」
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

タ
イ
ト
ル
ベ

l
ジ
は
す
で
に
記
し
た
と
お
り
だ
が
、

こ
れ
に
続
い
て
序
文
が
自
題
医
轍

以
下
、
「
医
轍
」
に
つ
い
て
少
し
記
し
て
お
こ
う
。

石
鹿

世
量
書

於
大
阪
大
年
堂
と
結
ん
で
あ
る
。
文
政
十
三

首
と
し
て
三
丁
に
わ
た
り
記
さ
れ
て
い
る
。
序
文
の
最
後
は
文
政
十
三
年
春

つ
ぎ
に
十
二
丁
に
わ
た
る
付
録
が
載
せ
ら
れ
、
そ
の
最
初
は

年
は
改
元
、
天
保
元
年
一
八
三

O
年
で
あ
る
。

門
人

に
始
ま
り
、
最
後
は

門
人

で
終
わ
っ
て
い
る
。

讃
岐

長
尾
換
子
章

輯
録

讃
岐

谷
本
慶
子
余

大
阪

( 34 ) 

曽
根
文
土
甫

同
校

高
松

梶
原
敬
子
顕

予
州

「
医
轍
」
の
本
文
は
こ
れ
に
ひ
き
続
き
二
十
九
丁
、
総
論
か
ら
精
神
ま
で
で
著
者
名

中
川
量
平
源
世
量
著

に
始
ま
り
、
枝
問
者
の
連
名
で
終
わ
っ
て
い
る
。

今
井
執
大
象

門
人

備
後

同
校

土
佐

宮
田
柔
土
堅

最
後
の
肢
は
二
丁
で
次
の
日
付
と
氏
名
で
結
ぼ
れ
て
い
る
。



文
政
庚
寅
(
十
三
年

一
八
三

O
)
春
三
月

門
人

大
阪

邦
井
俊
撰

呉

策

書

次
に
広
告
と
し
て
浪
華

大
年
堂
蔵
板

石
鹿
先
生
著
述
目
次
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
既
刻
は
医
轍
一
書
だ
が
、
未
刻
と

し
て
は
内
科
正
権
、
外
科
挫
要
、
奇
奇
至
大
、
異
臭
至
大
、
製
薬
便
覧
の
五
冊
が
予
定
し
て
あ
る
。

奥
付
は
天
保
三
年
壬
辰
新
錆

江
戸

須
原
屋
茂
兵
衛
、
京

勝
村
治
右
衛
門
、
大
阪

藤
屋
九
兵
衛
F

秋
田
屋
太
右
衛
門
、
敦
賀
屋
九
兵

衛
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
中
川
量
平
、
石
鹿
な
る
人
が
関
西
で
医
師
と
し
て
い
か
な
る
地
位
に
あ
り
、
ど
ん
な
人
物
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
中
野
操
氏

の
「
大
日
本
医
事
大
年
表
」
や
同
氏
複
刻
の
弘
化
二
年
(
一
八
四
五
)

「
医
家
名
鑑
」
を
み
て
も
そ
の
名
が
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

さ
い
わ

い
な
こ
と
に
阿
知
波
氏
か
ら
中
野
氏
へ
の
手
紙
に
よ
る
質
問
に
対
す
る
同
氏
の
回
答
を
記
し
た
手
紙
を
筆
者
は
み
せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。

( 35 ) 

そ
れ
に
よ
る
と
、
天
保
三
年
板
お
よ
び
四
年
板
の
「
番
付
」
に
西
前
頭
中
位
に
製
薬
、
外
科
を
標
模
す
る
中
川
盆
平
の
名
が
み
ら
れ
る
。
ま

名
考
祥
な
る
人
物
が
み
ら
れ
、
「
浪
花
当
時
名
土
録
」
天
保
元
年
板
に
も
紫

た
、
「
続
浪
華
郷
友
録
」
文
政
六
年
板
に
は
中
川
良
平

号
紫
山

山

姓
源

名
考
祥

中
川
良
平
の
名
が
連
ね
て
あ
る
。
こ
の
中
川
良
平
が
量
平
と
同

一
人
物
で
あ
る
か
別
人
で
あ
る
か
は
速
断
し
か
ね
る
と

し
て
お
ら
れ
る
。
さ
ら
に
中
野
氏
の
記
憶
に
よ
る
と
、
橋
本
宗
吉
訳
「
西
洋
医
事
集
成
宝
画
」
の
参
校
者
に
中
川
の
名
が
見
ら
れ
た
が
、
何
巻

で
あ
っ
た
か
不
明
と
の
こ
と
。
筆
者
は
同
書
一
な
い
し
六
巻
木
板
本
を
調
べ
て
み
た
が
、
そ
れ
に
は
中
川
量
平
の
名
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
お

そ
ら
く
七
巻
以
下
の
写
本
に
彼
の
名
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
伊
予
で
生
ま
れ
大
阪
で
生
活
し
た
中
川
量
平
と
い
う
人
は
漢
蘭
両
者
を
研
究
し
、
橋
本
宗
士
口
の
翻
訳
書
も
手
伝
い
、
内

科
、
外
科
、
薬
剤
に
も
通
じ
、
当
時
と
し
て
は
あ
る
程
度
名
の
知
れ
た
医
師
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
何
人
が
い
か
な
る
理
由
で
中

川
量
平
の
「
医
轍
」
を
あ
え
て
名
の
通
っ
た
榛
斎
の
名
と
す
り
替
え
「
内
外
要
論
」
と
題
し
て
世
に
流
布
し
た
か
の
動
機
に
つ
い
て
は
判
然
と
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し
な
い
。

ー--ーーーーーーー
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欄
に
、

最
後
に
特
筆
す
べ
き
重
要
な
こ
と
と
し
て
次
の
事
実
を
記
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
富
土
川
本
「
内
外
要
論
」
の
本
文
第
一
ペ
ー
ジ
右
の
空
白

お
そ
ら
く
富
士
川
先
生
自
筆
と
思
わ
れ
る
書
体
で
次
の
よ
う
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

此
ノ
書
ハ
伊
予
ノ
人
中
川
量
平
ガ
著
述
ニ
テ

医
轍
ト
題
シ
テ
天
保
壬
辰
ノ
歳
ニ
上
梓
セ
シ
モ
ノ
ヲ

其
序
蹴
ヲ
去
リ

表
題
ヲ
内
外
要
論

ト
改
メ
宇
田
川
榛
斎
ノ
遺
著
ト
シ
テ
出
版
セ
ル
ナ
リ

富
士
川
滋
記

こ
の
短
か
い
文
章
の
中
に
す
べ
て
が
い
い
尽
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
原
著
と
偽
書
の
両
者
を
併
蔵
し
、
そ
の
内
容
を
知
っ
て

お
ら
れ
た
富
士
川
先
生
は
、
お
そ
ら
く
半
世
紀
以
上
も
前
に
偽
書
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
私
は
そ
の
畑
限
に
あ
ら
た
め

本
稿
を
書
く
に
当
た
っ
て
種
々
御
指
導
を
賜
わ
っ
た
阿
知
波
五
郎
、
中
野
操
両
先
生
に
深
謝
の
意
を
表
す
る
と
共
に
、
便
宜
を
計
っ
て
下
さ

( 36 ) 

て
敬
意
を
深
め
る
次
第
で
あ
る
。

っ
た
京
都
大
学
付
属
図
書
館
の
御
厚
意
に
感
謝
す
る
。
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scholar's name， Udagawa Shinsai， instead of the title “Itetsu" removing the preface and epilogue of the latter. 

Fujikawa YU had possessed both books， and noticed the relation between them. Now these two books belong 

to the Fujikawa collection on the library to Kyoto University. 
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日
本
医
史
学
雑
誌
二
十
二
巻
三
号

昭
和
五
十
一
年
七
月
三
十
日
発
行

昭
和
五
十
年
十
一
月
二
十
一

日
受
付
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近
年
発
見
さ
れ
た
エ
ノレ

ド

チ
の
呈主

簡

(ー〉

--'-
ノ、

角

高

雄

明
治
二

(
一
八
六
九
〉
年
七
月
に
北
海
道
開
拓
の
た
め
省
と
同
格
の
開
拓
使
が
置
か
れ
、
四
年
に
は
開
拓
次
官
黒
田
清
隆
の
方
針
で
、
米
国

農
務
省
総
裁
ホ

l
レ
ス
・
ケ
プ
ロ
ン

国
O
E
n
刊
の
名
門
O
ロ
(
一
八

O
四
l
一
八
八
五
〉
が
開
拓
顧
問
兼
御
雇
教
師
頭
取
と
し
て
招
勝
さ
れ
た
際
、

( 38 ) 

ス
チ
ュ
ア
l
ト
・

エ
ル
ド
リ
ッ
チ

T
5
3
巴
仏
ユ
身
。
(
一
八
四
三
|
一
九

O
一
〉
(
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
生
ま
れ
〉
は
秘
書
兼
医
師
と
し
て

随
行
し
た
。
当
時
二
十
八
歳
で
あ
っ
た
。
彼
の
他
に
ア
ン
チ
セ
ル
斗
Y
0
58
〉
2
5ロ
(化
学
)
、
ウ
ォ

l
フ
ィ

ー
ル
ド
〉
・
0
・
さ
R
FE
(機

械

・
土
木
〉
も
随
行
し
た
(
図

1
1

か
く
て
、
ケ
プ
ロ
ン
と
そ
の
部
下
三
名
は
八
月
二
十
六
日
横
浜
着
後
上
京
し
、
芝
、
増
上
寺
に
寄
寓
し
た
。

明
治
天
皇
は
九
月
十
六
日
、

一
行
四
名
を
吹
上
離
宮
に
召
さ
れ
、

ま
ず
茶
菓
を
賜
わ
り
、
つ
い
で
滝
見
離
宮
で
拝
謁
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
。

特
に
ケ
プ
ロ
ン
に
は
開
拓
の
事
を
懇
嘱
す
る
優
渥
な
勅
語
を
賜
わ
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
対
し
ケ
プ
ロ
ン
は
聖
旨
に
添
う
よ
う
に
尽
力
す
る
旨
を

拝
答
し
た
。

エ
ル
ド
リ
ッ
チ
は
、
来
朝
し
た
年
は
東
京
の
開
拓
使
に
あ
っ
て
専
ら
秘
書
と
し
て
ケ
プ
ロ
ン
の
予
備
的
作
業
を
助
け
て
い
た
が
、
医
師
(
外

科
医
長
、
の
庄
内
『
∞
ロ
円
四

g
ロ
)
と
し
て
函
館
病
院
(
院
長

・
馬
島
譲
)

へ
赴
任
し
た
の
は
翌
五
年
四
月
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
彼
の
指
導
の
下
に
同
年
八
月
、
函
館
病
院
内
に
開
拓
使
函
館
医
学
校
が
設
け
ら
れ
、
彼
が
教
頭
と
し
て
九
月
か
ら
授
業
を
始
め



右端に立ているがエルドリッチ v日本におけるケプロ γ とその下僚，

印)(市立函館図3館蔵〉

図 1

た
。
そ
の
時
の
新
入
生
の
一
人
が
筆
者
の
伯
父

・
六
角
謙
三
で
あ

っ
た
が
、
や
が
て
郷
里
の
福
島
県
猪
苗
代
町
に
帰
る
こ
と
に
な

り
、
代
り
に
筆
者
の
父

・
六
角
謙
士
口
が
函
館
に
来
て
入
学
し
た
。

こ
れ
が
エ
ル
ド
リ
ッ
チ
と
父
と
の
出
会
い
で
あ
っ
て
以
後
エ
ル
ド

リ
ッ
チ
が
明
治
三
十
四
年
十
一
月
横
浜
で
逝
去
す
る
ま
で
師
弟
の

関
係
が
続
い
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、

エ
ル
ド
リ
ッ
チ
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
阿
部
竜
夫
(
筆

名
た
つ
を
)
氏
(
昭
和
四
十
七
年
ま
で
五
十
年
間
函
館
市
に
居
住

し
、
現
在
名
古
屋
市
に
居
ら
れ
る
。
函
館
中
央
病
院
の
小
児
科
医

長
と
し
て
勤
務
の
か
た
わ
ら
、
函
館
及
び
周
辺
の
郷
土
史
に
つ
い

( 39 ) 

て
調
査
研
究
し
て
発
表
さ
れ
、

エ
ル
ド
リ
ッ
チ
に
関
し
て
も
度
々

発
表
し
て
お
ら
れ
る
〉
が
、
昭
和
三
十
二
年
三
月
「
エ
ル
ド
リ
ッ

チ
の
手
紙
」
と
い
う
題
で
一
文
を
発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
は
同
年
十

一
月
発
行
の
『
函
館
郷
土
手
紙
』
に
載
っ
て
い
る
の
で
そ
の
最
初

の
部
分
を
紹
介
す
る
。

「北
海
道
庁
渡
島
支
庁
は
、
元
町
の
建
物
が
腐
朽
し
且
狭
陸
に

な
っ
た
た
め
、
真
砂
町
の
日
魯
漁
業
会
社
の
別
館
を
借
用
し
て
い

た
が
、
昨
年
(
昭
和
三
十
一
年
)
十
一
月
五
稜
郭
に
モ
ダ
ン
な

新
庁
舎
が
落
成
し
て
移
転
し
た
の
で
、
元
町
の
旧
庁
舎
の
倉
庫
も

245 



整
理
さ
れ
て
、
古
い
帳
簿
の
類
が
一
括
、
市
立
函
館
図
書
館
に
委
托
さ
れ
た
。
こ
の
倉
庫
は
開
拓
使
以
来
の
も
の
な
の
で
、
委
托
さ
れ
た
文
書

246 

の
中
に
は
開
拓
使
函
館
支
庁
当
時
の
も
の
も
多
数
混
っ
て
居
た
。

そ
の
中
の

「
検
印
録

明
治
六
年
来
翰
翻
訳
」
「
各
国
人
民
文
通
録

明
治

七
年
分
」
と
い
う
の
は
、
夫
々
明
治
六
年
及
び
七
年
の
外
国
人
と
の
往
復
文
書
の
翻
訳
を
集
め
た
も
の
で
、
色
々
興
味
深
い
事
項
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
ア
メ
リ
カ
の
青
年
医
師
ス
チ
ュ
ワ
ル
ト

・
エ
ル
ド
リ
ッ
チ

(ω
・
巴
舎
区
間
内
)

の
も
の
を
抜
き
出
し
て
、
当
時
の
模
様
を
考
察
し
て
見

た
い
と
思
ふ
。
(
以
下
略
〉
」

そ
し
て
、
阿
部
氏
は
こ
の
文
中
で
エ
ル
ド
リ
ッ
チ
の
書
簡
の
翻
訳
二
十
四
通
を
紹
介

・
説
明
し
て
お
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
全
部
開
拓
使
画
館
支
庁
訳
官
の
翻
訳
文
書
で
あ

っ
た
の
で
、
更
に
こ
の
上
彼
自
身
の
文
書
が
発
見
さ
れ
た
ら
学
界
に
と

っ
て
も
ど
ん
な
に
喜
ば
し
い
事
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

一
昨
年
八
月
札
幌
市
の
郷
土
史
家

・
札
幌
市
立
直
駒
中
学
校
教
諭
大
西
久
男
(
筆

名
泰
久
)
氏
が
エ
ル
ド
リ
ッ
チ
自
筆
の
書
簡
類
六

O
余
通
を
発
見
し
た
と
筆
者
の
兄

・
六
角
柾
那
の
許
へ
そ
れ
ら
コ
ピ

l

一一一

O
余
枚
を
持
参

書
目
録
』
中
に
〈
「
依
児
土
利
智
」
簿
書

大
西
氏
が
こ
れ
ら
の
書
簡
類
の
所
蔵
さ
れ
て
い
る
事
を
知
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
四
十
七
年
札
幌
短
期
大
学
で
発
行
し
た

『
旧
地
崎
文
庫
蔵
簿

一
冊

V
と
載
っ
て
い
た
の
を
見
つ
け
た
の
で
、
同
大
学
の
図
書
館
に
行
き
調
べ
ら
れ
た
訳
だ
そ
う

( 40 ) 

さ
れ
た
。
こ
れ
は
誠
に
有
難
い
事
で
あ
っ
て
、
筆
者
た
ち
兄
弟
の
悲
願
が
達
成
さ
れ
て
感
謝
の
思
い
で
一
杯
で
あ
る
。

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
現
在
こ
の
図
書
館
に
一
括
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
大
西
氏
に
よ
れ
ば
、
ど
う
し
て
旧
地
崎
文
庫
に
あ
る
の
か
謎
で
あ
り
、
入

庫
し
た
経
過
も
不
明
の
由
で
あ
る
。

そ
れ
で
、
大
西
氏
が
最
初
の
発
見
者
で
あ
る
事
は
同
図
書
館
で
も
言
明
し
て
お
り
、
昨
年
十
一
月
ま
で
誰
も
こ
れ
ら
の
書
簡
類
に
つ
い
て
は

発
表
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
氏
の
御
諒
解
を
得
て
筆
者
が
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
誌
に
氏
の
御
好
意
に
対
し
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
書
簡
は
明
治
五
年
分
が
十
三
通
、
六
年
分
が
十
六
通
、
七
年
分
が
二
十
八
通
、
計
五
十
七
通
あ
る
が
、
内
一
通
は
コ
ピ
ー
で
あ
る
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-No.l- <<札幌へ出張及び函館に医学校設置の件》

Hakodate， July 1-， {18))72 
" 
v吋

てが

'-./ 

Matsudaira Taroo， Esq. 

Vice Governor Etc. 

Sir; 

1 have the honor to acknowledge the recp't of your favor of 10th day 6th mo. in answer to my letter of 13th 

inst. notifying you of my desire to proceed to Satzporo about the 20th of July. 

1 have rec'd no written orders from H.E. Kuroda Dikan but full verbal instructions were given me by Mr. 

Kuroda in the occasion of my last interview with him just before he left to go to Yedo. He was especially 

particular that 1 should go to Satzporo as soon as possible and examine into medical matters there， after which 

he desired me to return to Hakodate and establish my medical schooL 1 suppose that being hurried by business 
k
h
4Y
N
 



he forgot to mention it to you. 1 am willingly to assume all the responsibility of going and am anxious to ∞-vN 
leave before the 20th if possible， say 18th or 19th， so that 1 may return here quickly. 1 beg leave to call 

attention again to the fact that 1 shall require saddle horses and one pack horse as well as the usual provision of 

eatables， beer etc. 1 would say that unless otherwise provided by your order， 1 shall take Mr. Haruki with me 

as interpreter as he has orders from Mr. Kuroda to remain with me wherever 1 go・

1 am， Sir， Very respectfully， Yr， obdt. srvt. 

Stuart Eldridge， M.D. 

Chf. Surg. Kaitakushi 

-No.2ー 《札幌への出張視察に邦人医師同伴及び食甑 ・馬等請求の件》

Hakodate， ] uly 13， 72 

Kaitakushi of Hokaido (ママ〉

(

N
甲

〉

Gentlemen: 

1 have the honor to notify you that， in compliance with the orders 1 have received from Mr. Kuroda， Kaita-

kudikan， it is my desire to start for a visit of inspection to Satzporo on or about the 20th inst. 

For many reasons it is desirable that 1 should be accompanied by a ]apanese physician who is familiar with 

the country， and its diseases and requirements. 1 request therefore that Dr. M司jima may be ordered to 

accompany me on the trip， and that either Mr. Haruki or Mr. Nagaaoka be sent as interpreter. 

1 shall require one pack horse for my personal baggage and a relay of saddle horses for the journey， also a 

servant and betto， as by my comract， when travelling f01" the Government， all my expenses of every kind are to 



be defrayed by the Government. 

1 am， Gentlemen， Respectfully， Yr. Obdt. Srvt. 

Stuart Eldridge， M.D. 

Ch仁 Surg.Kaitakushi 

-No.3一 {札幌へ出張旅行の随行者の件〉

Hakodate， July 16， 72 

Mr. Sugiyama 

In Chge. Foreign Affairs 

Dear Sir; 

1 am informed that a man named Sato is to be attached to my party on the journey to Satzporo. 1 beg 

leave to remonstrate against his going， as 1 have had su伍cientexperience of his intermeddling and rudeness. 

1 am， Sir; Very respectfully， 
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-No.4ー {米国軍艦コロラド号祝砲暴発事件の死傷者見舞金の件》

Hakodate， Japan， Aug. 22， 72 

Hon. Matsudaira Tarδ， 

Vice Governor Etc. 

Dear Sir; 

(

的

司

〉

酌
4v
N



1 have the honor to inform you that on the occasion of the accident in saluting the U .S. ship Colorado， the 

officers of that ship made up a present of fifty four dollars for the injured parties. 1 have offered it to the man 

who suffered amputation， who is now in hospital but he declines to take it. 1 believe it would meet the approval 

of the officers of the Colorado were the money divided equally between the wounded man and the family of the 

one who was killed. 1 request that t}_ley be permitted to receive it. 

。凶
N

1 am， Sir; Respectfully， 

Stuart Eldridge， M.D. 

Chf. Surg. Kaitakushi 

-No.5- (北海道各地病院用の薬品様械請求目録》

Requisition for Medicines Required for Hospitals of Hokaido 

Acidum Aceticum Glac. 

1/ Carbolicum Medicinal 

// ノY Disinfectant 

// Chromicum 

// Citricum Cryst. 

1/ Gallicum 

1/ Hydrochloricum Dil. 

1/ Hydrocyanicum Dil. 

r、

((Sept. 4， 1872 提出》
、が
てF

、ーノ

{ママ}

oz 20 

Ib 20 

// 100 

oz 4 

Ib 10 

1/ 4 

1/ 18 

oz 8 



Acidum Nitricum Dil. lb 18 

1/ Phosphoricum Dil. 1/ 8 

1/ Sulphuricum Aromat 11 18 

1/ Tartaricum 1/ 20 

1/ Tannicum 1/ 4 

Aconitia oz 2 

Aconitum， Tinct. lb 4 

Aether， Fort 
1/ 75 

Aether， Nitros. Spirit 1/ 40 
r、、

Alcohol， Good 
1/ 20 Uて3が

、J

1/ Common in tins 1/ 200 

Aloes 
1/ 8 

Alumen 1/ 20 

Ammoniae Acetas 1/ 8 

H liq. f.ff 1/ 20 

1/ 1/ 1/ 10 

1/ Carbonat. 1/ 8 

1/ Hydrochloras 1/ 4 

1/ Sp. Aromat. 1/ 4 
，、B司
。a



Ammoniae Valerianatis Ib 10 c、白w 。。
Ammonii Bromidum 11 2 

Aniline (Rosaniline) I! 1 

Antimonii Eet Potassae Tartras I! 2 

Argenti Nitras Cryst. I! 4 

H I! fusa I! 4 

Arsenicum， Donovaus Solution I! 5 

I! Fowlers I! I! 20 

Aspidium Felix Mas. Teldeus Eext. 11 4 
〆「

Atropinae Sulphas oz 4 tザo 

Belladonnae Ext. Ib 
」ノ

4 

Bisulphide Carbon I! 4 

Bismuthi subnitras I! 20 

Bichloride of Methylene I! 8 

Borax 1/ 10 

Buchu， Tinct. I! 10 

Butyrum Cacao I! 10 

Brominium oz 8 

Caffeine I! 2 



Calabar Beau， Ext. or Tr. oz 4 

Calumba， Tinct. lb 20 

Calcis 1王ypophosphis // 4 

1/ Lactophosphas 1/ 4 

Calx Chlorinata I! 100 

Cantharadis， Tinct. I! 4 

I! Tissue of sq. feet 20 

Cardamomi， Tinct. of lb 10 

Caryophylli Oleum oz 4 
f旬、

Chloral H ydrat 
I! 200 p、、f 

Chlorodyne 
I! 50 

、ーノ

Chloroformum lb 50 

Cinucifuga Racemosa， Ext. I! 4 

Cinchonae Comp. Tr. I! 100 

Cinchonae et Ferri Elix 
1/ 50 

Colchici， Vinum 
I! 10 

Ferri Pyrophosphas 
1/ 8 

I! Pernitrates Liq. I! 20 

I! Lactas H 2 cUひη3 司



Ferri Sulphas lb 20 句"o.n 
N 

// Iodidum // 2 

Ferrum Redactum // 6 

Gelatina 1/ 10 

Gelsemium Sempervirens， Ext. . // 1 

Gentianae， Ext. H 12 

Glycerina // 24 

Guaiacum Tr. // 8 

Hydrargyri Bichlor. // 10 
〆、

// Chlor. mite // 8 。可。.

、J
// Iodum Rubrum oz 4 

// // Viridum lb 1 

// Nitratis Ungt. // 6 

// Pilulae // 12 

// Bisulphas // 2 

1/ Ungt. // 20 

// c. Creta // 8 

Hyoscyami Ext. // 4 

1/ fo1. // 4 



Ichthyocollae Emplast. sg. feet lb 40 

Iodinum // 6 

Iodoformum I! 1 

Ipecacuanhae Fl. Ext. I! 8 

I! Pulv. // 8 

Kramerae Tr. // 8 

Kamela // 8 

Kousso // 12 

Liq. Potassae H 4 
，..... 

Liq. Sodae Chlorinat I! 20 0噌3 

、J
Lini Farina H 100 

Magnesiae Carbonas // 12 

Menth. Piperita， Oleum oz 10 

Magnesiae Sulphas lb 25 

Morphinae Sulphas oz 100 

Morrhuae， Oleum lb 500 

Nitrite Amyl H 4 

Nucis Vomicae， Ext. 庁、 8 

Olivae， OJeum H 25 (cUUw 3 3 



Opii， Tiuct. lb 50 《Ub3 。。
Opii， Tinct. Camphorat. 11 20 

Pareira Brava， Ext. I! 8 

Pepsin oz 40 

Phosphorum lb 4 

Pilulae Comp. Cathart. sugar coated I! 2 

M I! I! massa I! 4 

Plumbi Acetas I! 10 

Pill. Strychniae et Ferri I! 1 
r、

庁 Quininaeet Ferri I! 2 B 
」ノ

I! I! I! 2 

Plaster Paris， Modelling in tins I! 500 

Podophylli Res. oz 20 

Potassae Fusa lb 2 

Potassae Bitartras I! 20 

I! Bichromas I! 5 

I! Chloras I! 20 

I! Nitras I! 20 

I! Permanganas I! 10 



Potassii Bromidum lb 20 

11 Iodidum 11 200 

Pulv. Ipecac. c. Opio 11 10 

11 Cretae Aromat. 11 10 

Quininae Sulph. oz 150 

11 et Ferri Atras 11 250 

Rhei Tr. lb 8 

11 Pulv. 11 20 

Ricini Oleum 11 20 

"" Sandal Wood， Oleum， Capsules No 1，000 、守b-a‘ 
、J

Santonin oz 40 

Scillae， Tinct. lb 5 

Sodae Bicavbonas 11 20 

11 Hypophosphis 11 4 

Staphysagria Pulv. oz 10 

Stramonii Fol. lb 8 

Stearine， Best 11 20 

Terebinthae Oleum 11 10 

Teglii Oleum oz 10 tp。n、。



Uva Ursi Tinct. lb 10 

Valerianae Ext. 1/ 10 

Veratria oz 4 

Whisky， pure doz 20 

Zinci Acetas lb 1 

// Chloridum 1/ 15 

1/ Oxidum 1/ 8 

1/ Sulphas 1/ 16 

1/ Valerianus 1/ 4 

Preparation Jars， 1/2 gal. No 25 

1/ 1/ 1 1/ 1/ 25 

1/ 1/ 2 1/ 1/ 10 

υ 1/ 3 1/ 1/ 10 

Requisition for Instruments Required for HospitaIs of Hokaido 

Amputating Cases 

(以下'は筆者が入れた)

No η
a
η
3

円，

u

Resecting Cases 

Post Mortem Cases large 

1/ 

H 
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Storer's Speculum No 4 

Perineal Retractors υ 4 

Lithotomy Cases 1/ 2 

Maissoneuve's Stricture Inst. H 1 

Holt's Dilators 1/ 4 

Eye Inst. Cases 11 4 

Eustachian Catheter 1/ 6 

Politzer's Inflators 1/ 6 

Rubber Rctainable Catheters 1/ 24 
f、、

Bougies， complete Sets of 1/ 2 C、B旬

'0../ 

Tonsil Guillotine Best 1/ 2 

Vaccine Lancets 1/ 24 

Uterine Surgery Case Cplt. 1/ 1 

Adhesive Plaster rolls // 20 

Bandage Rollers 1/ 4 

Ophthalmoscopes， Liebreich's 1/ 5 

Endoscope 1/ 1 

Surgical Sponge lbs 30 

Lint // 50 。U小3、遣



Ecraseurs No 6 Ct。Dコ。
Bellocq's Canula 11 2 

Sheet Gutta Percha lbs 15 

Colpeurynteurs sets 2 

Icebag， Asstd. No 6 

Tenotomy Cases I! 4 

Trusses， Asstd. I! 50 

Trocar冨， Curved I! 2 

Hard Rubber Syringes 11 6 
f、

Simpson's Uterine Sounds I! 4 苫
、、J

Obstetric Intsts sets 3 

Polypus Forceps No 6 

Aesophag凶 Forceps I! 4 

Dissecting Cases small I! 20 

I! 1/ be宮t 1/ 1 

Pocket Cases I! 7 

Ovariotomy Clamps I! 4 

Elastic Sheet Rubber sq. feet 20 

Surgical Needles papers 50 



Ligature Silk 

Battery， large complete 

Apparatus for Urinary Chemistry 

-No.6ー {化学教授用器具請求目録〉

Apparatus for Teaching Chemistry. 

1/2 Gal. Flasks 

40z 庁

6 Oz Retorts tube and glass stop 

16 1/ // 1/ 1/ 1/ 1/ 

1/2 Gal. 1/ 1/ 1/ 1/ 

Test Tub凶， Asstd. 

Gas Jars， Asstd. 

Gas Trough 

Glass Tubing 

庁 Rod

Retort Stands 

Funnels， Glass 

Filter Paper 

spools 25 

No 1 

1/ 1 

<(Sept. 4， 1872提出》

No 4 

1/ 12 

1/ 6 

1/ 2 

1/ 4 

1/ 200 

1/ 6 

1/ 1 

lbs 10 

1/ 2 

1/ 3 

1/ 12 

Ream 1 

(

回

目

〉
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Buretts， Asstd. No 6 U。e3q‘ a 

Precipitation Glasses， Asstd. 11 12 

Beakers， Asstd. H 24 

Rubber Tubing， Asstd. feet 30 

Molybdate Ammoniae C.P. lb 1/2 

Nitrate Lead I!I! I! 1 

I! Silver I!I! oz 4 

I! Uranium I!I! I! l 

Oxalic Acid I!I! lb 1/2 
r、、ー

Oxide Manganese， Blk. H 5 、、白D 

Plumbi Acetas C.P. 1/2 
、J

I! 

Potassium oz 4 

Phosphate Soda and Ammon. lb 1/2 

Sodium oz 4 

Tin C.P. 1/ 4 

Zinc C.P. lb 1/2 

Acid. Hydrochloric C.P. 1/ 2 

1/ Nitric 1/ // // 2 

1/ Sulphuric I!I! 1/ 3 



Arsenic Metallic oz 4 

Baryt Water lb 2 

Bichlor， Platinum So1. oz 6 

Calcium Mdallic 11 1 

Carbonate Soda C.P. lb 1 

I! Potash庁 庁 I! 1 

Chloride Gold oz 1/2 

I! Ammonium C. P. lb l 

I! Calcium I!I! 1/ 1 
r司、

I! Barium I!I! I! 1 pU、3 

、J
Ferricyanide Potash I! 1 

Ferrocyanide I! I! 1 

Flour Spar. Pulv. I! 2 

Indigo， Sulphate oz 2 

Litmus I! 2 

Magnesium Wire lb 1 

Brass Clips No 12 

Evaporating Dishes I! 14 

Wolff Bottles， Asstd. I! 6 c《ND q 



Cork Borers 

Rat Jail files， Asstd. 

Cutting Diamond 

Writing 庁

Alchohol lamps， Asstd. 

Pocket Aneroid 

Boiling Pt. Thermometers 

Urinometers 

1， 000 gr bottles 

Platinum foil 

が crucible1 inch 

11 Wlre 

Salt Mouth vials Asstd. 1 to 6 oz 

Bottles Asstd. Glass， Stop 

-No.7一 《図書・標本の保管と保険の件〉

Hakodate， Sept. 12， 1872 

To The Governors of Hakodate， 

Gentlemen; 

Set 
吋

Y

由

N
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1

1

6

1
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1

2

2
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No 

I! 

I! 

I! 

I! 

I! 

I! 

I! 
r、

OZ 00 
I!) 

No 

oZ 

No 1 

庁 100

1 have the honor to state that 1 have brought out from America my personal library and apparatus for 



teaching， which 1 am now using in the service of the Kaitakushi， and which has cost me much time and 

much money. 1 consider the property to be worth at least S 4，500.00 as 1 could not replace it for less. This 

property is now in the hospital building where the students can use it at any time， and where in case of fire it 

would inevitably he destroyed. As 1 can not a任ordto run so great a risk of losing it， 1 shall be compelled to 

remove it to my house or else to store it in some godown where access would be very inconvenient and trou-

blesome. As 1 am using this my personal property， for the benefit of the Government although under no 

obligations to do so， and so am saving to the Government the cost of an equally good set of books and prepara-

tions. 1 think that it is only fair that if it is left exposed as at present the Government should insure it for me 

to the full value， 1 accordingly request that the Kaitakushi insure my library and apparatus to the amount of 

84，500 or， if preferred， to such an amount as they may be considered worth by any three foreigners acquainted 

with books， who are resident in Hakodate. 

〆画、

σ、
ピコ
、_./

Respectfully， 

Stuart Eldridge，恥1.D.

Chf. Surg. Kaitakushi 

← No.8- (天長節祝賀宴招待応諾の件〉

Hakodate， 21. of 9. Mo. ・・・

To 

Sugiura Chiu Hangan， 

恥1atsudairaTarδ. 
町
田
N



Gentlemen， 

1 accept with much pleasure your invitation to commemorate His Imperial Majesty's Birth Day. 

1 am， Gentlemen， Very truly your servt. 

Stuart Eldridge 

Chf. Surg. Kaitakushi 

-No. 9- ~媛炉製作の件》

Hakodate， Oct. 14， 72 

Dear Mr. Sugiyama， 

1 send herewith a rough model of “Sh田 tIron Air Tight Stove" for burning wood. Please have one constru-

cted for me and send the mechanic to me--when 1 will give him dimensions etc. and explain to him all about 

making them. 

Yours humidly， 

Stuart Eldridge， M.D. 

Chf. Surg. Kaitakushi 

Asst. Architect and Stove Builder 

-No. 10- ~必要器具購入再申請及び器具修理依頼の件》

Hakodate， Oct. 30， 1872 

Hon. Sugiura Makoto， Chiu Hangan 

Sir; 

U
U
N
 

f、
。

由

〉



In reference to my application for permission to order certain necessary articles， of date Oct. 17， 1872， 

to which you returned answer that the articles on hand should be sufficient. 1 beg leave to say. 

First. That 1 should not have applied for the additional articles had they not been absolutely necessary. 

Second. That certain of the articles before ordered did not come for some reason. 

Third. That many articles were broken and unfi.t for use on arrival in Hakodate， all the boxes having been 

opened in Tokei and very badly repacked. 

Fourth. That the sulphuric acid and bichromate of potash mentioned in my letter of Oct. 17th， are required 

to make use of a large battery among the things recently arrived， which without these would be useless. 1 would 

say， that when 1 ordered the battery， 1 ordered the lat白 t，and could not know till seeing it， what chemicals were 

needed to run it. 
(

同

山

田

)

At the request of the medical officers of Hakodate Hospital， 1 wish also， in addition to permission to purchase 

the articles mentioned in letter of Oct. 17th， permission to purchase 

6 Abscess Lancets， costing about $ 1. 50 each and also to send to San Francisco for repairs， one case of eye 

instruments. The work on these delicate instruments cannot be done either in China or J apan. The cost will be 

trifling. 

1 am， Sir， Very respectfully， 

Stuart Eldridge， M.D. 

Chf. Surg.開 (Kaitakushi)

ホ ~J Q仰還EJミ心Q..，r.' tl 弐 tι 官、 ぶ yト士三組 Q脚~çqトヤ入 Q 会$Q!と Q Chf. Surg.紙記，~Q~小拠 1ト卒、「入，.J-i-!...，6l Q 会l制E
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::， ¥..1 Kaitakushi Q ~心...1J....J .w ~1ミ必 4ミ Q会蝋t.J時Ç'~...1JlW..jミ 4主的(飽Ili!~H亀1m)。

-No.11一 〈住宅召使部屋の修繕申請の件}

∞U
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Hakodate， Nov. 6， 72 

Dear Mr. Sugiyama， 

1 believe that some time ago you gave the order that my servants rooms should be made fit for occupation. 

1 regret to say that the mechanics to whom the work was given have as yet done nothing and my servants are 

really su釘巴ringas there are no windows in their rooms， the roof leaks and their mats are old and worthless. 

Please oblige me by knowing this matter attended to as soon as possible， also by giving an order to the 

blacksmith for new pipe for my kitchen stove and a new grate fo1' that and another onc. 

Yours very truly， 
f、
。。
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-No.12- {石炭購入の件}

Hakodate， Nov. 6， 72 

Dear Mr. Sugiyama， 

Governor Matzudaira sometime ago promised to let me have some Iwanai coal at 8 7.00 per ton. Will you 

kindly send me six tons as soon as you can. 

And oblige， You1's ve1'y truly， 

Stuart Eldridge， M.D. 



Chf. Surg.開

-No.13- (Ii'ペリーの日本遠征記』借覧の件》

(no date) 

Dear Naugawoka， 

Has the Government a copy of “Perry's ]apan Expedition"? It is in three large volumes and was published by 

the Government of the United States. If you know of a copy please borrow it for me and send it to my 

house， as 1 want some information which it contains. 

Yours truly， 

Stuart Eldridge 

-No.14ー 《クリスマス・新年の医学校休暇の件》

(

円

巴

)

Hakodate， Dec. 24， 72 

To 

The Governors of Kaitakushi， Hakodate 

Gentlemen， 

1 have the honor to inform you that tomorrow the 25th is Christmas， the great holiday of the year in Europe 

and America， and further that it is our universal custom to observe the week between Christmas and ]an. 1st， 

the foreign New Year as a time of rest and pleasure. 1 wish accordingly to close my school from today， Dec. 

24， to ]an 2nd. 

1 am， Gentlemen， Respectfully， m
U
N
 



Stuart Eldridge， 1¥在.D.

Chf. Surg.開

-No. 15- ~札幌・函館の新病院造営経費の件》

Hakodate， Feb. 3， 1873. 

Kaitakushi of Hokaido， 

Governor Sugiura. 

Sir; 

On the 4th day of September last 1 forwarded to Tokei together with plans for new hospitals at Satzporo and 

Hakodate certain requisitions for hospital bedding and clothing. As 1 believe that my plans for hospitals have 

not been adopted， at least for Hakodate. 1 suppose that the bedding and clothing have not been purehased or 

ordered. Dr. Majima， in charge of Hakodate General Hospital， informs me that he is limited for the present to 

an expenditure of :$ 2， OOO~ and feels， as 1 do， that the most necessary thing at present is a new building. 

If the clothing and bedding for which 1 have made requisition is to be charged against this small appropriation 

of $ 2， OOO~ it wi1l be best not to buy it at present. 

1 am， Sir. Very respectfully， Yr. Obdt. Srvt. 

Stuart Eldridge， M.D. 

Chf. Surg.開
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-No.16- (住宅馬車小屋内で元別当ら賭博の件}

Hakodate， Mar.……1873 

Sugiyama Sama， 

In Charge Foreign Affairs. 

Dear Sir; 

1 have the houor to notify you that last night at 10 o'clock 1 found assembled in my barn a gambling party 

of 12 or 13 men， the chief of them being a man formerly my betto， but whom 1 discharged for stealing. This 

man's name is Massa Giro. 1 have several times forbidden him to come near my premises， yet he persists in 

doing so and brings with him a gang of scoundrels to gamble. The betto whom 1 now have is afraid of these 

men and dare not refuse them admittance to my barn. They probably came to my barn thinking that there the 

police will not interfere with their unlawful practices. 1 charge the man Massa Giro， with the theft from me of 

fine glassware valued at $ 20. <1Q with gambling and with repeated trepasses in my premises in spite of my orders. 

(

回

申

、J

1 have the honor to request that he be arrested at once and an e任ort made by the police to recover my 

property which can easily be identified as it is unlike any other in Hakodate. 1 transmit herewith the cards and 

the money which the party last night left behind them. 

1 am， Sir， Very respectfully， 

Stuart Eldridge M.D. 

Chf. Surg.開

-[ト
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-No. 17- ~北海道各地病院用薬品 ・ 器械要求目録送付の件〉

Hakodate， Ap. 29， 73 

Officers of Kaitakushi 

Hakodate， J apan. 

Gentlemen， 

1 enclose copies of requisitions made by me for supplies of medicines and instruments for the Hospitals at 

Satzporo， Otaru， Hakodate and elsewhere in Hokaido. These requisitions were forwarded to Mr. Kuroda， 

Kaitakudikan on the 4th day of September last， for his approval， and were by him ordered from T.L. Brower 

of Yokohama. The articles have， most of them， arrived in Tokei and will 1 suppose be sent here very soon. 

They are not intended for the hospital here only， but are to be divided by me among the different hospitals 

according to their needs. 1 enclose also a copy of a requisition for apparatus and chemicals for teaching my 

students chemistry which will of course be all retained here. In addition to the articles ordered on the foregoing 

requisitions a microscope was also ordered by Mr. Kuroda for my personal use， and this should arrive in 

Hakodate by the next steamer. 

1 am， Sirs， 

Very respectfully， Stuart Eldridge， M.D. 

Chf. Surg.開
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-No.18ー {昨年9月12日附怠筒(7)に関する件}

Hakodate May， 1， 1873 

To The Governors of Kaitakushi， 

Hakodate， J apan. 

Gentlemen， 

1 respectfully call your attention to the 

enclosed copy of a letter transmitted to you on 

the 12th day， of Scptember last， and request 

some action in reference to its subject matter. 

1 am， Gentlemen， 
(

h

h
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Very respectti.Jlly， Yr. Obdt. Srvt. 

Stuart Eldridge 

Chf. Surg.開

株 ~J Q申iDI盟会JM、同ムl，....)¥-'単Q制甑会l寝令-rl'Q~J 心以，....).;2。崩事~ 令、「入 Qfι Q~Q件以制回収J~制ム(図N)。

-No.19ー 《教授用書籍未支給を催促の件〉

Hakodate， May 20， 73 

Hon. Sugiura， Hangan， 

Dear Sir， 

1 have the honor to state that on the fourth day of September last， 1 requested Mr. Kuroda Kaitakudikan to 
的
ド
N



order for the use of the hospitals of this island and my medical students， certain medical books. Mr. Kuroda 

ordered them at once according to my list. Several weeks ago these books arrived in Hakodate， but 1 am 

informed that they can not yet be issued to the students or hospitals. 1 respectfully request the reason why this 

delay occurs， as the students are in urgent need of the articles， while the books designed for the hospital， should 

be destributed without delay. 1 would respectfully suggest to the Kaitakushi that although 1 have so far managed 

to do my work purely by the assistance of my own private property. 1 can not be expected always to do so. 

Neither can medical students be expected to make improvement while the absolutely necessary books are withheld. 

1 am， Sir， Very respectfully， 

Stuart Eldridge， M.D. 

Chf. Surg.開

-No.20ー 《教授用物品代を開拓使より支払い方申請の件》

Hakodate， Japan， June 26， 1873 

Hon. Sugiura Makoto， 

Hangan 

Sir; 

Referring to the subject of my letters of April 30th and May 6th， in referrence to two bills of goods 

purchased by me from H.L. Chipman of Yokohama to the total amt. of $ 307.31， as per copies of bills 

enclosed to you at the above dates. 

1 wish to state 

dv
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First-That the articles were absolutely necessary for my official duties as a teacher of medical science. 

Second-That 1 was informed by Mr. Kinzo acting as interpreter， just before 1 left Tokei， that 1 would be 

allowed to to purchase any reasonable amount of necessary books etc. as wanted. 

Third-That 1 have never had any instructions to obtain the approval of any one on requisitions save that of 

Mr. Kuroda himself， and 1 supposed the statement of Mr. Kinzo， just mentioned， to convey the necessary 

anthority for the expenditure of so small a sum. 

Fourth-That by sending for and making use of my own private property in my duties here 1 have been able 

to do good work to some extent and to save to the Gov't the expenditure of much money. What has so far 

been brought fol' my use by the Kaitakushi is very trifling in comparison with what 1 have furnished myself. 

For the above reasons 1 think it unjust that 1 should pay the bills of Mr. Chipman out of my own pocket， 

and 1 respectfully request that you will lay the matter before His Excellency Kuroda Kaitakudikan and ask for 

his order to pay. 

〈

m
u
、--'

1 am， Sir， Very respectfully， 

Stuart Eldridge 

1n Charge Medical School 
-<J<、会~

勢 ~J Q帥窓HトUTokei ，..IJ帥ふ ~ν ;;， t{ð.~'" 思議!! IR社共J m:::同 1tl会1 1*同心掛舟心~ν4ミ必'十社'~J l{1制t-'~1*傾，..IJ珪， .~

~νJL44 ベ^"'t-'-IQI.Q。

的
h
h
N



-No.21ー 《国 ・∞.l')， n- \lミベ.c-.r<(æ:.~[lg隠姻丑惚長去~Q 主主}

Hakodate， July 4th， 1873 

由
ド

N

Sugiura Makoto Hangan， 

Governor of Hakodate 

Dear Sir; 

1 have rec'd from Mr. Henry S. Munro， who is employed by the Kaitakushi in making and examination of 

the gold country near Toshibetsu， a letter requesting me to obtain for him from Hakodate several articles which 

he needs at once in order to carηr on his work. 1 enclose the list and respectfully suggest that the articles be 

sent to him at once. 1 think they can all be obtained in Hakodate. Ordinary Nitric Acid is not what he wants. 
r、、

A really pure article of Nitric Acid can be obtained from Capt. Porter. For fear that Mr. Munro's drawing of t:: 

a gold washing pan ma.y not be su伍cientlyplain. 1 give another one in this letter. Please inform me if thc 

Kaitakushi here will at once supply the things needed as 1 shall send a messenger with letters to Mr. Munro 

、J

tomorrow. 

1 am， Sir， Very respectfully， 

Yr. Obdt. Srvt. 

Stuart Eldridge， M.D. 

《ここに panの図があるが省略した〉



-No.22ー 《外交儀例の件}

Hakodate， J uly 14， 1873 

Chin Hangan 

Sugiura Makoto. 

Sir; 

1 am requested by Mr. J. P. Newman， Inspector of the Diplomatic Service of the United States， to convey to 

you an expression of his high appreciation of the great courtesies extended to himself and party by yourself. We 

desire further express our thanks to Mr. Hakodate Gonchiush'tin， for many kindnesses especially that of accom-

panying the party to the end of the route at our request. Tsushima Sakaii also， the officer chg'ed with our 

comfort， discharged his arduous duties in the most e伍cientand gentlemanly manner. We would be pleased to 

have the above named gentlemen understand that their courtesy was felt by us. 

1 am， Sir， Respectfu11y， 

Stuart Eldridge， M.D. 

Chf. Surg.開
制，..'"

持リ ~J 細事i!!:1I- Q 邑旦~i (盤盤筆者〉ど緩や-IQの(図司〉。

-No・23一 《図書借覧の件}

Hakodate， July 17， 1873 

Hon. Sugiura Makoto， 

Chiu Hangan. 

〈
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Sir: 

1 wish to borrow from the Kaitakushi for use in its service， the following books of those recently arrived from 

Tokei， viz. 

1 Gray's Anatomy 

1 Dunglison's Dictionary 

1 Marshall's Physiology 

1 Huxley's Physiology 

〈以下'は筆者が入れた}

1 Hartshorne's Compend 

1 Tanner's Practice 

1 Churchill's Obstetrics 

1 Lezell's Practice 

will give my recpt for the above， to be returned when called for. 

-No.24ー 《章訳官を青森へ派遣の件〉

Hakodate， July 27， 1873 

Hon. Sugiura Chiuhangwan 

Sir; 

1 am， Sir Very Respectfully， 

Stuarl Eldridge， M.D. 

Chf. Surg.開
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1 respectfully request perrnission to send rny interpreter Mr. Haruki (Shδ) to A wornori for the purpose of 

transacting a little personal business for rne. Mr. Haruki wi1l be absent but two days， or， at rnost， three days. 

Very Respectfully， 

Stuart Eldridge， M.D. 

Chf. Surg.開

-No.25- (破損住宅修繕催促の件》

Hakodate， July 27， 1873 

Hon. Sugiura Chiuhangwan 

Sir; 

Between three and four rnonths ago the order was given to place rny house in a condition fit for a gentlernan 

to live in， it now being hardly fit for a stable for pack horses. As yet not one nail has been driven nor a sheet 

of paper put up. As rny contract provides that 1 shall have a cornfortable residence 1 respectfully resquest that 

no further delay rnay be allowed. 1 would say that in every storrn the water runs into the house in strearns 

while (以下後半部欠》
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の
修
繕
を
加
ふ
べ
き
事
を
同

意
す
。

ス
タ
ー
ル
ト
、

エ
ル
ト
レ

l
ヂ

i
z
--
8
l
 《
剖
癒
防
灘
間
帯
副
吋回澗九
υ
事
》

出
品
。
仏
伊
丹
市
w

』
己
可

N
N
E
J可

ω

国
Oロ・

ω
c
m
E
5
0
E
C
F白
口
問
宅
m
g
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Sir; 

1 have the honor to acknowledge the recpt of your letter of 26th， in reference to repairs upon the house 1 

occupy. 

1 am exceedingly obliged to you for the kind 0πer of No 1， while the other house is being repaired， but the 

inconvenience of moving is so great， especially in the present bad condition of my wifes health， and No 1 is so 

entirely unfit for my work， not having， a single room in which the light is sufficient either for drawing or the 

use of an instrument， that J much prefer enduring the inconvenience of remaining in the present house while it 

is being repaired. 

1 am， Sir， Very respectfully， yr. obdt. srvt. 

Stuart Eldridge， M.D. 
〈

出

ト

〉

Chf. Surg.開

-No.28- (暑中休暇届の件〉

Hakodate， Aug. 11， 1873 

Hon. Sugiura Chiuhangan 

Sir; 

1 have the honor to notify you that from today Aug. 11， my school is closed for fourteen days. 

By the general custom， and by special understanding at the time my contract was made， 1 am entitled to a 

summer holiday or rest of one month. As owing to (the diseases in my family， 1 was) necessarily absent for a 

time in June. 1 think it wrong to take the full time， and 50 have given but two weeks. 同∞
N



{カッコ内は不明のため判読した}

1 am， Sir， Respectfully， 

Stuart Eldridge 

In Chge. Medical School 

-No.29ー 〈プロシャ人患者死亡診断の件〉

Hakodate， Dec. 13， 1873 

Hon. Sugiura Makoto， 

Chiu Hangan 

Sir; 

1 have the honor to notify you that Mr. Frederick Oscar Arnold， a citizen of Prussia died at this place on 

Tuesday Dec. 9th， 1873 at 61/2 o'clock P.M. 

As his attending physician， 1 certify that the cause of death was abscess of the liver with consequent inflamrna・

tion of the lungs. 

1 am， Sir; 

Yr. Obdt. Srvt. 

Stuart Eldridge. M.D. 

-No.30- <<医書分配の件》

Hakodate， Dec. 23， 1873 

Hon. Sugiura Makoto， 

N

∞N
 

(

由

ト

)



Chiu Hangan 

Sir; 

After consultation with the medical 0節目rshere， 1 have decided that the following will be the best method of 

dividing the medical books now on hand. The books will be sent to the various smaller hospitals， by the doctors 

at 1王akodateand Satzporo. 

I To Hakod蹴 ITo Satzporo I To凶

Gray's Anatomy 13 12 25 

Dunglison's Dictionary 13 12 25 

Churcill's Obstetrics 13 12 25 
r、

pp、、

Marshall's Physiology 4 2 6 、J
Dalton's Physiology 1 1 

Huxley's Physiology 13 12 25 

U.S. Dispensatory 7 3 10 

Hartshorne's Conspectus 13 12 25 

Tanner's Practice 13 12 25 

Ringer's Therapeutics 3 1 4 

1 am， Sir; Very Respectfully， Ys. Obdt. srvt. 

Stuart Eldridge， M.D. 

Chf. Surg.開 (つづく〕 的∞
N



日
本
医
史
学
雑
誌
二
十
二
巻
三
号

昭
和
五
十
一
年
七
月
三
十
日
発
行

昭
和
五
十
年
十
一
月
五
日
受
付
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鎮
守
府
医
師
と
大
宰
府
医
師
に
つ
い
て

ー
ー
日
本
古
代
医
療
史
の
研
究

(四〉

新

村

拓

国

」

と

し

て

(

賦

役

令

)

、

化

外

の

地

と

し

て

(

戸

令

〉

存

在

し
、
長
期
に
わ
た
る
「
征
夷
」
の
結
果
と
し
て
古
代
国
家
に
吸
収
合
併
さ
れ
た
地
域
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
征
服
さ
れ
た
る
隼
人
や
蝦
夷
に
よ
っ

古
代
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
辺
境
の
地
と
い
わ
れ
る
の
は
東
北
の
陸
奥
、
出
羽
、
西
南
の
大
宰
府
所
管
の
国
で
あ
る
が
、

ま
た
城
壁
を
も
っ
て
そ
れ
に
構
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
夷
人
、

律
令
時
代
「
辺
遠

雑
類
の
境
、

( 78 ) 

て
、
ま
た
移
住
さ
れ
た
る
内
地
民
に
よ
っ
て
開
拓
が
推
し
進
め
ら
れ
、
陸
奥
固
に
お
い
て
は
持
統
三
年
の
優
噌
呈
郡
に
始
ま
っ
て
承
平
年
中
の

安
達
、
那
国
等
の
郡
の
設
置
に
み
る
よ
う
に
、
長
期
に
わ
た
る
栂
民
経
営
は
広
大
な
領
域
を
も
た
ら
し
た
。
そ
こ
で
は
自
ず
と
内
地
の
国
と
は

違
っ
た
行
政
が
し
か
れ
、
医
療
行
政
に
お
い
て
も
そ
う
し
た
特
殊
性
が
部
分
的
に
で
は
あ
る
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一
、
鎮
守
府
、
陸
奥
、
出
羽
両
国
医
師

大
化
以
後
、
東
北
地
方
の
開
拓
は
著
し
く
進
み
、
特
に
陸
奥
黄
金
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
陸
奥
国
は
辺
要
の
大
国
(
延
喜
式
で
は
三

十
五
郡
、
の
ち
五
十
二
郡
と
な
り
通
常
の
国
の
数
倍
の
規
模
を
も
っ
〉
と
し
て
重
視
さ
れ
、
国
守
任
用
に
あ
た
っ
て
は
特
に
慎
重
な
人
選
が
行

わ
れ
た
。
大
化
改
新
の
際
は
道
奥
国
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
の
ち
陸
奥
国
(
国
府
は
多
賀
城
市
)
に
改
め
ら
れ
、
養
老
二
年
陸
奥
固
か
ら
石

城
、
石
背
が
独
立
し
て
三
国
分
立
を
み
た
が
、
再
び
陸
奥
一
固
に
統
合
し
、
他
方
日
本
海
側
に
お
い
て
は
和
銅
元
年
越
後
園
出
羽
郡
が
設
け
ら



れ
、
同
五
年
出
羽
固
に
組
織
替
え
し
、
同
時
に
陸
奥
按
察
使
所
管
と
し
て
奥
羽
を
一
つ
の
広
域
行
政
体
と
し
て
按
察
使
の
も
と
に
組
織
し
た
。

陸
奥
国
医
師
は
定
員
一
人
で
あ
り
(
類
衆
三
代
格
、
巻
五
、

准
ず
と
さ
れ
(
日
本
後
紀
、
同
十
五
年
十
月
廿
二
日
)
、

廷
暦
十
七
年
六
月
廿
八
日
太
政
官
奏
)
、
官
位
は
少
目
(
従
八
位
下
相
当
)
に

ま
た
奏
任
官
で
あ
っ
た

(
類
衆
三
代
格
、
巻
四
、
仁
和
元
年
十
二
月
廿
九
日
太
政
官

符
〉
。
他
国
の
国
医
師
が
史
生
に
准
ず
る
扱
い
を
受
け
て
い
た
の
に
比
し
て
優
遇
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
出
羽
国
に
も
医
師
が
置
か
れ
て
い

た
こ
と
は
、
陰
陽
師
一
員
を
新
置
す
る
官
符
に
考
選
俸
料
は
博
士
医
師
に
准
ず
と
あ
る
に
よ
っ
て
知
れ
る
(
同
、
巻
五
、
嘉
祥
四
年
二
月
廿
一

日
)
。
両
国
医
師
の
秩
限
は
他
国
の
医
師
よ
り
一
年
早
く
五
年
で
あ
っ
た
(
三
代
実
録
、
貞
観
十
二
年
十
二
月
廿
五
日
)
。
令
制
外
給
与
で
あ
る

公
癖
稲
の
処
分
に
お
い
て
は
、
他
国
で
は
史
生
に
准
じ
て
一
分
で
あ
っ
た
の
に
対
し
陸
奥
で
は
目
に
准
じ
て
二
分
と
な

っ
て
い
た
(
延
喜
主
税

式〉。

し
か
し
陸
奥
国
に
お
い
て
天
長
八
年
五
月
、

に
〈
類
衆
国
史
、
巻
八
十
四
公
癖〉
、
医
師
だ
け
に
隈
ら
ず
全
体
的
に
辺
国
の
官
人
の
生
活
は
余
り
良
い
状
態
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ

公
癖
稲
十
三
万
東
を
加
出
挙
し
て
辺
吏
を
優
遇
す
る
と
し
た
措
置
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う

る
。
ま
た
博
物
に
つ
い
て
は
両
国
と
も
当
国
物
を
以
っ
て
給
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
(
延
喜
治
部
式
)
、

師
と
異
な
る
こ
と
多
く
、
そ
れ
は
両
国
の
地
理
的
、
政
治
的
特
殊
性
に
依
る
も
の
と
い
え
る
。

両
国
は
い
ろ
い
ろ
な
点
で
他
国
医
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次
に
鎮
守
府
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
陸
奥
に
置
か
れ
た
蝦
夷
鎮
圧
の
た
め
の
軍
事
機
関
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
陸
奥
鎮
所
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、

の
ち
鎮
守
府
と
な
り
多
賀
柵
(
城
)
に
置
か
れ
た
。
延
暦
廿
一
年
坂
上
田
村
麻
自
に
よ
っ
て
胆
沢
城
の
築
城
が
開
始
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
同
廿

二
年
中
に
鎮
守
府
は
こ
の
地
に
移
さ
れ
お
鎮
守
府
の
長
官
は
鎮
守
府
将
軍
と
呼
ば
れ
た
が
、
古
く
は
陸
奥
出
羽
按
察
使
、
陸
奥
守
が
兼
務

し
、
そ
の
下
に
鎮
守
府
が
置
か
れ
弘
仁
三
年
当
時
定
員
は
一
名
で
あ
っ
た
(
日
本
後
紀
、
四
月
二
日
〉
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
鋲
兵
之
数
減
定
」

の
結
果
、
他
官
と
同
列
に
新
た
に
定
め
ら
れ
た
員
数
で
あ
る
の
で
(
類
来
三
代
格
、
巻
五
)
、

特
に
延
暦
年

お
そ
ら
く
こ
れ
以
前
に
お
い
て
、

後
末
期
の
田
村
麻
自
に
よ
る
積
極
的
な
征
夷
作
戦
が
推
し
進
め
ら
れ
て
い
た
時
期
に
は
鋲
兵
も
多
く
、
従
っ
て
複
数
の
定
員
が
設
け
ら
れ
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
向
、
弘
仁
以
降
民
生
安
定
策
へ
と
転
換
が
な
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
鎮
守
府
官
制
の
上
に
も
改
革
整
備
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
従
来
、
鎮
守
府
官
人
に
は
遷
限
(
任
期
〉
が
な
か

っ
た
の
で
あ
る
が
、
大
同
三
年
七
月
十
六
日
勅
に
よ
り
国
司
と
同
年
限
に
定

285 



め
ら
れ
、
そ
の
際
に
医
師
の
選
限
は
八
考
と
定
め
ら
れ
た
〈
日
本
後
紀
)
。

一
般
の
国
医
師
は
分
番
勤
務
で
あ
る
が
外
長
上
扱
い
の
十
考
、

ち
神
護
景
雲
三
年
格
制
で
八
考
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
論
で
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
鎮
守
府
医
師
も
制
定
に
あ
た
っ
て
国
医
師
と
閉
じ
く
分

番
勤
務
(
外
番
上
〉
で
は
あ
っ
た
が
格
制
八
考
(
長
上
扱
い
〉
が
採
用
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
任
期
に
つ
い
て
は
先
例
五
年
で
あ
っ
た

と
こ
ろ
貞
観
八
年
十
二
月
五
日
官
符
に
よ
り
六
年
に
改
定
さ
れ
た
(
類
衆
三
代
格
、
巻
五
〉
。
任
用
に
あ
た
っ
て
は
一
般
に
鎮
守
府
官
人
は
陸

奥
国
人
を
任
ず
る
を
得
ず
と
さ
れ
、
府
医
師
は
博
士
及
び
侍
医
等
の
挙
状
を
待
ち
て
補
せ
と
あ
っ
て
(
延
喜
兵
部
式
〉
、
在
地
任
用
を
原
則
と

し
た
国
医
師
と
異
な
り
、
京
人
(
典
薬
生
及
び
薬
生
〉
任
用
を
原
則
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
公
腐
の
点
で
は
国
医
師
同
様
史
生
に
准
じ
一
分

で
あ
っ
た
。

二
、
大
宰
府
医
師
及
び
管
内
国
医
師

筑
紫
大
宰
が
み
え
る
の
は
推
古
十
七
年
(
書
紀
〉
で
あ
る
が
、
外
交
、
軍
事
的
な
役
割
を
担
っ
た
機
関
は
す
で
に
筑
紫
の
那
津
官
家
に
設
け

ら
れ
て
お
り
、
対
半
島
及
び
大
陸
に
お
け
る
緊
張
(
任
那
、
百
済
の
滅
亡
、
白
村
江
の
敗
戦
、
惰
帝
国
の
出
現
等
〉
に
対
応
し
て
機
構
の
拡
充

整
備
が
な
さ
れ
、
天
智
朝
期
に
大
宰
府
(
筑
紫
都
督
府
)
が
設
け
ら
れ
た
が
、
官
制
が
確
立
す
る
の
は
大
宝
令
か
ら
で
あ
一
旬
大
宰
府
は
「
遠

朝
廷
」
と
い
わ
れ
る
ご
と
く
西
南
諸
国
九
国
三
島
の
行
政
管
理
、
外
国
使
節
帰
化
人
の
接
待
、
防
備
等
の
い
わ
ば
朝
廷
の
代
理
出
先
機
関
と
し

て
重
き
を
な
し
た
。
従
っ
て
中
央
政
府
機
構
を
縮
小
し
た
官
人
官
街
構
成
を
と
り
、
多
く
の
官
人
を
擁
し
て
い
た
。

医
官
と
し
て
は
医
師
二
人
〈
正
八
位
上
相
当
)
が
置
か
れ
、
「
診
候
し
、
病
を
療
す
」
こ
と
を
掌
っ
た
(
官
位
、
職
員
令
〉
。
な
お
義
解
博
士

条
に
は
「
其
医
師
不
称
教
授
者
、
文
略
也
」
と
あ
り
、
集
解
釈
説
に
よ
れ
ば
「
医
師
教
諸
国
医
生
也
」
、

ま
た
朱
記
に
「
何
不
云
課
試
、
若
文

略
欺
」
と
み
え
、
医
師
の
職
掌
は
単
に
診
候
療
病
だ
け
で
は
な
く
、
医
生
を
教
授
し
課
試
す
る
こ
と
も
含
む
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。
な
お
国

医
師
は
国
医
生
を
教
授
し
諜
試
す
る
こ
と
を
職
掌
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
医
疾
令
に
明
記
さ
れ
て
い
お
v

大
宰
府
医
師
に
任
官
し
た
者

に
つ
い
て
は
管
見
で
は
、
天
平
二
年
正
月
十
三
日
大
伴
帥
旅
人
の
梅
花
の
宴
に
み
え
る
薬
師
張
氏
福
子
(
藤
原
武
智
麻
呂
伝
に
よ
れ
ば
神
亀
五 の
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年
ご
ろ
方
土
で
あ
っ
た
)
、
薬
師
高
氏
義
通
の
二
名
(
万
葉
集
、
巻
五
問
、

間
)
と
貞
観
五
年
九
月
十
五
日
賜
改
姓
真
野
臣
の
右
京
人
大
宰
医

師
正
七
位
上
民
首
方
宗
で
あ
る
(
三
代
実
録
)
。
張
氏
は
尾
張
氏
、
高
氏
は
高
橋
氏
の
略
か
と
思
わ
れ
る
が
本
姓
を
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
し
、
お
お
よ
そ
中
央
氏
族
姓
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
地
方
豪
族
層
か
ら
の
補
任
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

禄
令
に
よ
れ
ば
大
宰
府
、

壱
岐
、
対
馬
の
職
事
以
上
の
官
人
は
大
宰
府
の
官
物
を
も
っ
て
位
禄
、
季
禄
が
支
給
さ
れ
る
規
定
で
あ

っ
た
が
、

大
宰
府
医
師
に
つ
い
て
は
職
田
一
町
四
段
、
事
力
四
人
、
季
禄
と
し
て
施
二
疋
、
綿
二
屯
、
布
六
端
、
鍬
三
十
日
な
ど
の
支
給
が
あ
り
、
更
に

は
延
喜
民
部
式
に
よ
れ
ば
仕
丁
五
人
の
支
給
が
あ

っ
た
。
ま
た
公
陶
酔
に
つ

い
て
は
一
分
半
で
あ
っ
た
(
延
喜
主
税
式
)
。

宝
亀
二
年
十
二
月
廿
二
日
大
宰
府
は
次
の
よ
う
な
上
申
を
行
い
認
可
さ
れ
た
(
続
日
本
紀
〉
。

日
向
、
大
隅
、
薩
摩
及
壱
岐
、
多
禍
等
博
士
医
師
一
任
之
後
、
終
身
不
替
、
所
以
後
生
之
学
業
術
不
進
、
乞
同
朝
法
八
年
遷
替
、
以
示
千
禄

永
勧
後
学
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日
向
以
下
の
国
博
士
医
師
は
一
度
補
任
さ
れ
た
後
は
終
身
替
ら
ず
、
そ
の
た
め
後
生
の
学
が
一
向
進
ま
な
い
の
で
朝
法
(
神
亀
五
年
格
〉
と
同

じ
く
八
年
で
遷
替
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
終
身
官
を
止
め
任
期
八
年
と
し
た
の
で
あ
る
。
壱
岐
、
対
馬
に
医
師
が
初
め
て
置
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
天
平
三
年
十
二
月
十
一
日
の
こ
と
で
あ
る
(
続
紀
)
。
多
蕨
医
師
な
ど
も
お
そ
ら
く
同
じ
こ
ろ
に
置
か
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
格
に
よ
っ
て
日
向
以
下
三
国
三
島
に
国
医
師
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
知
れ
た
が
、
府
管
内
の
あ
と
の
五
国
(
筑
後
、
肥
前
、
肥

後
、
豊
前
、
豊
後
〉
に
つ
い
て
は
承
和
十
二
年
当
時
ま
で
国
医
師
は
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
続
日
本
後
紀
、
承
和
十
二
年
七
月

廿
一
日
条
に
よ
れ
ば
、
大
宰
府
管
内
の
筑
後
、
肥
前
、
肥
後
、
豊
前
、
豊
後
の
五
国
は
府
を
去
る
二
日
以
上
、
七
日
以
下
に
あ
っ
て
途
路
娘
渋
を

き
わ
め
、
吏
民
の
う
ち
頓
病
に
あ
る
者
、
府
へ
医
療
を
求
む
に
便
な
ら
ず
、
往
還
の
問
、
既
に
夫
演
を
致
す
。
こ
れ
は
医
師
が
い
な
い
た
め
で

あ
り
、
こ
こ
に
国
別
史
生
一
員
を
減
じ
て
医
師
一
人
を
置
き
、
医
師
に
は
府
下
の
得
業
生
四
人
を
以
っ
て
充
て
る
こ
と
を
請
い
、
そ
れ
に
対
し
て

勅
は
史
生
を
減
じ
典
薬
学
生
及
第
者
を
以
っ
て
補
任
す
る
と
し
た
。
こ
の
措
置
が
と
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
当
時
大
宰
大
弐
で
あ
っ
た
藤
原

衛
の
上
奏
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
文
徳
実
録
、
天
安
元
年
十
一
月
五
日
条
の
右
京
大
夫
兼
加
賀
守
正
四
位
下
藤
原
朝
臣
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衛
の
卒
伝
中
に
、
彼
は
「
所
管
九
国
二
一
附

r師
博
士
、
惣
府
所
自
任
也
、
名
実
不
副
」
と
い
う
状
態
を
李
え
て
上
奏
し
「
一
タ
之
命
得
方
、
則

存
其
生
理
、
百
年
之
身
失
術
、
則
墜
其
天
算
」
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
る
に
今
の
府
医
師
等
は
「
未
必
其
人
、
仮
名
居
位
、
三
薬
非
共
知
、

十
療
無
一
験
、
遂
使
病
門
失
望
」
で
あ
る
か
ら
急
ぎ
人
材
を
備
え
る
べ
き
こ
と
を
述
べ

、
そ
れ
が
受
容
さ
れ
て
以
後
は
典
薬
生
で
受
業
練
道
の
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者
を
抜
擢
し
て
補
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る
。
彼
は
承
和
十
四
年
秩
満
し
て
帰
京
し
た
。
五
国
の
国
医
師
が
令
制
当
初
よ
り
置
か
れ
て
い

な
か
っ
た
も
の
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
り
、
畿
内
園
医
師
が
延
暦
十
六
年
廃
さ
れ
、
弘
仁
十
二
年
に
な
っ
て
史
生
二
員
を
省
く
代
わ
り
に
博
士

医
師
が
置
か
れ
た
如
く
(
類
緊
三
代
格
、
巻
五
、
弘
仁
十
二
年
十
二
月
五
日
太
政
官
符
)
、
国
医
師
の
人
材
難
と
い
う
一
般
的
な
状
況
の
な
か

で
、
畿
内
国
医
師
が
廃
さ
れ
た
と
程
遠
か
ら
ぬ
こ
ろ
同
じ
く
廃
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
承
和
十
二
年
の
国
医
師

設
置
は
令
制
復
帰
と
考
え
ら
れ
る
。
国
医
師
の
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
期
聞
は
、
職
員
令
集
解
大
宰
府
博
士
条
に
「
今
行
事
、
遠
園
者
遺
博
士

医
師
也
、
近
国
者
学
生
等
来
大
宰
府
習
耳
」
と
あ
る
か
ら
、
大
宰
府
に
国
医
生
を
集
め
、
府
医
師
が
教
授
す
る
と
い
う
体
制
を
と
っ
て
い
た
の

で
あ
り
、
従
っ
て
医
療
も
当
然
府
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
態
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
日
向
以
下
の
遠
国
に
つ
い
て
は
府
か
ら
医
師
が
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派
遣
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
彼
ら
の
待
遇
に
つ
い
て
は
続
日
本
後
紀
、
承
和
十
二
年
六
月
七
日
条
に
前
壱
岐
嶋
医
師
外
大
初
位
下
蕨
野
勝
真

士
口
の
辞
状
を
の
せ
て
、

謹
案
格
式
、
内
番
上
者
以
六
考
為
選
限
、
外
番
上
者
以
八
考
為
選
限
、
真
士
口
在
任
之
日
全
得
六
考
、
至
子
叙
位
被
賜
外
階
、
准
拠
格
式
、
恐

有
靴
舛
者
、
府
加
覆
審
、
非
唯
真
吉
以
往
之
人
亦
尚
然
也
、
望
請
、
真
士
口
位
記
、
換
賜
内
位
、
自
今
以
後
、
大
隅
薩
摩
日
向
壱
岐
対
馬
等
国

嶋
博
士
医
師
同
准
此
例
者

と
あ
り
、
引
用
中
の
大
宰
府
奏
は
認
可
さ
れ
て
い
る
。
真
吉
の
言
う
と
こ
ろ
は
、
内
番
上
は
六
考
選
限
で
あ
り
、
外
番
上
は
八
考
選
限
で
あ
っ

て
、
自
分
が
在
任
中
は
す
べ
て
六
考
選
限
で
外
階
に
叙
せ
ら
れ
た
が
、
格
式
に
よ
れ
ば
六
考
選
限
は
内
番
上
に
准
ず
る
か
ら
内
位
へ
の
改
授
を

請
う
と
い
う
も
の
で
、
彼
の
申
請
は
承
認
さ
れ
、
大
隅
以
下
の
国
々
の
博
士
医
師
等
に
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
医
師
は
令
制
で
は

外
番
上
で
十
考
成
選
で
あ
り
、
勤
務
形
態
は
分
番
で
あ
る
が
考
叙
は
外
長
上
扱
い
と
い
う
変
則
的
な
形
で
あ
り
、
宝
亀
十
年
に
内
分
番
に
准
じ



て
六
考
成
選
と
短
縮
さ
れ
た
。
即
ち
外
番
上
勤
務
で
あ
り
な
が
ら
神
護
景
雲
三
年
格
制
の
内
分
番
六
考
成
選
が
適
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
真
土
ロ
の
辞
状
を
検
討
し
て
み
る
と
、
内
分
番
上
六
考
選
限
は
慶
雲
三
年
格
に
よ
る
と
こ
ろ
で
問
題
は
な
い
が
、
外
番
上
八
考
選
限
に
は
問
題

が
あ
る
。
野
村
氏
は
国
医
師
が
外
番
上
と
し
て
扱
わ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
と
し
て
、
外
長
上
の
誤
記
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
る
が
、

お
そ
ら
く
そ
の
通
り
と
思
わ
れ
る
。
国
医
師
の
外
番
上
勤
務
で
外
長
上
考
は
令
制
以
来
の
こ
と
で
あ
り
、
問
題
は
宝
亀
十
年
格
に
よ
る
変
更
が

考
叙
に
あ
た
っ
て
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
お
き
た
ト
ラ
.
フ
ル
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
延
喜
式
部
式
で
は
日
向
大
隅
薩
摩
壱
岐
対
馬
等
国

嶋
博
士
医
師
は
大
学
典
薬
生
に
准
じ
て
才
を
試
み
、
大
宰
府
が
補
任
し
六
考
を
以
っ
て
遷
替
、
内
位
に
叙
す
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
六
国
学
生

医
生
は
皆
大
宰
府
に
集
め
て
分
業
教
習
さ
せ
る
と
あ
る
。
天
応
元
年
三
月
八
日
太
政
官
符
(
類
爽
三
代
格
、
巻
十
五
〉
に
よ
れ
ば
、
府
の
学
校

に
は
六
国
学
生
医
生
算
生
合
わ
せ
て
二
百
余
人
が
お
り
、
得
役
は
免
除
さ
れ
て
い
た
が
「
無
賞
勧
人
」
と
い
う
こ
と
か
ら
毎
国
に
回
四
町
を
置

き
、
二
町
は
明
経
秀
才
、
ニ
町
は
医
算
優
長
者
に
賜
う
と
い
う
勧
学
田
を
設
け
た
と
あ
る
。
だ
が
「
名
を
仮
り
位
に
居
る
」
と
こ
ろ
の
医
師
が

多
く
、
実
が
上
が
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
既
述
の
通
り
で
あ
る
。
貞
観
十
八
年
五
月
廿
一
日
の
太
政
官
符
(
類
築
三
代
格
、
巻
十
五
)
は
薩
摩
国

解
を
伝
え
る
大
宰
府
解
で
あ
る
が
、
当
国
の
学
生
は
員
あ
れ
ど
も
勧
学
の
心
な
く
、
そ
れ
は
国
堺
謹
遠
に
し
て
往
還
に
煩
い
多
く
、
官
粗
絶
乏
、

常
は
飢
苦
を
患
う
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
日
向
大
隅
等
国
の
例
に
准
じ
て
勧
学
料
十
町
(
学
生
料
五
町
、
薬
生
料
五
町
)
を
割
き
置
く
こ
と
を

請
い
、
承
認
を
う
け
て
い
る
。
律
令
制
的
税
体
制
の
破
綻
は
ま
ず
中
下
級
官
入
居
の
給
与
、
そ
し
て
各
官
街
の
財
政
の
上
に
大
き
な
重
荷
を
負
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わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
地
方
国
街
と
て
同
様
な
事
情
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
財
源
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
運
営
を
は
か
る
動
き

が
、
特
に
九
世
紀
半
ば
以
降
顕
著
な
も
の
と
な
る
が
(
弘
仁
十
四
年
大
宰
府
官
回
、
元
慶
三
年
畿
内
官
田
な
ど
て
地
方
の
中
下
級
事
務
官
人
の

養
成
機
関
で
あ
る
国
学
に
所
属
す
る
と
こ
ろ
の
学
生
、
国
医
師
養
成
の
そ
れ
に
属
す
る
医
生
は
地
方
行
政
を
円
滑
に
進
め
る
上
に
不
可
欠
な
も

の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
勧
学
田
を
設
け
、
そ
の
地
子
を
も
っ
て
財
源
に
あ
て
た
の
で
あ
る
。

大
宰
府
医
師
及
び
管
圏
内
の
医
師
の
活
動
を
示
す
史
料
は
数
え
る
ほ
ど
し
か
な
く
、
天
平
八
年
正
税
出
挙
収
納
や
賑
給
等
の
た
め
国
医
師
の

部
内
巡
行
を
み
て
い
る
が
(
大
日
本
古
文
書
、
巻
二
、
薩
摩
国
正
税
帳
)
、

こ
れ
は
天
平
七
年
こ
ろ
よ
り
数
年
間
に
わ
た
っ
て
猛
威
を
ふ
る
っ
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た
疾
病
流
行
に
伴
う
救
療
活
動
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
承
和
元
年
二
月
二
日
に
は
新
羅
人
等
が
大
宰
の
海
岸
に
漂
着
し
た
と
こ
ろ
百
姓
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ら
に
乱
暴
さ
れ
て
傷
つ
き
、
た
め
に
大
宰
府
医
師
が
現
地
に
派
遣
さ
れ
、
医
療
及
び
給
糧
に
あ
た
っ
た
と
あ
る
(
続
日
本
後
紀
)
。
そ
の

他、

具
体
的
な
こ
と
は
知
り
え
な
い
が
、
疾
病
流
行
に
あ
た
っ
て
は
「
医
薬
を
給
し
、
救
療
せ
し
む
」
と
い
っ
た
記
載
は
国
史
に
多
く
見
ら
れ
、

た
貢
調
脚
夫
ら
の
路
に
あ
っ
て
飢
病
に
あ
る
者
に
対
し
て
は
「
郡
国
官
司
、
存
情
相
救
、
其
医
療
供
給
、

ま

一
依
法
令
」
と
い
っ
た
勅
〈
日
本
後

紀
、
延
暦
廿
四
年
四
月
四
日
条
)
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
業
務
は
国
医
師
が
行
い
、
そ
の
財
源
と
し
て
出
挙
正
税
公
閥
解
雑
稲
中
の
薬

分
料
が
使
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
(
延
喜
主
税
式
)
。

薬
種
に
つ
い
て
は
諸
国
貢
進
年
雑
薬
(
延
喜
典
薬
式
)
を
み
れ
ば
、
諸
国
の
雑
薬
供
給
量
が
知
れ
る
が
、
各
国
に
お
い
て
は
独
自
の
薬
園
を

も
っ
て
い
て
そ
こ
か
ら
進
め
る
と
い
う
よ
り
は
、

雑
衝
を
も
っ
て
近
隣
の
山
野
よ
り
採
収
し
た
も
の
を
(
医
疾
令
)
、

ま
た
は
市
に
て
買
上
げ

た
も
の
を
貢
進
し
た
よ
う
で
あ
り
、
採
備
薬
種
の
責
任
は
国
医
師
に
あ
っ
た
(
続
日
本
後
紀
、
承
和
五
年
六
月
八
日
勅
、
応
拘
留
医
師
公
癖

事
〉
。
貢
進
雑
薬
は
四
度
使
の
一
つ
で
あ
る
貢
調
使
に
付
さ
れ
(
大
宰
府
か
ら
は
別
貢
使
に
付
し
て
〉
直
接
典
薬
寮
へ
送
ら
れ
、

検
収
を
う
け
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た
後
に
返
抄
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
(
延
喜
典
薬
式
)
、

そ
の
際
の
運
送
稿
夫
に
対
し
て
は
路
粗
が
支
給
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
て

い
た
(
延
喜
民
部
式
〉
。
な
お
、
大
宰
府
は
独
自
な
薬
園
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
延
喜
民
部
式
に
「
(
大
宰
府
)
薬
園
駈
使
廿
人
」
と
み
え
る
と

こ
ろ
か
ら
知
れ
る
。

、
国
医
師
の
国
衝
に
お
け
る
位
置

国
医
師
が
国
街
職
員
の
一
員
で
あ
る
こ
と
に
は
ま
ち
が
い
な
い
が
、
国
司
と
総
称
さ
れ
る
も
の
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
問
題
が

(
刊
)

あ
る
。
か
つ
て
曽
我
部
静
雄
氏
は
「
国
司
に
包
含
さ
れ
る
職
員
の
範
囲
」
と
い
う
論
文
の
中
で
、
史
生
な
ど
の
雑
任
は
官
人
で
は
な
い
が
官
人

に
准
じ
て
取
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
史
生
を
以
っ
て
准
官
人
と
し
て
大
き
く
分
類
す
る
場
合
に
は
国
司
の
中
に
入
れ
て
も
よ
ろ
し
い
と
し
、

国
司
の
構
成
員
を
厳
密
に
解
釈
す
れ
ば
、
官
人
の
守
、
介
、

嫁
、
目
だ
け
を
含
む
も
の
と
な
る
が
、
大
ま
か
に
言
え
ば
雑
任
で
あ
る
史
生
ま
で



含
め
て
も
よ
ろ
し
い
と
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
国
医
師
は
国
街
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
養
老
儀
制
令
の
「
遇

本
国
司
」
条
に
み
え
る
国
司
に
対
す
る
明
法
家
の
解
釈
と
し
て
、
古
記
は
目
以
上
で
あ
る
と
し
、
義
解
及
び
穴
記
は
史
生
以
上
で
あ
る
と
し
、

朱
記
は
医
師
博
士
ま
で
も
含
め
る
と
い
う
三
種
の
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
個
々
の
具
体
的
な
例
を
通
し
て
検
討
を
し
て
み
る
こ
と
に
し
ょ

〉
円
ノ
。

養
老
選
叙
令
国
博
士
条
に
は
国
医
師
の
在
地
任
用
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
考
限
叙
法
及
び
准
折
に
つ
い
て
は
郡
司
に
閉
じ
と
し
て
い
る
。

他
方
、
続
紀
和
銅
元
年
四
月
十
一
日
条
で
は
京
人
の
国
医
師
の
考
選
は
史
生
に
准
ず
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
同
天
平
宝
字
元
年
十
月
十
一
日
条

の
公
解
処
分
式
に
つ
い
て
は
史
生
に
准
ず
と
さ
れ
、
三
代
実
録
貞
観
四
年
三
月
廿
日
条
で
は
非
受
業
医
師
は
史
生
に
准
じ
て
解
由
を
責
う
と
さ

れ
、
延
喜
交
替
式
に
お
い
て
は
国
医
師
は
史
生
に
准
じ
解
由
を
責
う
と
み
え
る
。
ま
た
、
調
席
未
進
に
対
す
る
処
置
と
し
て
公
解
没
収
と
い
う

強
硬
策
が
と
ら
れ
た
が
、
三
代
実
録
貞
観
六
年
十
二
月
十
四
日
条
を
み
る
と
、
博
士
医
師
は

「
従
事
同
於
史
生
、
何
独
保
其
俸
料
」
と
し
て
非

受
業
、
準
任
国
医
師
博
士
に
つ
い
て
は
公
癖
没
収
す
る
こ
と
に
決
め
ら
れ
、
同
十
七
年
に
至
っ
て
受
業
の
国
医
師
の
公
癖
も
未
進
数
に
応
じ
て

( 85 ) 

没
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
任
用
の
点
に
つ
い
て
み
る
と
、
延
喜
式
部
式
に
み
る
よ
う
に
史
生
は
雑
任
で
あ
る
と
は
い
え
、
四
等
官

と
同
じ
く
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
る
京
人
で
あ
り
、
他
方
、
国
医
師
は
在
地
か
ら
の
任
用
を
原
則
と
し
、
適
材
の
い
な
い
場
合
及
び
非
受
業
国
医

師
の
場
合
、
京
人
が
任
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
み
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
、
国
医
師
は
史
生
に
准
ず
る
扱
い
を
受
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、

か
と
い
っ
て
全
く
同
じ
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
公

O
没
収
に
至
る
経
過
に
お
い
て
み
た
よ
う
に
、
ま
た
任
用
の
点
に
お
い
て
相
違
を
み
せ
て
い
る
。
従
っ
て
曽
我
部
氏
論
に
付
足
し
て

い
う
な
ら
ば
、
国
医
師
は
史
生
と
同
じ
く
雑
任
官
で
あ
り
、
広
い
意
味
の
国
司
の
範
囲
に
入
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
他
の
国
司
と
異
な
り

土
着
性
を
本
来
的
に
も
っ
た
官
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
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文
(
1〉

(

2

)

 

(
3〉

(

4

)

 

(
5〉

(
6
)
 

献『
古
代
国
家
と
辺
境
』
高
橋
富
雄
、
岩
波
講
座
、
日
本
歴
史
、
三
、
頁
一
一
一
一
一
一

右
同
、
頁
二
四
人
|
二
五

O

『
古
代
東
北
の
開
拓
』
新
野
直
吉
、
頁
一

O
一

右
問
、
頁
二
一
九

右
問
、
頁
二
四
四

『
大
宰
府
の
淵
源
考
』
波
多
野
腕
三
、
日
本
歴
史
七
二

『
古
代
の
日
本
』
三
、
鏡
山
猛
、
田
村
円
澄
編
、
頁
一
九
一
以
下
参
照

(

7

)

医
疾
令
(
職
員
令
集
解
国
博
士
条
、
同
摂
津
職
大
夫
条
所
引
)
に
よ
れ
ば
、
国
医
師
は
医
方
を
教
授
し
、
及
び
生
徒
の
課
業
年
限
は
並
べ
て
典
聖
祭

の
教
習
法
に
准
ぜ
よ
。
そ
の
余
の
雑
治
も
行
用
に
効
あ
ら
ば
ま
た
兼
習
せ
よ
と
あ
り
、
ま
た
国
医
生
は
月
毎
に
医
師
試
み
よ
。
年
の
終
り
に
国
司
対
試

せ
よ
。
並
べ
て
明
ら
か
に
優
劣
を
定
め
、
試
に
通
ぜ
ざ
る
も
の
あ
ら
ば
状
に
随
い
て
罪
を
科
せ
、
若
し
師
の
教
え
に
し
た
が
わ
ず
、
し
ば
し
ば
あ
や
ま

ち
を
犯
し
、
及
び
課
業
を
充
た
ず
、
終
に
長
く
進
む
こ
と
な
き
は
事
に
随
い
て
解
き
し
り
ぞ
け
、
即
ち
替
り
の
人
を
立
て
よ
と
あ
る
。
ま
た
国
医
生
で

業
術
優
長
に
し
て
情
に
入
り
て
仕
え
ん
と
願
は
ば
、
本
国
は
共
さ
に
芸
能
を
述
べ
て
太
政
官
に
申
送
せ
よ
と
み
え
る
。
な
お
、
医
生
の
員
数
は
大
国
十

人
、
上
国
八
人
、
中
国
六
人
、
下
国
四
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
養
成
機
関
は
方
八
町
乃
至
六
町
の
国
府
域
内
に
存
し
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。
国
医
生

の
実
態
に
つ
い
て
は
史
料
約
制
約
か
ら
不
詳
で
あ
る
が
、
『
摂
津
国
大
計
帳
案
』
ハ
平
安
遺
文
、
補
M
H

号
〉
に
「
医
生
正
了
」
と
あ
り
、
医
生
の
出
自
の

一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
8
)

九
国
三
島
が
九
国
二
島
に
な
っ
た
の
は
天
長
元
年
の
こ
と
で
、
多
O
島
が
大
隣
国
に
隷
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

(
9
〉
『
律
令
官
人
制
の
研
究
』
野
村
忠
夫
、
頁
二
三
六

(叩
〉
日
本
歴
史
、
一
五
四
号

292 ( 86 ) 

(
県
立
津
久
井
高
校
教
諭
〉



on Physicians of the Remote Areas of the Country 

-A  Study of Ancient MぼlicalHistory in ]apan-part 4 

Taku Sl丑NMURA

In former times the Tohoku and the Kyushu districts were known as the most remote places of the country， 

and those places were developed by the local clans and immigrants from the central areas. 

It was a matter of course that the government administered in those areas in a di汀erentway from the central 

parts and took great interest in the medical service. 

The country physicians (Kuni-ishi) used to be trained in the local districts and gave medical care there. 

However， at the strategic bases in the Tohoku district， they used to be sent from the central areas. Those 

dispatched physicians were better trained than the ones from the local districts. 

Dazaiju， the 0伍ceat the gateway to the continent， was the most important among local agencies of the 

central government. The country physicians of Dazaifu were also better educated. Dazaifu had a training center 

of physicians and sent trained physicians to all places in Kyushu. 

(
ド
∞
〉

的
自

N



日
本
医
史
学
雑
詑
二
十
二
巻
三
号

昭
和
五
十
一
年
七
月
三
十
日
発
行

昭
和
五
十
二
牛
一
月
二
十
六
日
受
付
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西
説
内
科
撰
要
に
つ
い
て

(
八
・
完
)

大

滝

議己

雄

49 

尿

崩

篇

大
使
に
軟
使
、
下
痢
、
乳
際
利
の
三
種
類
の
区
別
が
あ
る
よ
う
に
、

〈

2
5〉
乳
庚
尿

Oz--回

〈

ロ

S
Z
5〉
の
三
種
が
あ
る
。
多
尿
と
は
正
常
尿
の
量
の
多
い
こ
と
で
、

小
便
に
も
多
尿
ぐ
主
主
包

2
8
尿
崩
】
M
F

恒三

oa(己
円
吉
田
n
H
1
3
2
c
'

尿
崩
と
は
多
量
の
腐
敗
し
た
稀
薄
液
が

( 88 ) 

尿
中
に
で
る
の
を
い
う
。
乳
康
尿
と
は
乳
擦
が
尿
中
に
で
る
の
を
い
う
。

水
分
を
多
量
に
摂
取
し
、

皮
膚
か
ら
で
る
蒸
発
気
す
な
わ
ち
勢
不
感
蒸
散
が
減
少
す
れ
ば
、
血
中
の
液
は
う
す
く
な
る
。
尿
量
が
多
く
な
る

の
は
好
都
合
だ
が
、
多
飲
す
れ
ば
尿
路
だ
け
で
な
く
、
全
身
が
衰
弱
す
る
。
ま
た
、
浮
腫
が
あ
る
さ
い
多
尿
な
の
は
善
徴
で
あ
る
。

こ
と
は
な
く
、

健
康
体
で
は
腎
に
ま
翁
合
摂
持
す
る
性
力

E
ロ
g
r
r
s
E
m
関

E
n
E
が
あ
る
た
め
、

余
分
の
血
液
は
腎
静
脈
に
帰
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
翁
合
摂
持
の
性
力
が
失
わ
れ
る
と
、

血
液
が
腎
へ
運
行
し
て
も
、
尿
が
で
す
ぎ
る
と
い
う

多
量
の
尿
が
尿
道
に
流
れ
で
て
、

尿
崩
の
症
状
を
呈
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
翁
合
摂
持
の
性
力
と
は
腎
に
お
け
る
尿
生
成
の
生
理
を
意
味
す
る
よ
う
で
、
「
西
説
」
で
は
前
項

尿
血
篇
で
示
し
た
よ
う
に
「
解
体
新
書
」
に
も
と

e
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
「
増
訂
」
で
は
さ
ら
に
す
す
ん
で
次
の
よ
う
に
細
字
で
説
明
さ
れ
て
い

* 
日
本
医
史
学
雑
誌
一
九
巻
二
号
、
西
説
内
科
撰
要
に
つ
い
て
(
二
)
一
七
二
頁

現
在
の
生
理
学
で
解
明
さ
れ
て
い
る
糸
球
体
や
尿
細
管
の
観
念
は
ま
だ
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
が
、

仏

E
2
が
こ
の
翁
合
力
と
一
脈
相
通
じ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。

遠
位
尿
細
管
に
つ
づ
く
集
合
管
。
。
--
伺
n
E悶

* * 



る。
動
脈
の
大
幹
が
支
別
し
て
腎
に
循
行
す
れ
ば
腎
動
脈
と
な
り
、
静
脈
の
大
幹
が
支
別
し
て
腎
に
循
行
ず
れ
ば
腎
静
脈
と
な
る
。
腎
動
脈
の
血

が
腎
に
運
行
す
る
と
、
腎
は
こ
れ
を
分
利
し
て
尿
を
と
り
だ
し
、
腎
孟
に
集
合
し
て
輸
尿
管
に
送
る
。
残
り
の
血
液
は
腎
静
脈
に
戻
り
静
脈
大

幹
に
帰
る
。

ま
た
、
壊
液
に
よ
っ
て
お
こ
っ
た
尿
崩
は
漢
医
の
い
わ
ゆ
る
消
渇
(
シ
ョ
ウ
カ
チ
〉
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

尿
崩
の
治
療
は
利
尿
薬
に
よ
る
が
よ
い
。
小
児
や
婦
人
、
長
い
病
気
な
ど
に
さ
い
し
て
お
こ
る
腎
の
弛
弱
に
よ
る
尿
崩
は
そ
れ
ぞ
れ
の
原
因

に
従
っ
て
、
身
体
を
強
壮
に
す
る
薬
剤
を
用
い
る
と
よ
い
と
説
明
し
て
い
る
。

50 

尿

問
削

同
日

n
y
Z円
F
N
W

51 

淋

漉
∞
円
円
何
百
四
E
E

52 

( 89 ) 

53 

小
便
不
利

U
3
5
3

小
便
失
禁

F
8
2
5
8
E

右
の
四
項
目
は
い
ず
れ
も
尿
の
で
に
く
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
排
尿
困
難
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
原
因
も
症
状
も
大
へ
ん
よ
く
似
て
い
る
。
印

尿
聞
は
尿
が
で
な
い
こ
と
で
後
三
者
と
区
別
さ
れ
る
。
日
小
便
失
禁
は
尿
が
た
ら
た
ら
で
る
、
す
な
わ
ち
、
思
わ
ず
洩
れ
る
状
態
で
、
意
識
的

に
排
尿
を
制
止
で
き
な
い
状
態
を
さ
す
。
日
と
臼
は
現
在
の
概
念
で
も
ほ
と
ん
ど
区
別
し
難
い
が
、
強
い
て
区
別
す
る
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
な

ろ
う
。

∞

同

同

1
2
m
E
E
H
回
門
門
担
口
市
山
口
ミ
排
尿
に
時
間
が
か
か
り
、
痛
み
が
あ
る
。
尿
道
や
跨
脱
の
産
療
に
よ
っ
て
お
こ
る
。

ロ
ヨ
己
江
田
・
排
尿
痛
が
あ
る
か
、

ま
た
は
排
尿
困
難
の
こ
と
で
あ
る
。

295 



50 

原

閉

篇

296 

健
康
体
に
あ
っ
て
は
血
中
に
無
用
の
廃
液
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
腎
の
機
能
に
よ
り
こ
れ
を
血
中
か
ら
分
泌
し
て
跨
脱
に
送
り
、
尿
道
よ
り

体
外
に
排
世
す
る
。
す
な
わ
ち
、
体
内
に
無
用
の
廃
液
を
停
滞
さ
せ
な
い
こ
と
が
健
康
を
保
つ
上
に
必
要
で
あ
る
。
若
し
小
水
の
分
利
(
尿
の

生
成
〉
が
妨
げ
ら
れ
た
り
、
尿
路
に
変
化
が
あ
る
と
尿
は
で
な
く
な
る
。
こ
れ
を
尿
聞
と
名
付
け
る
。

尿
の
生
成
が
腎
の
官
能
(
機
能
〉
に
よ
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

産
車
や
筋
麻
痔
が
お
こ
り
、
こ
れ
が
腎
に
波
及
す
る
と
尿
聞
が
お
こ
る
。
こ
れ
は
恰
も
授
乳
し
て
い
る
婦
人
が
こ
れ
ら
の
病
気
に
か
か
る
と

乳
汁
の
分
泌
が
と
ま
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

昏
睡
の
さ
い
は
身
体
が
冷
え
る
か
ら
尿
聞
が
お
こ
る
。
腎
炎
で
も
尿
聞
が
お
こ
る
。
後
者
の
場
合
は
刺
絡
ま
た
は
下
剤
を
試
み
る
の
が
よ

し、。

「
増
訂
」
で
は
原
著
者
の
あ
ら
わ
し
た
「
癌
科
精
選
」
が
引
用
さ
れ
説
明
さ
れ
て
い
る
。

腎
で
作
ら
れ
た
尿
は
輸
尿
管
、
勝
脱
、
尿
道
を
経
て
体
外
に
排
世
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
長
途
の
う
ち
ど
こ
か
に
結
石
、
凝
血
、

( 90 ) 

膿
等
が
つ
ま
る
と
尿
聞
が
お
こ
る
。
こ
の
さ
い
は
#
カ
テ
l
テ
ル
す
な
わ
ち
測
胞
子
を
用
い
る
が
よ
い
。

尿
聞
は
次
の
よ
う
な
場
合
に
お
こ
る
。
す
な
わ
ち
、
尿
路
の
近
傍
に
搭
傷
を
生
じ
た
り
、
腫
脹
し
た
り
し
て
尿
路
が
圧
迫
さ
れ
る
か
、
尿
道

内
に
息
肉
を
生
じ
た
り
、
精
キ
リ
l
ル
〈
撰
護
腺
す
な
わ
ち
前
立
腹
〉
が
肥
大
し
た
場
合
で
あ
る
。
ま
た
、
男
子
で
は
直
腸
、
女
子
で
は
腔
が

腫
脹
し
た
り
、
妊
娠
な
ど
の
原
因
で
尿
路
が
圧
迫
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。

治
療
は
そ
れ
ぞ
れ
原
病
に
よ
っ
て
異
な
る
。

* 
日
本
医
史
学
雑
誌
一
九
巻
二
号
、
西
説
内
科
撰
要
に
つ
い
て
つ
一
〉
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淋

涯

篇

腎
で
は
常
に
小
水
を
分
利
し
、
輸
尿
管
よ
り
少
し
づ
っ
間
断
な
く
尿
が
蹄
脱
に
入
る
。
そ
し
て
勝
脱
が
充
満
す
る
と
排
尿
す
る
。
若
し
病
気



が
あ
る
と
勝
脱
が
充
満
し
な
い
で
も
淋
涯
が
お
こ
る
。
恰
も
後
重
努
責
(
褒
急
後
重
)
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
小
便
は
で
る
に

は
で
る
が
、
た
ら
た
ら
程
度
で
気
も
ち
ょ
く
で
な
い
。
尿
道
に
熱
感
を
覚
え
る
の
を
熱
尿
と
い
う
。

淋
漉
の
原
因
は
第
一
に
膳
肱
に
結
石
が
あ
る
場
合
に
多
い
。
漢
方
医
の
い
う
石
淋
、
淋
砂
と
名
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

第
二
に
尿
道
に
粘
滑
液
が
不
足
す
る
と
淋
躍
が
お
こ
る
。
こ
の
さ
い
は
利
尿
剤
を
用
い
る
か
、
ビ
ー
ル
を
多
飲
す
る
と
よ

い
。

淋
涯
の
第
三
の
原
因
と
し
て
腐
敗
液
、
腐
敗
胆
汁
、

ロ
ー
ス
雄
一
寸
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
熱
尿
、
来
、
尿
の
説
明
が
さ
れ
て
い
る
が
、
現

在
の
医
学
概
念
と
は
全
く
か
け
離
れ
、
理
解
で
き
な
い
点
が
多
い
。
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小
便
不
利
篇

小
便
不
利
に
は
二
種
類
が
あ
る
。

第
一
一
は
尿
聞
の
軽
度
の
も
の
。
す
な
わ
ち
全
く
尿
が
で
な
い
わ
け
で
は
な
く
、

( 91 ) 

い
く
ら
か
づ
つ
で
る
。

第
二
は
排
尿
時
の
疹
痛
で
あ
る
。
こ
の
疹
痛
は
灼
熱
感
で
あ
る
。

53 

小
便
失
禁
篇

跨
脱
に
小
水
が
溜
ま
る
と
、
跨
脱
の
知
覚
に
よ
っ
て
尿
意
が
お
こ
り
小
水
が
で
る
。
勝
脱
が
充
満
し
て
尿
の
で
る
の
は
正
常
だ
が
、
意
識
的

で
な
く
思
わ
ず
小
水
の
で
る
の
を
小
便
失
禁
と
名
付
け
る
。
そ
の
原
因
は
結
石
、
難
産
、
妊
娠
等
で
あ
る
。

健
康
体
で
も
睡
眠
中
に
遺
尿
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
跨
脱
活
約
筋
が
麻
痔
し
て
お
こ
る
こ
と
も
あ
る
。
治
療
法
は
病
気
の
原
因
に
よ
っ

て
異
な
る
。

以
上
で
病
属
尿
道
す
な
わ
ち
泌
尿
器
鮪
が
終
わ
り
、
最
後
の
二
篇
は
病
発
皮
表
す
な
わ
ち
皮
膚
科
篇
で
あ
る
。
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痘

箔

篇
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痘
癒
は
他
の
稽
留
熱
の
よ
う
に
悪
寒
戦
傑
が
先
行
し
て
発
熱
す
る
。
そ
れ
が
三
、
四
日
す
る
と
顔
か
ら
身
体
の
皮
膚
に
か
け
て
紅
点
を
発
す

る
。
七
日
で
膿
姉
と
な
り
、
十
四
日
で
乾
摘
を
形
成
す
る
。

痘
搭
の
診
察
法

痘
搭
が
流
行
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
年
齢
は
ど
う
か
、
患
者
が
痘
搭
躍
患
者
の
側
に
い
た
か
ど
う
か
等
に
注
意
す
る
こ
と
。

痘
の
順
逆

春
に
か
か
る
痘
痛
は
順
痘
で
あ
り
、
軽
症
す
な
わ
ち
良
性
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
冬
に
か
か
る
痘
搭
は
逆
痘
、
す
な
わ
ち
悪
性
、
重
症
で

あ
る
。痘

の
病
原

で
は
プ
カ
ン
の
内
科
書
が
引
用
さ
れ
痘
癌
の
伝
染
力
の
強
さ
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
西
説
」

( 92 ) 

こ
れ
に
は
三
種
あ
る
。
第
一
は
天
行
の
毒
気
に
ふ
れ
て
本
症
に
か
か
る
場
合
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
時
代
に
は
痘
癒
ビ

ー
ル
ス
の
概
念
は

分
っ
て
い
な
か
っ
た
。
第
二
は
痘
箔
患
者
よ
り
の
伝
染
で
あ
る
。
第
三
は
種
痘
を
実
施
し
た
た
め
に
本
症
に
か
か
る
場
合
で
あ
る
。

痘
に
か
か
る
年
齢

大
部
分
は
痘
搭
未
感
染
の
小
児
が
か
か
る
。
大
人
が
か
か
る
の
は
稀
だ
が
、
若
し
か
与
れ
ば
重
症
で
あ
る
。

一
度
か
‘
ふ
れ
ば
二
度
か
与
る
こ

と
は
先
ず
な
い
と
現
在
の
免
疫
の
観
念
を
示
唆
し
て
い
る
。

病
毒
論

痘
毒
が
身
体
内
に
入
れ
ば
生
気
の
運
行
が
盛
ん
に
な
り
、
毒
を
排
出
征
服
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
う
ま
く
い
か
な
い
時
は
、

一
種
の
液
が

作
ら
れ
毒
は
駆
除
さ
れ
る
。
こ
の
液
が
す
な
わ
ち
膿
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
生
気
論
に
よ
る
仮
説
的
理
屈
で
あ
る
。

痘
の
善
悪



順
痘
は
七
日
で
化
膿
、
十
一
日
で
乾
姉
、
十
四
日
で
落
抗
す
る
。
逆
痘
は
二
、
三
日
で
水
掘
を
生
じ
、
間
も
な
く
痘
は
こ
げ
茶
色
な
い
し
黒

色
と
な
る
。
後
者
は
悪
性
だ
か
ら
死
を
免
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。

痘
の
発
熱

痘
癒
の
さ
い
に
熱
発
す
る
の
は
、
痘
毒
が
体
内
を
刺
激
す
る
た
め
に
、
自
然
の
治
癒
力
に
よ
り
、
生
気
の
運
行
を
増
す
た
め
に
生
ず
る
も
の

で
あ
る
。
膿
が
ま
さ
に
熱
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
は
微
熱
と
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
い
つ
ま
で
も
高
熱
が
稽
留
す
る
の
は
危
険
な
症
状
で
あ

る。
痘
の
播
場

小
児
は
感
動
し
や
す
い
た
め
描
揚
(
産
箪
〉
が
お
こ
っ
て
も
余
り
心
配
す
る
必
要
は
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て
大
人
の
播
揚
は
危
険
で
あ
る
。

痘
の
詰
妄

痘
搭
に
か
与
っ
て
熱
が
出
始
め
た
と
き
、
諮
妄
を
発
す
る
の
は
生
気
の
運
行
が
さ
か
ん
で
、
脳
を
刺
激
し
た
た
め
に
お
こ
る
の
だ
か
ら
、
刺

( 93 ) 

絡
か
下
剤
を
用
い
て
抑
制
す
べ
き
で
あ
る
。
病
状
が
す
L

み
膿
が
で
て
か
ら
諮
妄
を
お
こ
す
の
は
、
痘
の
毒
が
脳
に
昇
っ
た
証
拠
だ
か
ら
、
最

早
や
手
遅
れ
で
大
抵
死
ぬ
。

痘
の
下
痢

痘
宿
の
さ
い
は
液
体
が
表
皮
に
で
て
化
膿
す
る
た
め
、
便
は
秘
結
す
る
の
が
原
別
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
下
痢
は
有
害
、
危
険
の
症
で
あ

る。
痘
の
血
症

病
初
の
血
症
は
あ
ま
り
問
題
で
な
い
が
、
発
痘
後
の
血
症
は
危
険
で
あ
る
。
発
病
十
一

日
目
に
、
あ
る
婦
人
が
月
経
に
な

っ
た
が
、
こ
れ
は

血
液
が
腐
敗
、
崩
壊
し
た
た
め
で
、
明
ら
か
に
死
症
で
あ
っ
た
。

血
症
は
原
著
で
は

巴
o
a
E
m
出
血
の
意
、

「
増
訂
」
の
注
に
「
初
熱
ノ
卿
血
ハ

利
益
ア
リ
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
を
み
て
も
、
体
内
か
ら
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の
す
べ

て
の
出
血
を
意
味
す
る
よ
う
で
あ
る
。

300 

痘
の
治
法

熱
病
の
治
療
法
と
同
じ
で
、
自
然
治
癒
に
し
た
が
う
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
他
一
般
的
対
症
療
法
が
記
さ
れ
て
い
る
。

看
待
摂
養
の
法
(
痘
癒
患
者
看
護
法
)

医
師
の
直
接
の
仕
事
で
は
な
い
が
、
患
家
の
看
護
人
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
か
ら
と
断
り
書
き
が
し
て
あ
る
。
衛
生
、
食
餌
療
法
が
説
、
か

れ
、
伝
染
に
も
触
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
痘
癒
篇
は
生
気
論
的
な
勝
手
な
解
釈
で
は
あ
る
が
、
き
わ
め
て
懇
切
丁
ね
い
に
十
八
章
、
十
二
丁
に
わ
た
っ
て
解
説
さ
れ
て

い
る
。
現
在
で
は
南
方
諸
地
域
は
別
と
し
て
、
文
明
先
進
国
で
は
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
痘
癒
も
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
で

は
、
き
わ
め
て
多
発
し
、
し
か
も
死
亡
率
の
高
い
重
大
な
病
気
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

( 94 ) 

こ
れ
に
反
し
、
死
亡
率
の
点
で
は
問
題
に
な
ら
な
い
が
、
現
在
で
も
全
世
界
的
に
多
発
す
る
麻
疹
は
わ
ず
か
二
章
、

一
丁
の
記
事
に
と
X

ま

っ
て
い
る
。

55 

麻

疹

篇

麻
疹
の
流
行
の
状
態
、
患
者
の
年
齢
、
お
よ
び
症
状
は
い
ず
れ
も
痘
磨
と
ひ
じ
よ
う
に
よ
く
似
て
い
る
の
で
、
初
発
症
状
で
は
両
者
は
ほ
と

ん
ど
区
別
し
に
く
い
。

痘
疹
は
麻
疹
に
比
し
て
硬
く
皮
膚
に
隆
起
す
る
。
ま
た
、
麻
疹
は
第
八
病
日
噴
熱
が
下
が
る
と
共
に
発
疹
も
消
失
し
、
ぬ
か
の
よ
う
な
姉
屑

を
残
す
だ
け
と
な
る
。

麻
疹
の
病
毒
も
痘
搭
の
毒
と
同
じ
よ
う
で
血
中
に
混
じ
る
。
し
か
し
、
生
気
の
運
行
に
よ
り
こ
れ
を
皮
膚
か
ら
揮
発
さ
せ
る
こ
と
が
簡
単
に



で
き
て
、
下
熱
も
痘
癌
に
比
し
て
早
い
。

麻
疹
の
治
療
法
は
深
く
考
え
な
く
て
よ
い
。
生
気
の
運
行
に
よ
り
自
然
に
治
癒
す
る
。
食
養
生
な
ど
は
痘
癒
の
場
合
を
見
習
え
ば
よ
い
。

以
上
で
西
説
内
科
撰
要
十
八
巻
五
十
五
篇
の
内
容
す
べ
て
に
つ
い
て
の
ひ
と
通
り
の
説
明
を
終
わ
る
。
増
補
重
訂
内
科
撰
要
は
さ
ら
に
九
篇

を
追
加
し
た
六
十
四
篇
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
の
は
最
初
に
書
い
た
と
お
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
西
説
内
科
撰
要
第
十
八
巻
の
末
尾
に
は
後
序
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
一
巻
の
序
文
は
多
く
の
医
史
学
蓄
に
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ

る
が
、
後
序
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
記
載
を
み
な
い
の
で
、
そ
の
全
文
を
掲
げ
て
お
く
。

大
意
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

西
洋
の
オ
ラ
ン
ダ
は
日
本
か
ら
十
万
余
里
も
離
れ
て
い
て
、
言
語
も
文
字
も
ち
が
い
、
そ
の
様
子
は
知
り
に
く
い
が
、
医
業
も
す
L

ん
で
い

る
ら
し
い
。

( 95 ) 

わ
が
国
で
は
長
崎
の
人
が
か
つ
て
(
約
二
十
年
前
に
〉
外
科
を
伝
え
た
。
こ
れ
は
ご
く
一
部
分
で
あ
る
け
れ
ど
も
奇
効
が
多
い
。
こ
れ
に
反

し
て
西
洋
の
内
科
学
は
ま
だ
わ
が
国
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
玄
随
は
早
く
か
ら
志
を
懐
い
て
オ
ラ
ン
ダ
語
を
習
っ
て
い
た
。
他
人
は
玄
随
の

お
ろ
か
さ
を
瑚
笑
し
て
い
た
。

た
ま
た
ま
オ
ラ
ン
ダ
の
医
書
を
同
学
の
人
か
ら
得
る
に
及
ん
だ
が
、
凡
人
に
は
そ
れ
ら
横
文
字
は
そ
ろ
ば
ん
玉
か
、
縄
を
横
た
え
た
よ
う
に

し
か
見
え
な
か
っ
た
。
玄
随
は
こ
れ
を
研
究
し
、
寝
食
を
忘
れ
て
翻
訳
に
励
ん
だ
。
そ
し
て
分
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
オ
ラ
ン
ダ
館
に
出
向

い
て
究
明
し
た
。
昼
夜
を
分
た
ず
努
力
し
た
結
果
、
十
年
た
っ
て
三
百
余
項
、
五
十
五
篇
、
十
八
巻
の
西
説
内
科
撰
要
が
出
来
上
っ
た
。
こ
の

翻
訳
は
ひ
じ
よ
う
に
立
派
な
事
業
で
あ
る
。
そ
こ
で
是
非
世
に
刊
行
す
る
よ
う
に
と
す
L

め
た
。
玄
随
も
宿
志
あ
っ
て
こ
れ
を
翻
訳
し
た
の
だ

か
ら
、
拒
む
理
由
も
な
く
賛
成
し
た
。

東
洋
に
お
い
て
西
洋
内
科
医
学
が
行
な
わ
れ
た
の
は
こ
の
時
か
ら
始
ま
る
。
し
か
も
こ
の
書
が
後
世
に
な
が
く
残
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
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は
ま
こ
と
に
偉
大
な
仕
事
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

寛
政
四
年
四
月
東
都
の
越
融
、
美
作
州
津
山
の
拙
斎
が
記
す
。

西
説
内
科
撰
要
後
序

昔
在

八
聴
王
大
輿
-
一
礼
楽
於
我
東
方
一
海
内
察
献
受
ν賓
以
迄
ニ
子
今
一其
烈
与
ニ
寄
壌
一倶
悠
与
ニ
霊
精
一政
v
光

カ

テ

セ

y

大
日
本
創
業
之
蛾
誰
敢
間
然
哉
乃
菅
江
而
儒
和
丹
而
医
偉
則
偉
失
洪
釣
既
成
自
出
ニ
鐘
鼎

奔

尊
之
美
一
況
航
海
相
望
同
文
相
酬
不
2

必
煩
ニ
重
訳
-

キ

カ

ス

"

ル

ユ

タ

ル

寸

雄
二
則
難
一
哉
猶
若
ν
可
ニ
庶
幾
-
然
西
洋
阿
蘭
之
於
ν
我
也
相
滋
十
万
余
里
言
語
文
字
天
潤
隔
絶
僅
有
-
一
緩
慢
之
肖
一
亦
但
影
響
耳
縁
ν
何
而
得
下
窺
ニ

テ

d
F

ニ

ル

寸

ヲ

ヲ

y

ν

ノ

ナ

ヲ

其
枢
機
-会
二
其
玄
極
一以
応
ニ
無
方
一
而
不
ま
謬
-
一
一
急
経
-
駕
哉
是
其
所
三
以
唯
蕩
科
是
伝
而
未
一
一
嘗
違
z
及
ニ
内
証
之
精
微
一
也
蓋
間
遠
西
大
洋
之
表
地

極
広
漠
間
有
下
開
国
来
民
不
ν
知
-
一
兵
惨
一
者
主
是
放
家
皆
伝
ニ
始
祖
以
降
二
千
有
余
年
事
蹟
一
其
詳
悉
明
備
賓
内
無
ν
鯵
(其
人
大
率
沈
実
不
ν
事
一
一
浮

ノ

ミ

ナ

ヲ

テ

ヲ

a

ヲ

ノ

ル
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三
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之
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ν
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獲
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百
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為
-
毎
多
=
奇
効
-
由
ν
此
市
知
未
下
必
無
ゆ
内
科
之
可
レ
建
ニ
殊
功
一者
主
也
明
卿
蓋
夙
懐
-
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士
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テ
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F
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畠
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語
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其
或
有
ニ
異
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足
ヨ
以
備
二
孝
-
云
繭
撃
々
弗
一己
有
ν
年
二
子
此
-
失
及
ν
至
ν
獲
ニ
其
国
医

一
書
於
同
学
一
字
皆
横
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タ

テ
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ル

M
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ル
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如
ν
布
ν
算
似
レ
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レ
縄
明
卿
乃
能
読
ν
之
頗
通
ニ
大
義
一
果
知
ヨ
其
為
ニ
疾
医
之
選
-也
軍
ν
恩
研
究
鏑
就
ニ
先
覚
一而
諮
鷲
有
有
ν
可
ν
徴
轍
就
而
相
レ
之
義

タ

ヒ

テ

ヲ

d

F

4

7

テ

タ

"

或
有
ニ
梢
不
ν
安
鷲
者
-
幾
廃
ニ
蝶
食
一
以
思
ν
之
思
ν
之
不
ν
得
必
蟻
ニ
阿
蘭
来
謝
z
恩
就
ν
館
而
党
ニ
明
之
-
長

夜

臣
ν
悌
十
換
ニ
護
葛
-然
後
乃
始
得

L
A

訳
-
一
其
書
-無
申
遺
漏
上
告
矢
方
論
凡
三
百
余
条
五
十
五
篇
葉
為
ニ
十
八
巻
一
名
目
ニ
西
説
内
科
撰
要
-
庶
乎
読
者
有
ν
所
ν
取
而
夫
札
不
ν
加
レ
多
以
少
補
ニ

縞
ν
精
之
責
-身
亦
幸
因
ν
此
而
免
下
得
-
一
中
医
之
謂
よ
以
謝
一
一
蒼
生
一是
明
卿
之
志
也
可
レ
謂
恭
且
勤
失
五
日
買
某
見
以
為
ニ
奇
貨
-固
請
ν
梓
ニ
行
子
世
-明

モ

テ

ノ

ス

ル

ル

ヲ

キ

品

p

a

a

-

-

ス

卿
亦
以
ニ
宿
志
所
ν
存
理
非
F

可
固
拒
-也
遂
給
ニ
其
求
-
鳴
呼
偉
哉
是
挙
乎
明
者
不
ニ
臥
ν
無
ν
用
而
棄
z
物
故
物
能
為
ν
用
粛
慎
之
捨
防
風
之
骨
聖
人

猶
識
レ
之
何
有
ニ
於
用
之
有
無
-
乎
哉
然
而
衆
人
固
有
三
以
稽
ニ
乎
古
-鷲
初
明
卿
傭
ニ
異
語
-
也
衆
人
謂
ニ
其
無
下
用
併
堕
一
明
卿
-
今
也
乃
歎
臼
賢
者
固
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不
ν
可
ν
測
哉
噌
衆
人
之
所
-
一
以
為
下
衆
者
是
明
卿
之
所
司
-
以
為
z
明
也
耶
西
洋
内
科
行
-
一
於
我

，

ハ

ぞ

ヲ
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ル
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を
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a

N

セリ
J

ナ

ル

ノ

ヤ

東
方
一
自
ν
此
而
始
鷲
則
謂
ニ
之
創
業
一
亦
似
レ
不
ν
可
ν
謹
且
言
-
一
英
難
-
宣
謂
2

必
従
-
一
和
丹
之
後
-
也
乎
用
ν
此
始
ニ
恵
万
世
-
亦
誰
間
然
偉
哉
此
挙
乎

時寛
政
四
年
壬
子
夏
四
月
甲
成
東
都
越
融
書
於
美
作
州
津
山
拙
斎

注動
常
献
(
レ
イ
ケ
ン
〉

H
人
民
の
中
の
賢
者
自
H
以
客
壌
(
シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
)

H
天
と
地
間
然
〈
カ
ン
ゼ
ン
〉

H
批
難
す
べ
き
欠
点
が
あ
る
洪
釣

〈
コ
ウ
キ
ン
)

H
天
地
造
物
者
鐙
鼎
鼻
尊
(
シ
ョ
ウ
テ
イ
イ
ソ
ン
)
H
つ
り
が
ね
や
か
な
え
の
た
ぐ

い

酬

H
む
く
い
る

庶
幾
(
シ
ョ
キ
〉

H
こ
い
ね

が
う

O
膏
(
テ
イ
シ
ョ

V
H
O
は
皮
ぐ
っ
、
寄
は
し
お
づ
け
の
肉
秋
縫
っ
ア
キ
テ
イ
〉

H
夷
欽
の
言
語
を
通
訳
す
る
応
ニ
無
方
-
H
答
え
る
こ
と
の
す

べ
な
し
華
麗
(
ゴ
ウ
リ
)

H
す
こ
し
の
ち
が
い
蕩
科
(
ヨ
ウ
カ
)

H
外
科
愛
内
(
カ
ン
ナ
イ
)
天
下
、
世
界
舟
行
H
行
き
か
う
う
ち
に
雄
弁
(
サ

タ

ピ

ツ

ヲ

ン〉

H
そ
ろ
ば
ん
究
明
勺
ヘ
キ
メ
イ
)

H
さ
が
し
求
め
る
匪
レ
僻
(
オ
コ
タ
ラ
ズ
〉

H
怠
ら
な
い
十
換
ニ
褒
葛
-
(
キ
ュ
ウ
カ
ツ
〉

H
十
た
び
冬
互
の

衣
を
替
え
る
。
十
年
終
っ
て
侶
H
似
山
田
H
時

(

横

浜

市

開

業
医
〉
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B Seisetsu N aika S巴nyo(8) 

(
N
O
H
〉

Toshio OTAKI 

Diabetes， in this book， does not mean Diabetes mellitus. 

The causes of retention or 

49 Diabetes (Pisvloed) 

Discharge of an excessive quantity of putrid urine. 

50 Ischuria 

Suppression or retention of the urine 

51 Stranguria 

Slow and painful discharge of the urine 

52 Dysuria 

Painful and difficult urination 

53 Incontinentia 

Failure of voluntary control of discharge， with constant involuntary passage of urine. 

Urine secreted by the kidneys， stored in the bladder and discharged by the ureter. 

strangulation of urine are due to kidney stones， hypertrophy of the prostate and pregnancy. 

54 Small pox 

from 3 causes of small pox were considered， I Small pox was one of the most important diseases in this period. 

the air， 2 contagious infection， 3 vaccination. 

55 Measles 

Measles resemble closely small pox， but the former is easy to cure. 

“Seisetsu Naika Senyo" by Udagawa Genzui is the白rsttranslated book of internal medicine in Japan. Original 

text is the "Gezuiverde Geneeskonst" by Johannes de Gorter (1689・1762). 1 have made a brief note about these 

contents divided into 55 chapters. 



日
本
医
史
学
雑
誌
二
十
二
巻
三
号

昭
和
五
十
一
年
七
月
三
十
日
発
行

昭
和
五
十
年
九
月
二
十
七
日
受
付

寄

書

外
科
医
ア
ン
ブ
ロ
ア
ズ
・
パ
レ
の
生
地
を
た
ず
ね
て

大

敏

良日

村

ブ
ー
ル
・
エ
ル
サ
ン
へ
の
旅

一
年
半
余
の
フ
ラ
ン
ス
留
学
中
に
、
銅
像
と
か
レ
リ
ー
フ
、
墓
石
な
ど
沢
山
の
石
に
刻
ま
れ
た
歴
史
的
医
学
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
は
現
代
の
外
科
を
勉
強
に
い

っ
た
著
者
に
と
っ
て
思
い
が
け
な
い
収
穫
で
あ

っ
た
。

中
で
も
一
番
印
象
に
残

っ
て
い
る
の
は
、

科
学
の
祖
と
も
い
わ
れ
る
ア

ン
プ

ロ
ア
ズ

・
パ
レ
(
〉
B
Z。
5
3
H
m〉
(
写
真
1
)
の
生
地
を
た
ず
ね
て
旅
を
し
た
こ
と
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
外

一
九
七
二

年
帰
国
を
間
近
に
ひ
か
え
て
、
色
々
な
感
慨
を
こ
め
た
思
い
出
深
い
旅
で
あ
っ
た
。

パ
レ
の
業
綴
に
つ
い
て
は
パ
レ
全
集
も
あ
る
こ
と
だ
し
、

四
百
年
以
上
も
昔
、
下
層
階
級
の
出
身
で
あ
る

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、

ハ
レ
に
は
、
正
確
な
生
年
月
日
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

一
五
一

O
年
と
も
一
七
年
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
生
れ
た
場
所
だ
け
は

の
本
を
読
ん
だ
の
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
所
が
そ
の
生
地
プ

l
ル
・
エ

明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
ア

ン
リ

・
モ
ン
ド
l
ル
(
国
自
己
冨
。
ロ
号
。

ル
サ
ン

〈
切
O
己
円
何
回
市
門
田
町
口
同
)

い
わ
ば
幻
の
町
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

の
町
と
い
う
の
は
地
図
で
き
が
し
て
も
み
つ
か
ら
な
い
、

に
近
い
と
い
う
こ
と
だ
け
を
頼
り
に
パ
リ
か
ら
酋
へ
三
百
キ
ロ
、
農
村
地
帯
の
メ
イ
エ
ン
ヌ

た
。
こ
こ
は
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
で
も
プ
ル
タ

l
ニ
ュ
で
も
な
い
。
そ
の
両
者
に
は
さ
ま
っ
た
地
帯
で
、

(
z
s
g
Z〉
県
へ
向
つ

ラ
パ
ル

(
F
M
W
〈
mw】
〉

ロ
ア
l
ル
川
の
支
流
メ
イ
エ
ン
ヌ
川
に
面

し
た
県
庁
所
在
地
が
ラ
バ
ル
で
あ
る
。

(103 ) 309 



写真 1 7 '/ブロアズ ・パレ(1936年フラソス外科

学会総会記録表紙より〉

結
論
か
ら
い
え
ば
、
そ
の
土
地
は
現
存
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

310 

こ
と
が
で
き
た
が
、
四
百
年
前
に
は
.
ア

ー
ル
・
エ
ル
サ
ン
で
あ
っ
て

も
、
今
は
隣
接
し
て
い
た
ラ
パ
ル
市
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
い
、
通
り
の

名
の
一
つ
に
、
ブ
l
ル
・
エ
ル
サ
ン
通
り
(
『口
内

p
w。
ロ円
何
回
2
M
g門

)

と
い
う
名
を
残
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
著
者
は
そ
れ
で

も
満
足
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
パ
レ
の
生
家
の
跡
を
み
つ
け
た
の
だ
か

ら
。
こ
の
辺
の
苦
心
談
は
す
で
に
、
日
仏
医
学
(
十
四
巻
三

・
四
合
併

号
)
に
書
い
た
の
で
除
く
こ
と
に
す
る
。

今
か
ら
三
十
年
程
前
に
詩
人
ブ
ォ
ド
ア
ィ
エ

('H
・'
H
L
・
ぐ
担
己
仏
o
d
k凶
『
)

が
「
ラ
パ
ル
の
古
い
町
一
帯
は
幼
年
期
の
パ
レ
が
暮
し
た
当
時
の
面
影

( 104) 

を
と
ど
め
て
い
る
」
と
書
い
て
い
る
が
、
た
し
か
に
町
並
は
甲
胃
を
つ

け
て
中
世
の
騎
士
が
馬
で
現
れ
か
ね
な
い
古
風
な
た
た
ず
ま
い
で
あ

る。

パ
レ
の
生
家
は
市
の
西
南
、
プ
ー
ル

・
エ
ル
サ
ン
通
り
と
ポ
ン
ソ

l
通
り
令

5
号
司
8
2
2
)
の
交
叉
す
る
四
角
の
低
地
に
あ
っ
た
が
、

大
理
石
の
板
が
は
め
こ
ん
で
あ
り
、
「
一
五
一

O
年
頃
、

家
は
当
時
の
も
の
で
は
な
く
、
新
し
く
な
っ
て
お
り
、
壁
は
く
す
ん
だ
黄
色
に
ぬ
り
か
え
た
ば
か
り
の
二
階
建
で
あ
っ
た
。
そ
の
東
側
の
壁
に

傷
つ
い
た
兵
士
達
の
恩
人
そ
し
て
友
人
た
る
ア

ン
，
フ
ロ
ア
ズ

・
パ
レ
、
こ
の
地
ブ
l

ル
・
エ
ル
サ
ン
に
生
る
」
と
い
う
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
ラ
バ
ル
の
中
心
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
が
、
城
廓
か
ら
外
だ
っ
た
為
に
ラ
パ

ル
に
含
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
で
も
人
口
五
万
の
地
方
小
都
市
で
あ
る
。
当
時
こ
の
あ
た
り
の
人
口
は
微
々
た
る
も
の
だ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。
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ラ
パ
ル
市
役
所
の
前
に
あ
る
十
一
月
十
一
日
広
場
に
は
晩
年
の
姿
と
思
わ
れ
る
パ
レ
の
等
身
大
の
像
が
立
っ
て
い
る
(
写
真

2
1
や
や
前

か
が
み
に
な
り
、
頭
は
禿
げ
て
い
る
。
左
後
に
約
十
冊
の
本
が
積
み
重
ね
て
あ
り
、
そ
れ
に
鉄
砲
が
た
て
か
け
て
あ
る
。
火
縄
銃
に
よ
る
創
傷

312 

の
治
療
と
い
う
、
彼
が
は
じ
め
て
書
い
た
論
文
を
象
徴
し
て
い
る
像
で
あ
る
。
こ
の
像
に
は
一
五
一
七
年
生
れ
と
刻
さ
れ
て
い
る
。

「
私
は
傷
の
処
置
を
、
神
が
そ
れ
を
治
し
た
の
だ

(
v
r
℃
帥

E
Z
2
E
2
r
m己主。」

と
い
う
有
名
な
文
章
が
台
坐
に
刻
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
言
葉
は
ト
リ
ノ
(
叶
4
2
5
0〉

の
戦
い
で
足
に
弾
丸
を
う
け
た
隊
長
ル

・
ラ
(
ピ

F=:::ネ
ズ
ミ
と
い
う
意
味
)
の
治
療
の
時
に

感
謝
の
言
葉
に
対
し
て
い
っ
た
も
の
だ
そ
う
で
、
彼
の
謙
虚
な
人
柄
を
も
の
が
た
る
言
葉
と
し
て
よ
く
引
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
古
語
な
の

で
、
綴
り
が
現
代
と
少
し
異
な
る
。

も
う
一
つ
パ
レ
を
し
の
ぶ
よ
す
が
と
な
る
も
の
が
十
三
世
紀
か
ら
あ
る
ラ
パ
ル
城
(
写
真
3
)
の
中
に
あ
っ
た
。

メ
イ
エ
ン
ヌ
川
の
ほ
と
り

に
立
つ
こ
の
美
し
い
城
は
今
で
は
美
術
館
と
博
物
館
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
塔
楼
の
上
か
ら
二
番
目
の
部
屋
に
小
さ
い
が
パ
レ
の
記
念
室
が

い
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
手
ま
わ
し
式
の
穿
頭
器
が
に
ぶ
い
光
を
は
な
っ
て
い
る
の
に
深
い
感
銘
を
覚
え
た
。

( 106) 

も
う
け
ら
れ
で
あ
っ
た
。
肖
像
や
文
献
の
他
彼
が
使
っ
た
機
械
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
も
フ
ラ
ン
ス
で
は
ア
ン
.
フ
ロ
ア
ズ

・
パ
レ
式
と

信
じ
て
い
い
か
ど
う
か
、
こ
の
博
物
館
の
ガ
イ
ド
は
日
本
か
ら
の
客
は
は
じ
め
て
だ
と
い
う
。
パ
リ
か
ら
三
時
間
も
急
行
に
乗
ら
ね
ば
な
ら

ず
、
近
く
に
こ
れ
と
い
っ
た
名
所
も
な
い
の
で
、
あ
る
い
は
こ
こ
を
訪
ね
た
最
初
の
日
本
人
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

ア
ン
プ
ロ
ア
ズ
・
パ
レ
の
生
き
た
時
代

こ
ん
な
こ
と
が
縁
で
一
九
七
五
年
七
月
、
日
本
医
史
学
会
例
会
に
、
報
告
を
兼
ね
て
ス
ラ
イ
ド
供
覧
を
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
機
会
に

ア
ン
プ
ロ
ア
ズ

・
パ
レ
の
時
代
の
社
会
的
な
背
景
に
目
を
む
け
て
み
た
い
。

一
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
列
国
聞
に
戦
争
が
絶
え
な
か
っ
た
。
ま
と
も
な
医
学
部
卒
業
生
で
は
な
か
っ
た
パ
レ
は
軍
医
と
し
て
の
道
を
選

ん
だ
。

フ
ラ
ン
ソ
ア
一
世
の
イ
タ
リ
ー
遠
征
を
は
じ
め
、

対
イ
ギ
リ
ス
作
戦
で
プ
ル
タ
l
ニ
ュ
地
方
の
ラ
ン
デ
ル
ノ

l

ハ
FS
骨
5
2る
ま



で
、
ス
ペ
イ
ン
に
対
し
て
は
ど
レ
ネ
l
山
脈
の
ふ
も
と
ベ
ル
ピ
ニ
ャ
ン

司
令
立
四

E
る
さ
ら
に
対
オ
1
ス
ト
リ
l
戦
で
フ
ラ
ン
ス
東
北
部
の

メ
ッ
ツ
(
宮
内
円
る
ま
で
従
軍
し
て
い
る
。

話
は
さ
か
の
ぼ
る
が
、

一
三
四
六
年
エ
ド
ワ
ー
ド
三
世
の
率
い
る
イ
ギ
リ
ス
箪
が
ク
レ
シ

l

(
の
尽
ミ
〉
の
戦
い
で
火
縄
銃
を
使
っ
た
の
が

は
じ
ま
り
で
、
鉄
砲
は
戦
い
に
欠
く
こ
と
の
出
来
ぬ
武
器
に
な
っ
て
い
た
。
イ
タ
リ
ー
従
軍
の
経
験
を
も
と
に
し
た
パ
レ
の
最
初
の
本
が
一
五

四
五
年
、

日
本
で
い
う
と
種
ケ
島
伝
来
の
二
年
後
に
「
火
縄
銃
に
よ
る
創
傷
の
治
療
に
つ
い
て
」
と
い
う
名
で
発
表
さ
れ
た
こ
と
は
衆
知
の
通

り
で
あ
る
。

二
、
文
化
的
に
は
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
時
代
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ー
遠
征
を
し
た
フ
ラ
ン
ソ
ア
一
世
が
、

ロ
ア
l

ル
川
の
ほ
と
り
に
次
々
と
優
美

な
裁
を
築
き
、
イ
タ
リ
ー
風
の
近
代
文
化
を
フ
ラ
ン
ス
に
持
込
み
定
着
さ
せ
た
。
レ
オ
ナ
ル
ド

・
ダ

・
ピ
ン
チ
を
連
れ
て
き
て
ア
ン
ボ
ア

1
ズ

(〉
S
σ
0
5〉
に
住
ま
せ
た
の
も
こ
の
国
王
で
あ
る
。

時
の
フ
ラ
ン
ス
王
朝
は
パ
ロ
ア

・
ア
ン
グ
レ
ム

(〈
mw-o-?〉ロ
m
o
c
Z
B巾
)
王
朝
で
パ
レ
の
生
涯
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
は
じ
ま
り
、

そ
し
て
果
て

(107 ) 

る
こ
と
に
な
る
。

フ
ラ
ン
ソ
ア
一
世
(
一
五
一
五
J
四
七
在
位
)
の
時
に
箪
医
と
な
り
、

ア
ン
リ
二
世
(
一
五
四
七
J
五
九
在
位
)
の
時
か
ら

王
の
直
属
外
科
医
と
な
り
、

一
五
五
二
年
に
メ
ー
ト
ル

・
ア
ン

・
シ
リ
ュ
ル
ジ
l
(
E
曲
目
円

5
2
岳
町
民
間
芯
〉
の
資
格
を
与
え
ら
れ
た
。
槍
試

合
で
死
亡
し
た
王
の
解
剖
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
子
フ
ラ
ン
ソ
ア
二
世
(
一
五
五
九

1
六

O
在
位
)
は
短
命
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
弟
シ
ャ
ル
ル

九
世
(
一
五
六
O

J
七
四
在
位
〉
の
代
に
な
っ
て
主
席
外
科
医
と
な
り
、
さ
ら
に
そ
の
弟
ア
ン
リ
三
世
(
一
五
七
四
J
八
九
在
位
)
に
も
仕
え

て
い
る
。
王
の
方
は
代
が
代
っ
て
も
、

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
女
傑
と
い
お
れ
る
ア
ン
リ
二
世
の
王
妃
そ
し
て
そ
れ
に
次
ぐ
三
人
の
王
の
母
で
あ
る

カ
ト
リ
l
ヌ

・
ド

・
メ
デ
シ
ス
(
一
五
一
九
J
一
五
八
九
〉
は
王
宮
内
に
大
き
な
権
力
を
も
っ
て
い
た
。

三
、
宗
教
的
に
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
出
現
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
カ
ル
パ
ン
(
の
白
2
5〉
(
一
五
一

O
J
六
四
〉
の
指
揮
す
る
ユ
グ
ノ

l
派
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
対
立
で
一
五
九
八
年
の
ナ
ン
ト
の
刺
令
ま
で
争
い
が
つ
づ
き
、
血
な
ま
ぐ
さ
い
事
件
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
特
に
有

名
な
の
は
サ
ン

・
パ
1
テ
ル
ミ

1
の
虐
殺
(
一
五
七
二
〉
で
あ
る
。
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写真 4

四
、
言
語
の
上
で
は
公
文
書
も
大
学
の
講
義
も
、
ラ
テ
ン
語
一
色
だ
っ
た
の
で
、
パ
リ
の
学

314 

者
や
学
生
の
集
ま
る
一
角
を
カ
ル
チ
ェ

・
ラ
タ
ン
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
十

六
世
紀
に
入
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
運
動
が
盛
ん
に
な
り
、
ビ
レ

・
コ
ト
レ
(
ぐロ
z
a
'
O
2丹市円含〉

の
刺
令
で
公
文
書
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
る
よ
う
に
変
っ
た
時
代
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ソ
ア

・

ラ
プ
レ
l

2
2
2
0
H回
男

同

σ
色
色
凹
)
(
一
四
九
四
J
一
五
五
三
)

は
パ
ン
タ
グ
ル
エ
ル
や
ガ
ル

ガ
ン
チ
ュ
ア
で
文
学
の
世
界
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
使
い
は
じ
め
て
い
た
。

幼
年
期
に
下
層
階
級
の
出
身
で
、
十
分
な
ラ
テ
ン
語
教
育
を
う
け
て
い
な
か
っ
た
パ
レ
に
と

つ
て
は
好
都
合
な
わ
け
だ
が
、
医
学
界
は
な
か
な
か
こ
の
新
し
い
波
を
う
け
い
れ
な
か
っ
た
。

権
威
を
保
と
う
と
す
る
医
学
部
医
は
、
ラ
テ
ン
語
で
な
い
俗
語
で
書
か
れ
た
論
文
は
問
題
に
し

( 108) 

な
い
ば
か
り
か
検
閲
制
度
を
作
っ
て
気
に
い
ら
な
い
論
文
を
破
棄
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
も
一

五
回
二

・
七
五

・
七
八
の
三
回
あ
っ
た
。
パ
レ
の
本
も
こ
の
危
機
に
会
っ
た
が
、
需
用
が
多

く
、
内
容
も
優
れ
て
い
る
為
に
一
五
八
二
年
に
は
ラ
テ
ン
語
訳
ま
で
出
る
こ
と
に
な
っ
た
。

五
、
医
学
界
の
内
情
で
あ
る
が
、
医
学
部
医
と
コ
レ

l
ジ
ュ

・
ド
・
サ
ン
コ

l
ム
(
の
o
-
Z問
。

門同
市
∞
?
の
φ
54
出
の
外
科
医
と
理
髪
外
科
医
(ロ
R
E
R
-
n
y
E
H認
可
ロ
〉
の
三
つ
の
階
級
が
あ

っ
て
お
互
い
の
関
係
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
時
代
で
あ
る
。

そ
の
縮
図
と
い
っ
て
も
よ
い
石
版
画
(
一
五
三

O
)
(
写
真
4
〉
が
あ
る
。
右
側
の
外
科
医

は
長
い
衣
服
を
ま
と
っ
て
い
て
、
実
際
に
は
手
を
下
さ
な
い
。
彼
等
の
見
守
る
所
で
、
理
髪
外

科
医
が
解
剖
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
者
達
は
長
い
衣
服
着
用
が
許
さ
れ
ず
、
短
か
い
胴
着
を
き

て
い
る
。
そ
し
て
左
側
に
は
医
学
部
医
達
が
非
難
を
加
え
て
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。



ハ
レ
は
こ
の
最
も
地
位
の
低
い
理
髪
外
科
医
か
ら
外
科
医
と
な
り
、
さ
ら
に
外
科
医
の
地
位
向
上
に
貢
献
し
た
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
目
を
む
け
る
と
、
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
医
学
部
医
と
サ
ン
コ

l
ム
の
外
科
医
は
長
い
ガ
ウ
ン
と
ケ

1
プ
を
着
用
し

て
い
る
。

フ
ラ
ン
ソ
ワ

・
ラ
プ
レ
ー
の
服
装
で
当
時
を
し
の
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。

モ
ン
ベ
リ
エ
大
学
の
博
士
試
験
の
時
の
服
装
は
現
在
で
も
こ

(
「

SFM冊
目
L
-
zb
m
)

と

の
伝
統
を
守
っ
て
い
る
。
所
が
十
六
世
紀
後
半
に
入
る
と
モ
ン
テ
l

ニ
ュ
の
肖
像
で
お
な
じ
み
の
フ
レ
ー
ズ
・
プ
リ
セ

呼
ば
れ
る
丸
い
襟
か
ざ
り
が
出
現
す
る
。
パ
レ
の
像
も
多
く
は
こ
の
姿
を
し
て
い
る
。
さ
ら
に
十
七
世
紀
に
入
る
と
材
質
が
や
わ
ら
か
く
、

だ
の
こ
ま
か
い
も
の
に
代
る
。
こ
の
例
は
レ
ン
.
プ
ラ
ン
ト
の
名
画
「
解
剖
学
講
議
」
(
一
六
三
二
)
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
。

v-争

、ー

の
よ
う
に
大
き
な
変
化
が
あ
る
の
で
、
時
代
の
鑑
別
も
行
え
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

パ
レ
自
身
医
学
史
上
の
大
人
物
で
あ
る
が
、
そ
の
生
涯
も
多
彩
で
、
ま
た
そ
れ
を
と
り
ま
く
背
景
も
大
変
興
味
あ
る
時
代
で
あ
っ
た
わ
け
で

あ
る
。

ア
ン
ブ
ロ
ア
ズ
・
パ
レ
に
関
す
る
こ
・
三
の
事

(109 ) 

パ
レ

は
ラ
パ
ル

・
ア
ン
ジ
ェ

l

(〉ロ

m
q
c
・
ピ
ト
レ
〈
ぐ

5
3
で
理
髪
土
の
修
業
を
し
た
あ
と
、

み
、
オ
テ
ル

・
デ
ュ

l
病
院
で
働
ら
く
か
た
わ
ら
医
学
部
の
聴
講
を
す
る
の
で
あ
る
が
、
彼
が
外
科
を
勉
強
す
る
の
に
使
っ
た
本
は
ギ
ュ
イ

・

(C
5〈
M
H
H
H

己
乱
mw

ぐ
G
O〉

ハ
リ
に
出
て
、

ユ
シ
ェ
ッ
ト
通
り
に
住

ド

・
シ
ョ
リ
ア
ク
(
。
ロ
可
仏
刊
の
F
担己
S
n)
と
ジ
ョ
パ
ン
ニ

・
ダ

・
ピ
ゴ

の
い
ず
れ
も
仏
訳
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た。
ギ
ュ
イ

・
ド

・
シ
ョ
リ
ア
ク
は
生
年
没
年
と
も
は
っ
き
り
し
な
い
が
一
一
一
一

O
O
J
一
三
七

O
噴
と
い
わ
れ
、

フ
ラ
ン
ス
中
央
山
塊
の
南
ロ
ゼ

/レ

(
F
O
Nか
円
四
一
)

の
山
中
に
農
夫
の
子
と
し
て
生
ま
れ
、
モ
ン
ベ
リ
エ
と
ボ
ロ

l
ニ
ャ
で
解
剖
と
外
科
を
修
業
し
た
。
後
に
ア
ビ
ニ
オ
ン
で
法

リ
ヨ
ン
や
モ
ン
ベ
リ
エ
で
講
義
を
し
た
り
し
て
い
た
が
、

二
二
六
三
年
シ
ル
ル
ジ
ア

・
マ
グ
ナ
(
の

E
E
a
s
冨
品
E〉

町
E
E
A
E町
内
ロ

n
E円

ca-内
乱
Z

V
向
弘
同
『
刊
の
三
円
凶
O
ロ
門
凶
刊
の
F
P
C
-
3
n

と
い
う
名
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皇
の
侍
医
を
し
た
り
、

を
世
に
出
し
た
。
こ
れ
が
一
四
七
八
年
リ
ヨ
ン
で
仏
訳
さ
れ
て



に
な
っ
た
。
面
白
い
こ
と
に
名
前
の
ギ
ュ
イ
と
ガ
イ
ド
と
が
語
ロ
問
合
せ
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
抜
粋
し
た
も
の
が
ギ
ド
ン
(
。
包
含
ロ
〉

316 

と
呼
ば
れ
て
い
る
0

・
ハ
レ
が
手
に
し
た
の
は
恐
ら
く
こ
れ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

ジ
ョ
パ
ン
ニ

・
ダ

・
ピ
ゴ
の
方
は
十
六
世
紀
は
じ
め
の
ロ
l
マ
の
外
科
医
で
、
鉄
砲
に
よ
る
傷
と
梅
毒
の
専
門
家
で
、

一
五
一
四
年
に
書
い

た
も
の
が
一
五
二
五
年
ニ
コ
ラ

・
ゴ
タ
ン
(
呂

8
5
c
o全ロ
〉
の
訳
で
リ
ヨ
ン
に
出
て
い
る
。

一
流
の
学
者
や
知
識
人
に
は
ラ
テ
ン
語
が
解
っ
て
も
、
理
髪
外
科
医
達
に
は
翻
訳
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
う
階
層
が
あ
っ
た

た
め
に
ラ
テ
ン
語
で
な
い
医
学
が
時
代
の
波
に
の
っ
て
広
ま
っ
て
い
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

女

少
し
話
が
そ
れ
る
が
、

フ
ラ
ン
ス
語
運
動
を
す
L

め
た
一
人
で
あ
る
フ
ラ
ン
ソ
ア

・
ラ
プ
レ
ー
は
一
五
三
七
年
の
そ
ン
ベ
リ
エ
大
学
の
医
学

部
登
録
証
書
に
ラ
テ
ン
語
で
ラ
プ
レ
ス
ス

し
か
し
文
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
の
で
我
が
国
で
は

ち
ょ
う
ど
同
じ
時
代
の
解
剖
学
者
ベ
ザ
リ
ウ
ス
(
〈
g
巴
g
)
(
一
五
一
四
J
六
四
)
は
プ
ラ
ッ
セ
ル

( 110) 

(
問
先
足

-
2
5〉
と
サ
イ
ン
し
て
い
る
。

本
名
の
ラ
プ
レ
ー
で
通
用
し
て
い
る
が
、

生
れ
で
本
名
が
ア
ン
ド
レ

・
ベ
ザ
l
ル

(〉ロ
門同町
昨
ぐ
含
と
る
な
の
に
ラ
テ
ン
語
で
し
か
本
を
書
い
て
い
な
い
た
め
に
日
本
で
は
ベ
ザ
リ
ウ
ス
と

ラ
テ
ン
語
風
に
呼
ば
な
い
と
通
用
し
な
い
。

さ
ら
に
面
白
い
の
は
、
こ
の
ベ
ザ
リ
ウ
ス
と
ア
ン
.
フ
ロ
ア
ズ

・
パ
レ
が
ほ
ぼ
同
じ
頃
パ
リ
大
学
で
習
っ
た
解
剖
学
の
師
の
名
前
で
あ
る
が
、

あ
る
種
の
本
で
は
、
ベ
ザ
リ
ウ
ス
の
項
で
は
シ
ル
ピ
ウ
ス

2dL〈
E
C
と
ラ
テ
ン
語
名
が
告
か
れ
、

パ
レ
の
頃
で
は
ジ
ャ
ッ
ク

・
デ
ュ
ボ
ア

G
R門戸口市田口口
σ
o
U〉
と
本
名
で
書
か
れ
て
い
る
。
あ
た
か
も
別
の
人
物
の
よ
う
に
思
え
る
が
実
は
同
一
人
物
の
別
名
で
、

フ
ラ
ン
ス
語
医
学
の
分
岐
点
的
な
現
象
と
も
考
え
ら
れ
る
。

ラ
テ
ン
語
医
学
と

食

パ
レ
が
は
じ
め
て
書
い
た
本
に
つ
い
て
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
火
縄
銃
に
よ
る
創
傷
の
治
療
法
(
一
五
四
五
)
で
あ
る
が
、
こ
の
本
は
革

命
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
理
髪
師
上
り
の
者
が
医
学
部
の
教
授
の
手
も
か
り
ず
に
、
し
か
も
フ
ラ
ン
ス
語
で
本
を
書
い
た
か
ら
で
あ
る
。



こ
れ
よ
り
四
年
前
の
一
五
四
一
年
、
リ
ヨ
ン
大
学
教
授
で
フ
ラ
ン
ソ
ア
一
世
の
侍
医
で
も
あ
っ
た
ジ
ャ
ン

・
カ
ナ
ッ
プ

(

『
巾
mw

ロ
の
m
w
H
H
m
w匂
巾
〉

が
筋
肉
の
運
動
と
い
う
本
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
い
て
い
る
。
そ
の
序
文
は
ラ
テ
ン
語
で
「
な
ぜ
ラ
テ
ン
語
に
少
し
も
劣
る
こ
と
の
な
い
我
が
自

国
語
フ
ラ
ン
ス
語
を
使
お
う
と
し
な
い
の
か
」
と
い
う
爆
弾
発
言
が
さ
れ
て
い
る
。
医
学
史
上
で
は
さ
ほ
ど
重
大
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が

フ
ラ
ン
ス
語
史
上
で
は
重
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
感
化
が
パ
レ
に
も
及
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
五
六
三
年
「
外
科
十
巻
と
そ
れ
に
要
す
る
機
械
」
さ
ら
に
、

一
五
七
五
年
に
は
そ
の
他
の
論
文
も
含
め
て
パ
レ
全
集
が
出
版
さ
れ
た
。
外

傷
の
処
置

・
四
肢
の
切
断
と
血
管
結
殺
に
よ
る
止
血
法

・
整
形
外
科
的
な
治
療
の
他
に
開
頭
術

・
分
娩

・
ベ
ス
ト
に
つ
い
て
な
ど
広
い
範
囲
に

わ
た
っ
て
い
る
。

こ
う
し
て
後
世
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
語
医
学
の
創
始
者
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
ラ
テ
ン
語
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
も
た

ら
し
た
幸
い
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ハ
レ
の
人
柄
と
信
仰
上
の
問
題
を
知
る
上
に
、

興
味
の
あ
る
の
は
シ
ュ
リ

1

3己
ぞ
〉

の
覚
え
書
き
で
あ
る
。

国
王
シ
ャ
ル
ル
九
世
と
の

(111 ) 

* 

聞
に
む
す
ば
れ
た
、
次
の
四
つ
の
事
は
命
じ
な
い
で
く
れ
と
い
う
約
束
で

一
、
母
の
体
内
に
も
ど
れ
と
い
う
こ
と

二
、
戦
の
場
に
行
け
と
い
う
こ
と

二
、
王
の
膝
元
を
去
れ
と
い
う
こ
と

四
、
ミ
サ
に
参
加
を
強
制
す
る
こ
と

の
四
つ
で
あ
る
。

最
後
の
項
目
は
、
国
王
が
旧
教
徒
、
パ
レ
が
新
教
徒
で
あ
る
こ
と
か
ら
意
味
は
よ
く
お
解
り
い
た
だ
け
る
と
思
う
。
パ
レ
の
人
柄
は
謙
虚
な

人
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
も
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

ユ
ー
モ
ア
も
あ
り
、
と
ぼ
け
た
味
も
あ
り
、
巧
み
な
人
と
の
つ
き
合
い
方
も

317 



知
っ
て
い
て
、
し
か
も
自
分
の
い
う
べ
き
こ
と
は
し
っ
か
り
と
通
し
て
い
る
。
こ
の
覚
え
書
か
ら
、
こ
ん
な
こ
と
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
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因
み
に
シ
ュ
リ

ー
と
い
う
の
は
オ
ル
レ
ア
ン
か
ら
さ
ら
に
東
へ

却
キ
ロ

、

ロ
ア

l
ル
川
を
逆
上
っ
た
所
に
あ
り
、

シ
ュ
リ

l
家
は
パ
リ
の
ノ

ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
の
建
築
を
企
画
〈
一
一
六
一
二
)
し
た
司
祭
を
出
し
て
い
る
が
、
十
六
世
紀
の
後
半
シ
ャ
ル
ル
九
世
の
頃
に
は
新
教
徒
に
な
っ

て
い
た
ら
し
く
、
次
の
ア
ン
リ
四
世
の
時
代
に
は
新
教
徒
と
し
て
大
臣
を
出
し
た
家
系
で
あ
る
。

一
五
七
二
年
、
サ
ン
バ

l
テ
ル
ミ

l
の
事
件
が
起
き
大
量
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
殺
害
さ
れ
た
。
シ
ャ
ル
ル
九
世
は
自
ら
出
し
た
命
令
を
や

ぶ
っ
て
、
新
教
徒
パ
レ
を
自
分
の
衣
装
部
屋
に
か
く
ま
っ
て
難
を
の
が
れ
さ
せ
て
い
る
。
そ
う
い
え
ば
、
パ
レ
は
ラ
テ
ン
語
が
出
来
な
い
ま
ま

に
国
王
の
威
光
も
あ
っ
て
大
学
入
学
資
格
、
学
士
の
資
格
、

て
い
る
が
、
最
後
の
メ
ー
ト
ル

・
ア
ン

・
シ
ル
ュ
ル
ジ
ー
に
な
る
時
の
教
会
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
出
席
し
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

メ
ー
ト

ル
・
ア
ン

・
シ
ル
ュ
ル
ジ

l
の
資
格
を
次
々
に
一
五
五
二
年
に
与
え
ら
れ

る
が
、
先
に
の
ベ
た
シ
ュ
リ

l
の
覚
え
書
き
の
中
で
一
番
い
い
た
か
っ
た
の
は
宗
教
上
の
問
題
の
よ
う
で
、

パ
レ
が
い
つ
か
ら
新
教
徒
に
代
っ
た
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
し
、
渡
辺
一
夫
氏
は
新
教
徒
だ
っ
た
か
ど
う
か
も
う
た
が
わ
し
い
と
い
っ
て
い

シ
ュ
リ
ー
と
い
う
新
教
徒
の
支
配

( 112) 

す
る
町
で
か
わ
さ
れ
た
約
束
で
あ
る
所
に
意
味
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

'* 

一
五
九

O
年
十
二
月
二
十
日
、
パ
レ
は
パ
リ
の
自
宅
で
お
だ
や
か
に
生
涯
を
と
じ
る
の
で
あ
る
が
、
彼
は
国
王
の
首
席
外
科
医
で
あ
り
な
が

ら

メ
ー
ト
ル

・
ア
ン

・
シ
ル
ュ
ル
ジ
ー
と
い
う
肩
書
き
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
外
科
医
が
、
ド
ク
ト
ゥ
ル
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
十

七
世
紀
に
入

っ
て

コ
レ

l
ジ
ュ

・
ド

・
シ
ル
ュ
ル
ジ
ー
が
創
立
さ
れ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
。

お

わ

り

に

ア
ン
プ
ロ
ア
ズ

・
パ
レ
は
指
物
師
の
子
と
し
て
、
ラ
パ
ル
に
近
い
.
ア

ー
ル
・
エ
ル
サ
ン
に
生
れ
た
と
文
献
に
書
い
て
あ
る
が
、
今
は
そ
の
地

名
は
変
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ラ
パ
ル
市
.ア

ー
ル

・
エ
ル
サ
ン
通
り
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
土
地
を
訪
ね
た
著
者
は
次
の



よ
う
に
提
案
し
た
い
。
こ
の
愛
着
あ
る
地
名
を
消
さ
な
い
為
に
も
、
又
、
現
存
し
な
い
地
名
で
後
か
ら
訪
ね
る
者
を
ま
ど
わ
さ
な
い
為
に
も
、

今
後
ア
ン
プ
ロ
ア
ズ

・
パ
レ
の
生
地
に
つ
い
て
書
く
時
に
は
、

「
今
は
ラ
パ
ル
に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

プ
ー
ル

・
エ
ル
サ
ン
の
生
れ
」

で
あ
る
と
書
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

本
稿
は
昭
和
五
十
年
七
月
二
十
六
日
日
本
医
史
学
会
例
会
で
、
八
十
枚
の
ス
ラ
イ
ド
と
共
に
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
の
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た

大
鳥
蘭
三
郎
先
生
、
御
援
助
い
た
だ
い
た
古
川
明
先
生
に
深
く
感
謝
す
る
。

叉
私
に
こ
の
よ
う
な
旅
を
経
験
さ
せ
て
く
れ
た
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
、
並
び
に
パ
リ
大
学
コ
シ
ャ
ン
(
。
onEロ
)
医
学
部
外
科
レ
ジ
ェ

(
E問
。
。
教
授
そ

し
て
多
数
の
フ
ラ
ン
ス
の
友
人
達
に
感
謝
の
意
と
よ
き
思
い
出
を
送
る
。
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日
出

2
5
5
w
E
E
M可
庁
内
庁
】
担
自
主

2
5
♂
ピ
σ
g
F
5
2
Dロ
(
】

J
E
C
S
ω
日

〈

7
)

〉
ロ

。広

田

mwyロ
日
間

5
2
s
e
w
-胆

HHHE而
nzo
肉
声
仏
ロ
ロ
〈
円
内

B
E
-
s
r
o
-
2
-
q

】

V
2
2口
開
門
出

R
E『
(
同
Mmw『ぽ
)

呂
田

N

(
8
〉

』

ωnazg
冨包一一

mEZ
日
出
町
同

OF円
。
会
リ
司

g
ロ
円
。
の
と
に
自
民
仏

(MM号
E〉
HEω

(

9

)

大
鳥
蘭
三
郎
:
近
世
医
学
史
か
ら
形
成
社
(
東
京
)
一
九
七
五

(
叩
〉
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ザ
イ
ド
ラ
l
編
大
塚
恭
男
訳
医
学
史
の
旅
「
パ
リ
」
医
歯
薬
出
版
K
K
、
一
九
七
二

(
U
〉
中
川
米
造
:
医
学
を
み
る
限

N
H
K
.ブ
ッ
ク
ス
一
九
七
三

ハ
ロ
)
】

M
Z仔同凶作

F
E
E
oロ
円
。
町
民

g
E
骨

F
F
0
5・
r
p
m
E仏
呂
田

H

(
臼
〉
の
巳
号
室
n
Z
F
O
E
S
E
斥

F
H
L
D
2
3
2
5
n
E
Z
〈

N
N
E
-〉
H申叶
。

(
M
〉
古
川
明
:
レ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
名
画
「
ト
ウ
ル
プ
と
デ
l

マ
ン
の
解
剖
学
講
義
」
日
本
医
史
学
雑
誌
二
O
巻
四
号

( 113) 

二
八
九
頁

一
九
七
四

ハ
川
崎
市
立
井
間
病
院
〉
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資

料
明
治
二
十
九
年
の
東
京
医
学

専
門
学
校
済
生
学
舎
規
則

青

木

充

夫

前

川

久

太

郎

本
資
料
紹
介
者
の
ひ
と
り
前
川
は
、
か
つ
て
済
生
学
舎
開
校
直
後
の
明
治

十
三
年
一
月
付
け
学
舎
規
則
を
紹
介
し
た
〈
済
生
学
舎
初
期
の
学
会
規
則

日
本
医
史
学
雑
誌
二
十
一
巻
一
号
昭
和
五
十
年
)
。
こ
の
い
わ
ば
草
創
期

の
も
の
に
対
し
、
今
般
新
潟
県
下
よ
り
見
出
さ
れ
た
本
資
料
は
、
明
治
二
十

九
年
す
な
わ
ち
同
校
の
完
備
し
た
時
期
の
も
の
で
あ
る
。
学
舎
規
則
も
、
初

期
の
も
の
が
一
葉
の
紙
片
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
の
時
期
の
も
の
は
格
段

に
内
容
も
充
笑
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
な
り
に
明
治
の
開
業
医
の
半

ば
に
当
る
一
万
五
千
余
を
世
に
送
っ
た
同
校
の
盛
時
を
偲
ぶ
よ
す
が
た
り
得

る
。
ち
な
み
に
、
済
生
学
舎
は
こ
の
七
年
後
の
明
治
三
十
六
年
八
月
三
十
一

日
、
一
片
の
公
告
を
以
て
突
如
廃
校
さ
れ
た
。

資
料
は
B
6
版
程
度
、

H

東
京
医
学
専
門
学
校
済
生
学
舎
規
則
H

の
表
紙

を
付
し
た
全
二
十
五
頁
の
小
冊
子
で
あ
り
、
全
文
を
こ
こ
に
転
載
す
る
。
紙

数
の
関
係
で
前
報
の
ご
と
き
註
釈
、
検
討
を
加
え
得
な
い
が
、
規
則
書
自
体

が
か
な
り
詳
細
で
あ
り
、
た
め
に
ほ
と
ん
ど
註
解
の
必
要
も
な
か
ろ
う
か
と

考
え
る
。

同
校
の
正
式
の
名
称
が
東
京
医
学
専
門
学
校
済
生
学
舎
で
あ
っ
た
こ
と
、

講
習
科
目
は
す
べ
て
医
業
開
業
試
験
の
必
要
科
目
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、

物
理

・
化
学
よ
り
解
剖

・
組
織

・
生
理
に
至
る
諸
科
を
前
期
と
し
理
学
と
総

称
し
て
い
る
こ
と
、
入
学
の
た
め
の
試
験
は
行
わ
れ
ず
、
ま
た
入
学
者
の
年

齢
、
学
歴
に
も
制
限
の
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
こ
と
、
国
試
受
験
準
備
の
た

め
の
学
校
な
が
ら
卒
業
証
書
が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
教
授
の
称
を
用
い

ず
す
べ
て
を
講
師
と
し
て
い
る
こ
と
、
屍
体
に
よ
る
外
科
実
習
、
模
型
に
よ

る
産
科
実
習
の
行
わ
れ
た
こ
と
、
卒
業
者
の
う
ち
医
術
開
業
免
状
取
得
者
に

よ
っ
て
校
友
会
が
結
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
な
ど
を
う
か
が
い
知
り
得
る
。

な
お
、
本
資
料
と
共
に
発
見
さ
れ
た
明
治
三
十
年
の
H

学
科
時
間
表
μ

と

H

学
科
受
取
講
師
姓
名
M

の
二
葉
に
関
し
て
は
紙
数
の
都
合
で
次
回
に
譲
り

た
し
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東
京
密
度

4

専
門
宰
校
済
生
翠
舎
規
則

第

一
章
聞
学
則

第
一
俊
本
校
ノ
趣
旨
ハ
製
業
ノ
速
成
ヲ
要
ス
ル
ニ
ア
ル
ヲ
以
テ
密
皐
ノ
要

領
ヲ
教
授
シ
期
ス
ル
三
一
一
年
ヲ
以
テ
ス
其
事
科
左
ノ
如
シ

一
第
一
期
物
理
感

無

機

化
率
解
剖
由
学

一
第
二
期
物
理
皐
有
機
化
事
解
剖
摩
生
理
事

一
第
三
期
生
理
皐
組
織
墜
〔
以
上
前
期
単
科
〕

一
第
四
期
外
科
通
論
病
理
通
論
診
断
製
薬
物
製
外
科
各
論

病
理
各
論

一
第
五
期
外
科
各
論
説
一
床
病
理
各
論
鉱
山
床
眼
科
母
一
端
床

一
第
六
期
婦
人
科
産
科
衛
生
態

d

〔
以
上
後
期
単
科
〕

以
上
六
期
即
ち
三
年
ヲ
謬
科
年
限
ト
ス
其
ノ
寧
期
課
程
左
ノ
如
シ

一

物

理

単

一

週

六

時

第

一
期
生

一
物
理
翠

一
週
六
時
第
二
期
生

(114 ) 



一

無

機

化

皐

一

週

六

時

第

一

期

生

一

有

機

化

単

一

週

六

時

第

二

期

生

一

解

剖

恩

賞

地

演

習

一

週

六

時

第

一

期

生

一

解

剖

態

貿

地

演

習

一

週

六

時

第

二

期

生

一
生
理

堅

一

週

六

時

第

二

期

生

一

生

理

皐

一

週

六

時

第

三
期
生

一

組

織

皐

一

週

三

時

第

三
期
生

一

外

科

通

論

一

週

六

時

第

三

期

生

一

病

理

通

論

一

週

六

時

第

三

期

生

一

一

築

物

穆

一

週

六

時

第

四

期

生

一

一

診

断

筆

及

醐

民

地

演

習

一

週

六

時

第

四

期

生

一
外
科
各
論
及
臨
床
講
義

一

週

六

時

第

四

期

生

一
外
科
各
論
及
臨
床
講
義

弁

手

術

一

週

六

時

第

五

期

生

一

病

理

各

論

及

臨

床

講

義

一

週

六

時

第

四

期

生

一

病

理

各

論

及

臨

床

講

義

一

週

六

時

第

五

期

生

一

眼

科

皐

及

臨

床

講

義

井

手

術

一

週

六

時

第

五

期

生

一

婦

人

科

一

週

三
時
第
六
期
生

一

衛

生

息

一

週

三

時

第

六

期

生

一

産

科

皐

一

週

三
時
第
六
期
生

第
二
僚
毎
態
期
ノ
終
リ
儲
謬
理
科
試
験
及
ヒ
卒
業
試
験
ヲ
範
行
シ
卒
業
謹

書
ヲ
輿
フ
ル
事

第
三
僚
毎
年
十
月
ヨ
リ
三
月
ニ
一
全
ル
六
ヶ
月
間
ヲ
冬
隼
期
ト
定
メ
四
月
ヨ

日
八
月
ニ
至

Z
六
ヶ
月
間
ヲ
夏
態
期
ト
定
ム

第
四
僚
毎
盛
期
-
一
先
ツ
四
ヶ
月
前
-
一

省
リ
其
朗
早
期
ノ
課
程
ヲ
鹿
告
ス
ル
事

第

二

章

校

則

第
五
僚
入
態
ヲ
詩
フ
者
ハ
東
京
府
下
ユ
住
居
シ
一
家
計
ヲ
立
ル
者
ヲ
引
受

ト
ナ
シ
左
ノ
雛
形
ニ
準
シ
入
隼
話
番
ヲ
差
出
ス
可
シ

但
シ
入
車
試
験
ハ
志
願
-
一
非
ラ
サ
レ
ハ
別
一
一
穆
行
セ
ス

入
車
謹
書
雛
形

但
シ
美
濃
全
紙
二
秘
ム
ヘ
シ

震

何
府
豚
何
冨
何
町
何
村
何
番
地

此
廃
エ
-
銭
ノ
印
紙
ヲ
貼
V
鐙

人
ノ
印
ヲ
以
テ
消
印
スベ

V

箪
士
族

平

民

姓

名

何
年
何
月
生

右
者
笛
墜
〔
前
期
叉
ハ
後
期
〕
矯
修
業
入
民
事
録
致
候
上
者
舎
則
等
竪
グ
篤

相
守
候
者
勿
論
本
人
之
儀
ニ
付
一
切
引
受
可
申
候
也

東
京
府
何
匡
何
町
何
番
地

華
士
族
平
民
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右
誼
人

印貰

姓

名

年
披
月
日

東
京
密
車
専
門
皐
校

済
生
態
舎

幹
事
御
中

第
六
候
授
業
料
ハ
前
月
二
十
五
日
ヨ
リ
同
三
十
日
マ
デ
ニ
納
ム
ヘ
シ

但
シ
新
規
入
閣
苧
ノ
節
ハ
入
門
ノ
時
直
-
一
束
修
及
授
業
料
並
講
堂
費
相
納

メ
在
摩
誼
領
収
只
へ
キ
事

東

修

金

診

固
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似
シ
束
修
ヲ
納
メ
テ
後
チ
附
時
退
態
ス
ル
モ
バ
束
修
ハ
返
却
セ
ス

授
業
料
並
講
堂
費
一
ヶ
月
金
遊
園
入
拾
銭

但
シ
二
十
日
後
ニ
入
製
又
ハ
出
席
ス
ル
モ
全
額
ノ
授
業
料
ヲ
納
ム
ヘ
キ

事

第
七
後
本
舎
ノ
生
徒
タ
ル
間
ハ
締
テ
舎
長
及
ヒ
幹
事
ノ
指
揮
-
一
従
フ
ヘ
シ

猿
リ
ニ
終
ヲ
組
ミ
人
ヲ
煽
動
シ
叉
ハ
他
人
ノ
妨
碍
ヲ
為
ス
者
ハ
直
チ
ニ
退

穆
セ
シ
ム
ヘ
キ
事

第
八
篠
休
日
ハ
大
祭
日
祝
日
及
ヒ
日
曜
日
ノ
事

第
九
篠
事
故
ア
リ
テ
退
製
ス
ル
カ
若
ク
ハ
来
墜
セ
サ
ル
井
ハ
其
保
誼
人
ヨ

リ
欠
席
届
或
ハ
退
皐
願
ニ
在
厚
誼
ヲ
添
エ
笛
人
在
壊
ノ
月
末
マ
テ
ニ
差
出

ス
ヘ
シ
若
シ
顕
ヒ
届
ケ
等
越
延
シ
越
月
一
日
ニ
至
レ
ハ
疾
病
又
ハ
何
等
ノ

事
故
ニ
闘
セ
ス
其
月
ノ
月
謝
並
-
一
講
堂
費
ヲ
即
納
セ
シ
ム
ヘ
キ
事

第
十
俊
正
規
ノ
届
ニ
由
リ
一
時
欠
席
セ
シ
者
(
第
十
三
候
ノ
規
定
以
内
ニ

於
テ
)
再
ヒ
出
席
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ハ
先
ツ
保
詮
人
ノ
出
席
届

S
-一
授

業
料
ヲ
添
へ
差
出
シ
在
製
詮
申
受
ク
ヘ
キ
事

但
シ
在
墜
詮
所
持
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
入
場
ス
ル
ヲ
許
サ
ス
故
ニ
一
小
時
其
有

無
調
査
ス
ル
ニ
ヨ
リ
登
校
ノ
節
ハ
常
ニ
携
帯
ス
ヘ
シ

第
十
一
篠
在
堅
議
ヲ
紛
失
叉
ハ
破
損
セ
シ
モ
ノ
ハ
保
誼
人
ノ
届
書
-
一
手
数

料
ト
シ
テ
金
二
十
銭
ヲ
添
へ
更
ニ
在
皐
鐙
申
受
ク
ヘ
キ
事

第
十
二
昨
旅
費
人
時
居
ス
ル
ル
庁
ハ
其
旨
可
届
出
叉
詮
人
東
京
府
外
-
一
一
時
住
ス

ル
ル
庁
ハ
更
ニ
其
代
員
ヲ
立
ツ
ヘ
キ
事

但
シ
其
読
書
ん
て
式
ハ
入
製
詮
曾
雛
形
(
第
五
依
〉
ニ
準
シ
認
ム
可
シ

第
十
三
篠
滅
一
ヶ
年
以
上
欠
席
シ
タ
ル
者
ハ
再
入
製
ヲ
ス
ル
ニ
非
サ
レ
パ

出
席
ヲ
許
サ
、
ル
者
ト
ス

• 

• 

322 

卒
業
試
験
規
則

第
一
際
試
験
ヲ
別
テ
漫
科
試
験
及
限
内
科
試
験
ノ
ニ
ト
ス

第
二
保
理
科
試
験
ハ
前
期
生
之
ヲ
受
ケ
歯
科
試
験
ハ
後
期
生
之
ヲ
受
ク
ル

モ
ノ
ト
ス

第
三
篠
試
験
ハ
三
月
及
九
月
ノ
爾
度
之
ヲ
執
行
ス

第
四
位
陣
試
磁
志
願
者
ハ
蛍
時
出
席
ス
ル
モ
ノ
ニ
限
ル

但
シ
欠
席
者
ト
難
托
其
月
出
席
ス
ル
ト
キ
ハ
試
験
ヲ
受
ク
ル
寸
ヲ
得

第
五
線
試
験
願
密
ハ
左
ノ
雛
形
ユ
準
シ
期
日
三
週
間
前
ニ
差
出
ス
ヘ
シ

願
書
雛
形
(
用
紙
半
紙
)

関
…
定
期
試
験
願

原
籍
何
豚
何
族

現
住
所
何
匝
何
町
何
番
地
何
某
方姓

名
何
年
何
月
生

(116 ) 

右
之
者
来
ル
何
月
蜘
糊
定
期
試
験
為
相
受
度
此
段
一
蹴
上
候
也

何
年
何
月

何
医
何
町
何
番
地

保
詮
人

姓

名

印

副
川
生
態
舎
幹
事
御
中



試
験
科
目
ハ
左
ノ
如
シ

理
科
試
験
科
目

第

一

物

理

皐

第

二

車

第

五

生

理

穆

脚
商
科
試
験
科
目

第

一

薬

物

穆

第

二

科

墜

第

五

産

科

皐

臨
床
民
験

第
七
僚
理
科
試
験
及
剛
歯
科
試
験
ノ
答
案
ハ
筆
記
ト
ス

第
八
篠
臨
床
質
験
ハ
一
定
時
間
受
験
者
ニ
患
者
ヲ
診
察
セ
シ
メ
試
験
委
員

ノ
問
-
一
口
答
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

第
九
僚
試
験
志
願
者
疾
病
或
ハ
事
故
-
一
依
リ
試
験
笛
日
出
席
シ
難
キ
時
ハ

其
旨
幹
事
ニ
届
出
ツ
ヘ
シ

第
十
僚
試
験
場
内
ニ
於
テ
ハ
寓
事
係
員
ノ
指
揮
ニ
従
フ
ヘ
シ

但
シ
不
正
ノ
所
行
ア
ル
井
ハ
退
場
セ
シ
ム
ル
寸
ア
ル
ヘ
シ

第
十
一
燦
試
験
委
員
長
ハ
校
長
ニ
シ
テ
試
験
委
員
ハ
各
講
師
ト
ス

第
十
二
篠
試
験
問
題
ハ
試
験
委
員
長
各
試
験
委
員
協
議
ノ
上
之
ヲ
撰
定
ス

ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
三
僚
試
験
成
績
ハ
各
試
験
委
員
之
ヲ
評
定
ス
其
規
則
左
ノ
如
シ

第
一
項
一
問
題
及
一
科
目
ノ
最
高
貼
ヲ
百
結
ト
ス
費
地
試
験
ノ
黙
数

叉
之
ニ
同
シ

第
二
項
全
平
均
給
六
十
賂
ヲ
以
テ
及
第
鈷
ト
シ
百
賂
ヲ
以
テ
最
高
熱

ト
ス

第
三
項

第
六
候

イヒ
態

組
織
率

第
四

解
剖

第

内

科

観

第

三

外

科

皐

第

四

限

第

六

内

科

臨

床

質

験

第

七

外

科

一
問
題
得
総
ノ
有
無
-
一
闘
セ
ス
一
科
平
均
給
四
十
五
貼
以
上

ノ
得
脳
ア
リ
テ
他
ヨ
リ
補
給
ス
ル
ヲ
得
ル
場
合
ニ
ハ
及
第
ノ
資
格
ヲ

有
久
ル
モ
ノ
ト
ス

第
四
項
組
織
穆
ハ
平
均
貼
三
十
貼
以
上
ノ
得
貼
ア
リ
テ
他
ヨ
リ
補
給

シ
得
ル
時
ハ
及
第
ノ
資
格
ア
ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
四
僚
試
験
ヲ
綬
テ
及
第
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
左
ノ
卒
業
読
書
ヲ
授
拠
ス

(
腕
)
科
試
問
及
第
之
詮

何
府
豚
何
族

何

某

生
年
月

右

2
蛍
ヶ
年
半
ノ
課
程
ヲ
了
リ
何
年
何
月
施
行
セ
シ
東
京
協
慾
専
門
墜
校

済
生
墜
舎
ノ

(脚
)
科
試
験
-
一
及
第
ス
依
テ
此
ノ
証
ヲ
輿
フ

各

皐

科

各

試

業

委

員

記

名

試
業
委
員
長
記
名

東
京
腎
樫
専
門
撃
校
演
生
墜
会

試
験
ニ
及
第
シ
タ
ル
モ
ノ

ト
難
生
舟
度
ノ
受
験
ヲ
得
ル
モ
ノ
ト

(117 ) 

年
月
日

第
十
五
依

ス

• 

• 

顕
微
鏡
用
法
病
理
組
織
賀
地
演
習
化
製
及
顕
微
鏡
的
診
査
法
啓
化
態

徽
菌
態
質
地
演
習
規
則

第
一
候
三
ヶ
月
間
ヲ
以
テ
演
習
ヲ
終
ル

第
二
僚
教
授
時
間
ハ
一
週
二
十
八
時
間
ト
ス

第
三
傑
顕
微
鏡
ハ
教
場
ニ
倣
設
シ
生
徒
ノ
町
地
演
習
ニ
供
ス
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第
四
僚
「
ア
ル
コ
ー
ル
」
、
「
ラ
ン
プ
」
、
覆
「
ガ
ラ
ス
」
、
「
物
侵
ガ
ラ
ス
」
、

試
験
管
等
ハ
凡
テ
生
徒
ノ
自
緋
ト
ス

第

五

篠

入

校

金

多

国

月
謝
並
ヒ
ニ
講
堂
費
一
因
八
十
銭

費
地
演
習
費
一
ヶ
月
一
闘
五
十
銭

合
金
六
園
診
拾
銭
即
納
ノ
事

但
シ
従
来
ノ
在
穆
生
徒
ニ

Y
該
費
地
演
習
志
願
者
ハ
入
校
金

ヲ
要
セ
ズ
皐
ニ
月
謝
講
堂
授
賞
地
演
習
資
ヲ
納
ム
ル
モ
ノ
ト

ス

入
製
志
願
者
ハ
左
ノ
書
式
-
一
一
銭
リ
入
準
設
ヲ
差
出
ス
可
シ

入
墜
謹
書
雛
形

但
シ
美
濃
全
紙
-
一
認
ム
可
シ

設

第
六
篠

何

府

綜

何
麗
郡
何
町
何
番
地

神曲
時
何
係
何
町
何
番
地
何
之
雄
方

鴨

士

蹴

姓

名何
年
何
月
生

右
者
慰
微
鏡
賞
用
法
為
修
業
入
皐
為
致
侯
上
者
御
規
則
等
竪
ク
為
相
守

侯
者
勿
論
本
人
之
儀
ニ
付
一
切
引
受
可
申
候
也

東
京
市
何
匡
何
町
何
番
地

筆
土
族
平
民

此
禽
エ
一

一銭
ノ
印
紙
ヲ
鮎
V
密

入
ノ
印
ヲ
以
テ
消
印
ス
可
V

右
讃
人

印貧

姓

名

年
続
月
日

東
京
密
隼
専
門
鎮
校

拙明
生
鎮
舎

幹
事
御
中

第
七
篠
事
故
ア
リ
テ
退
態
ス
ル
カ
若
ク
ハ
来
襲
セ
サ
ル
ル
庁
ハ
其
保
護
人
ヨ

リ
欠
席
届
或
ハ
退
単
願
ヲ
首
人
在
摩
ノ
月
末
マ
デ
ニ
差
出
ス
可
シ
若
シ
願

ヒ
届
ケ
等
遅
延
シ
越
月
一
日
ニ
至
レ
ハ
疾
病
叉
ハ
何
等
ノ
事
故
ニ
闘
セ
ス

其
月
ノ
月
謝
弁
ニ
講
堂
受
賞
地
演
習
費
ヲ
納
メ
シ
ム
ヘ
キ
事

但
シ
演
習
修
了
ノ
後
欠
席
届
差
出
シ
無
キ
井
ハ
月
謝
並
ニ
講
堂
費
ヲ
納

メ
シ
ム
ヘ
キ
事

第
八
係
正
規
ノ
届
ニ
由
リ
一
時
欠
席
セ
シ
者
再
ヒ
出
席
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ

ノ
ハ
先
ツ
保
護
人
ノ
出
席
届
脅
-
一
月
謝
弁
-
一
講
堂
費
質
地
演
習
資
ヲ
添
エ

事
務
所
一
一

差
出
シ
演
習
在
態
誼
ヲ
申
受
ク
可
キ
事

第

九

篠

在

鰻
詮
ヲ
所
持
セ
サ
ル
者
ハ
入
場
ス
ル
ヲ
許
サ
ス

第
十
燦
右
箇
篠
之
外
凡
テ
鹿
島
・
科
規
則
ニ
随
フ
可
キ
者
ト
ス

4砂. 

• 

外
科
器
械
用
法
屍
燈
的
外
科
手
術
演
習
理
態
的
診
断
演
習
限
底
検
査
法
喉

頭
鋭
用
法
電
お
用
法
縦
融
市
式
産
科
器
械
用
法
産
科
模
型
演
習
等
実
地
演
習

規
則

第
一
候

第
二
僚

第
三
僚

第
四
篠

一
一
一
ヶ
月
間
ヲ
以
テ
演
習
ヲ
終
ル

教
授
時
間
ハ
一
週
三
十
五
時
間
ト
ス

演
習
ニ
用
ユ
ル
需
用
品
ハ
凡
テ
生
徒
ノ
自
緋
ト
ス

入
校
金
品
世
間

月
謝
並
ヒ
ニ
講
堂
費

一
回
八
十
銭
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第
五
僚

資
地
演
習
費
一
ヶ
月
一
国
八
十
銭

合
金
六
回
六
十
銭
即
納
ノ
事

但
シ
従
来
ノ
在
車
生
徒
-
一
〆
該
費
地
演
習
志
願
者
ハ
入
校
金
ヲ

要
セ
ズ
皐
-
一
月
謝
講
堂
費
費
地
演
習
費
ヲ
納
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

右
ノ
外
屍
程
的
外
科
手
術
演
習
ハ
一
鰻
ニ
付
一
入
金
三
十
銭
ヲ
要

ス入
園
寧
忘
願
者
ハ
左
ノ
書
式
ニ
嫁
リ
入
車
澄
ヲ
差
出
ス
可
シ

入
車
詮
密
雛
形

但
シ
美
濃
全
紙
-
一
認
ム
可
シ

設

比
腐
エ
一

一
録
ノ
印
紙
ヲ
貼

ν将

人
ノ
印
ヲ
以
テ
消
印
ス
可
V

首何
平準時府

士何府
民族 関輔

何何
叡t 町医

何日何郡
年 番加
何 地内
月 何町
生 s 之何

イコ 錐番
方地

右
者
屍
鰻
的
外
科
手
術
等
賞
地
演
習
為
修
業
入
態
為
致
候
上
者
御
規
則
等

竪
グ
為
相
守
候
者
勿
論
本
人
之
儀
ニ
付
一
切
引
受
可
申
候
也

東
京
市
何
底
何
町
何
番
地

華
士
族
平
民

右
設
人

印質

姓

名

年
蛾
月
日

東
京
専
門
皐
校

済
生
閥
単
舎

幹
事
御
中

第
六
燦

事
故
ア
リ
テ
退
皐
ス
ル
カ
若
タ
ハ
来
車
セ
サ
ル
序
ハ
其
保
設
人
ヨ

リ
欠
席
届
或
ハ
返
穆
願
ヲ
嘗
人
在
単
ノ
月
末
マ
テ
ニ
差
出
ス
可
シ
若
シ
願

ヒ
届
ケ
等
遅
延
シ
越
月
一
日
ニ
至
レ
ハ
疾
病
又
ハ
何
等
ノ
事
故
ニ
闘
セ
ス

其
月
ノ
月
謝
弁
-
一
講
堂
費
費
地
演
習
授
ヲ
納
メ
ツ
ム
ヘ
キ
事

但
シ
演
習
修
了
ノ
後
欠
席
届
差
出
シ
無
キ
ル
庁
ハ

月
謝
並
ニ
講
堂
費
ヲ
納

メ
シ
ム
ヘ
キ
事

第
七
篠
正
規
ノ
届
ニ
由
リ
一
時
欠
席
セ
シ
者
再
ヒ
出
席
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ

ノ
ハ
先
ツ
保
護
人
ノ
出
席
届
書
ニ
月
謝
弁
ニ
講
堂
授
賞
地
演
習
費
ヲ
添
エ

事
務
所
-
一
差
出
シ
演
習
在
皐
詮
ヲ
申
受
ク
可
キ
事

第
八
篠
在
阜
詮
ヲ
所
持
セ
サ
ル
者
ハ
入
場
ス
ル
ヲ
許
サ
ス

第
九
俊
右
箇
保
之
外
凡
テ
融
自
単
科
規
則
ニ
随
フ
可
キ
者
ト
ス

• 

• 

(119 ) 

済
生
息
舎
校
友
曾
規
則

目

的

第
一
候
本
曾
ハ
済
生
車
合
蛮
在
校
諸
君
ト
交
誼
ヲ
湿
メ
日
進
腿
閥
単
ノ
景
況

ヲ
互
-
一
報
告
ス
ル
モ

ノ
ト
ス

名
稽
、
位
置

第
二
篠
本
曾
ハ
済
生
盛
会
校
友
曾
ト
稽
シ
事
務
所
ヲ
済
生
態
舎
内
ニ
一
世
グ

規

則

第
三
僚
本
曾
ハ
翠
桝
生
態
・
舎
在
校
者
ニ
シ
テ
盤
術
開
業
免
欣
ヲ
所
有
ス
ル

者
ヲ
以
テ
曾
員
ト
ス

第
四
候
入
食
志
願
者
ハ
原
籍
、
現
住
所
及
開
業
免
紋
下
附
年
月
ヲ
詳
記
シ

事
務
所
ニ
通
知
ス
ル

モ
ノ
ト
ス
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第
五
伐
合
員
ニ
シ
テ
日
進
啓
態
研
究
ノ
為
メ
再
ピ
出
校
ス
ル
場
合
ニ
ハ
撃

舎
規
則
第
十
三
候
ニ
闘
孫
無
キ
モ
ノ
ト
ス

品
世
照
第
十
三
候
瀦
一
年
以
上
欠
席
シ
タ
ル
者
ハ
再
入
車
ヲ
ス
ル
-
一

非
サ
レ
ハ
出
席
ヲ
許
サ
、
ル
者
ト
ス

第
六
候
本
合
ハ
毎
月
一
回
在
東
京
会
員
ト
相
曾
シ
日
進
留
墜
ノ
景
況
ヲ
報

告
シ
且
ツ
態
態
演
出脱
曾
及
討
論
曾
ヲ
開
グ
モ
ノ
ト
ス

第
七
篠
本
曾
ハ
在
地
方
曾
員
諸
君
ノ
陸
態
上
質
問
ニ
封
シ
答
弊
ス
ル
寸
ア

ル
ヘ
シ

第
八
篠
本
曾
ノ
演
説
討
論
及
曾
員
諸
君
ノ
報
告
ハ
済
生
態
舎
留
事
新
報
ヲ

以
テ
報
告
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

第
九
熊
本
曾
及
曾
員
ハ
日
進
剛
簡
単
研
究
上
互
ニ
便
利
ヲ
輿
フ
ル
ノ
義
務
ア

ル
モ
ノ
ト
ス

第
十
燦
本
曾
曾
員
ハ
凡
テ
舎
費
ヲ
要
セ
ズ

• 

• 

東
京
本
郷
湯
島
四
丁
目
八
番
地

東
京
留
態
専
門
穆
校

減
阿

明
治
廿
九
年
二
月

生

君匹

舎

第

一
回
医
史
学
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
聞
く

326 

本
年
十
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
九
日
に
か
け
て
富
士
の
裾
野
市
で
日
本
で

は
じ
め
て
の
医
史
学
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
聞
か
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。今

回
の
テ
l
マ
は
東
西
の
医
学
を
歴
史
的
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
と
し
、

外
国
人
五
名
(
ア
メ
リ
カ
一
名
、
西
ド
イ
ツ
一
名
、
ス
エ

l
デ
ン
一
名
、
イ

ン
ド
一
名
、
イ
ギ
リ
ス
一
名
〉
を
招
待
し
、
日
本
か
ら
延
十
一
名
が
参
加
す

る。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
谷
口
財
団
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
、
本
学
会
の
よ

う
に
国
際
的
交
流
が
甚
だ
必
要
な
が
ら
、
そ
の
機
会
が
割
合
に
少
な
い
分
野

で
、
少
数
の
若
い
研
究
者
が
あ
る
期
間
同
宿
し
て
十
分
に
話
し
あ
う
機
会
を

与
え
る
と
い
う
財
団
の
意
図
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
た
め

に
既
存
の
学
会
に
関
係
な
く
、
参
加
者
が
選
ば
れ
た
。
開
催
地
な
ど
詳
細
は

左
記
の
通
り
で
あ
る
。

( 120) 

主 場期
催所開

x

x

 

昭
和
お
年
四
月

n
日
l
m
日

富
土
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

谷
口
財
団
医
史
学
部
門
責
任
者

× 

小
川
鼎



中

野

操

先

生

傘
寿
祝
賀

日

本

医

史

学

会

関

西

支

部

春

季

大

会

日
本
医
史
学
会
関
西
支
部
支
部
長
中
野
操
先
生
の
傘
寿
(
八
十
歳
〉
を
お

祝
い
し
て
記
念
式
と
恒
例
の
関
西
支
部
春
季
大
会
を
昭
和
五
十
一
年
四
月
十

八
日
(
日
)
大
阪
市
南
区
末
吉
橋
通
三
牟
回
病
院
講
堂
に
て
行
な
っ
た
。

研
究
発
表

て

祭

り

の

民

俗

と

医

療

思

想

宗

国

一

(

阪

大

)

二
、
江
馬
蘭
斎
に
関
す
る
一
資
料
に
つ
い
て
青
木
一
郎
(
岐
阜
県
)

三
、
三
重
県
に
お
け
る
江
馬
家
門
人
に
つ
い
て

(

中

間

報

告

)

茅

原

弘

(

津

)

四
、
小
石
元
俊
門
人
横
川
仲

蔵

に

つ

い

て

津

田

進

三

(

金

沢

)

五
、
医
堅
ヒ
ポ
グ
ラ
テ
ス
の
思
想
の
文
豪
ゲ
l
テ
へ
の

'

影
響
に
つ
い
て
藤
森
速
水
(
大
阪
市
大
)

六
、
山
科

仙

寿

院

入

門

誓

約

書

杉

立

義

一

(

京

都

〉

七
、
病
名
乗
解
〈
芦
川
校
洲
著
)
に
つ
い
て

|
|
鉛
案
補
遺
と
ロ
科
病
名
の
推
移
|
|
杉
本
茂
春
(
大
阪
)

入、

渡
辺
幸
山
筆
荒
歳
流
民
救
悩
図
並
略
記
の
復
刻
版
及
び

関
連
し
た
二
、
三
の
最
近
発
見
資
料
に
つ
い
て
守
屋
正
(
京
都
〉

九、

水
戸
学
に
お
け
る
医
先
哲
つ
一
〉
森
綴
塾
先
生

山
中
太
木
(
大
阪
医
大
)

十、

愛
知
県
公
立
医
学
校
に
お
け
る
ロ

I
レ
ッ
ツ
の
事
蹟

安

井

広

〈

愛

知

県

)

一
日
本
医
史
学
会
例
会
記
事

二
月
二
十
八
日
(
土
〉

慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
北
里
記
念
図
書
館
第
一
会
議
室

一
、
東
大
医
学
部
第
一
回
卒
業
生
室
賀
録
郎
に
つ
い
て
室
賀
昭
三

二

、

仏

典

の

な

か

の

番

婆

と

そ

の

医

療

関

根

正

雄

二
月
例
会

三
月
二
十
七
日
(
土
)順

天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

一

、

明

治

初

期

の

医

家

の

群

像

写

真

酒

井

シ

ツ

二

、

激

石

の

痘

痕

深

瀬

泰

且

三
、
ラ
イ
デ
ン
民
族
博
物
館
の
治
革
特
に
そ
の
日
本
関
係
資
料
|

ラ
イ
デ
ン
民
族
博
物
館
日
本
部
長
フ
ァ
ン

・
グ
l
リ
ッ
ク

当
日
、
蘭
学
資
料
研
究
会
、
日
蘭
学
会
と
の
合
同
で
開
催

三
月
例
会

(121 ) 

四
月
例
会

四
月
二
十
四
日
(
土
)順

天
堂
大
学
医
学
部
九
号
館
一
番
教
室

て
本
草
か
ら
み
た
生
薬
薬
理

ー
比
較
薬
学
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ

二
、
脳
卒
中
の
歴
史

掘 大
江塚

健恭
也男
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日
本
医
史
学
会
会
則
抄

第
一
条
こ
の
会
は
、
日
本
医
史
学
会
己
者
自

ωon
宮
司
O
町
宮

ag-

国

ZOH・
己
と
い
う
。

第
二
条
こ
の
会
は
、
事
務
所
を
干
旧
東
京
都
文
京
区
本
郷
二
|
一

l
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内
に
お
く
。

第
三
条
こ
の
会
は
、
医
史
を
研
究
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
を
目
的
と
す

る
。

第
四
条
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

川
学
術
集
会
、
そ
の
他
講
演
会
学
術
展
観
の
開
催
等

問
機
関
紙
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
「
日
本
医
史
学
会
三
報
」
お
よ
び
関

係
図
書
等
の
刊
行
。

即
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
内
外
成
の
関
連
学
術
団
体
等
に
機
関

と
の
連
携

刷
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
五
条
こ
の
会
の
会
員
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

川

正

会

員

こ
の
会
の
目
的
に
賛
同
し
会
費
年
額
四
、

0
0
0門
を
納
め
る
者

た
だ
し
、
外
国
居
住
者
は
年
額
却
ド

ル
と
す
る
。

間
名
誉
会
員

こ
の
会
に
対
し
功
績
顕
著
で
あ
っ
た
者
で
評
議
員
会
の
議
決
な
ら
び
に

総
会
の
承
認
を
得
た
者
。

間
賛
助
会
員

こ
の
会
の
目
的
事
業
に
賛
助
し
会
費
年
額
一

O
、

0
0
0円
以
上
を
納

め
る
者
、
ま
た
は
団
体
。

第
六
条
正
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
も
の
は
評
議
員
の
紹
介
に
よ
り
、
理
事

長
の
承
認
を
得
て
入
会
金
て

O
O
O門
お
よ
び
そ
の
年
度
の
会
費
を
添

え
て
所
定
の
入
会
申
込
替
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第

七

条

名

誉
会
員
は
次
の
各
号
の
何
れ
か
に
該
当
し
理
事
会
、
評
議
員
会

が
功
績
顕
著
と
認
め
た
者
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。

川
三
十
年
以
上
の
在
籍
正
会
員
で
あ
っ
て
七
十
歳
に
達
し
た
者
。

間

前

理

事
長
。

同
正
会
員
ま
た
は
外
国
人
で
功
績
顕
著
な
者
。

名
誉
会
員
は
終
身
と
し
て
会
授
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
賛
助
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
も
第
六
条
に
準
ず
る
。

第
九
条
会
員
に
は
次
の
権
利
が
あ
る
。

ω
こ
の
会
の
発
行
す
る
機
関
誌
の
無
償
配
布
を
う
け
る
こ
と
。

凶
機
関
誌
を
投
稿
す
る
こ
と
。

同
総
会
、
学
術
大
会
、
学
術
集
会
そ
の
他
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
。

第
十
条
会
員
は
、
会
費
を
前
納
し
総
会
の
議
決
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
し
。

第
十
一
条
会
員
は
次
の
事
由
に
よ
っ
て
そ
の
資
絡
を
失
う
。

川

退

会

閉
会
費
の
滞
納
が
一
年
以
上
を
経
過
し
た
と
き
。

間
禁
治
産
、
準
禁
治
産
ま
た
は
破
産
の
宣
告
。

凶
死
亡
、
失
隠
宣
告
ま
た
は
会
員
で
あ
る
団
体
の
解
散
。

同
第
十
四
条
に
よ
る
除
名
処
分
。

こ
の
会
は
学
術
大
会
を
毎
年
一
回
開
催
し
、
学
術
集
会
は
随
時
開
催
す
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る

第
十
二
条
こ
の
会
に
は
、
年
一
回
学
術
大
会
を
主
宰
す
る
た
め
に
会
長
を

一
名
お
く
。

2

会
長
は
、
理
事
会
の
鍛
薦
に
よ
り
、
通
常
総
会
毎
に
理
事
長
が
委
嘱

す
る。

3

会
長
の
主
宰
す
る
学
術
大
会
は
、
こ
の
会
の
通
常
総
会
と
同
時
点
で

開
催
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
や
む
を
得
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は

評
議
員
会
ま
た
は
総
会
の
承
認
を
得
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4

会
長
の
任
期
は
、
学
術
大
会
を
議
決
し
た
通
常
総
会
の
翌
日
か
ら
次

の
学
術
大
会
を
終
了
す
る
と
き
ま
で
と
す
る
。

5

会
長
は
必
要
に
応
じ
理
事
会
に
出
席
し
こ
れ
と
密
接
な
連
絡
の
も
の

と
に
計
上
予
算
を
勘
案
し
て
企
画
運
営
す
る
。

6

会
長
に
事
故
あ
る
と
き
、
ま
た
は
欠
け
た
と
き
は
新
に
会
長
を
委
嘱

す
る
ま
で
理
事
長
が
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

7

会
長
は
、
学
術
大
会
関
係
事
務
を
委
嘱
す
る
た
め
に
、
会
員
の
う
ち

か
ら
学
会
委
員
若
干
名
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

8

学
術
集
会
は
、
随
時
理
事
長
主
宰
の
も
と
に
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定

発
行
期
日

年
四
回
(
一
月
、
四
月
、
七
月
、
十
月
〉
末
日
と
す
る
。

投
稿
資
格

原
則
と
し
て
本
会
々
一員
に
限
る
。

原
稿
形
式
原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表
題
、
著

者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、
ロ

ー
マ
字
著
者
名
を
記
し
、
本
文
の
終
り
に

欧
文
抄
録
を
添
え
る
こ
と
。

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き
の
こ
と
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
の
決
定
は
編
集
委
員
が
行
な
う
。
ま
た
編

集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
こ
と
も
あ
る
。

著
者
負
担
表
題
.
著
者
名
、
本
文
(
表
、
図
版
等
を
除
く
)
で
五
印
刷
ベ

ー
ジ
(
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
十
二
枚
〉
ま
で
は
無
料
と
し
、
そ
れ
を

超
え
た
分
は
実
針
を
著
者
の
負
担
と
す
る
。
但
し
欧
文
原
著
に
お
い
て
は

三
印
刷
ベ

l
ジ
ま
で
を
無
料
と
す
る
。
図
表
の
制
捜
版
代
は
実
費
を
徴
収
す

る。

(123 ) 

校

正

原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後
は
編
集

部
に
て
行
な
う
。

別

刷
別
刷
希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
実
費
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
り
先

東
京
都
文
京
区
本
都
二
丁
目
一
の

一
、
順
天
堂
大
学
医
学
部

医
史
学
研
究
室
内
日
本
医
史
学
会

編
集
委
員
大
鳥
蘭
三
郎
、
大
塚
恭
男
、
蔵
方
宏
周
回
、
酒
井
シ
ヅ
、
樋
口
一
誠

太
郎
、
室
賀
昭
三
、
矢
部
一
郎
、
矢
数
圭
堂
事
務
担
当

鈴
木
滋
子

編
集
顧
問

小
川
鼎
一二
、
A

・
w
-ピ
l
タ

l
ソ
ン
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日

本

医

史

学

会

役

員

氏

名

ハ
五
十
音
順
〉

理

事

長

会

長

常
任
理
事

会
計
設
事

理

事
石

原

明

大
鳥
蘭
三
郎

小
川
鼎
三

酒

井

恒

中

野

操

矢

数

道

明

事
酒
井

矢
部

幹

小

川

鼎

三

岡

田

博

大
鳥
蘭
三
郎

宗

国

一

大

滝

紀

雄
今

回

見

信

大

矢

全

節

蒲

原

宏

鈴

木

勝

長
門
谷
洋
治

谷

津

三

雄

シ
ヅ一

郎

杉
田

大
塚

恭
男

古
川

明
山三宗佐緒 大
形木田藤方塚

隠
道

谷
津

日
本
医
史
学
会
評
議
員
氏
名
〈
五
十
音
順
〉

安

芸

基

雄

阿

知

波

五

郎

青

木

一
郎

石

原

明

石

原

力

今

市

正

義

今

回

見

信

岩

治

勇

一

内

田

醇

大

鳥

蘭

三

郎

大

塚

恭

男

大

矢

全

節

緒

方

富

雄

小

川

鼎

三

大

滝

紀

雄

岡

田

博

片

桐

一

男

川

島

絢

二

蒲
原
宏
久
士
山
本
常
孝
榊
原
悠
紀
回
郎

酒

井

シ

ヅ

酒

井

恒

佐

藤

美

実

杉
田

陣

道

鈴

木

正

夫

鈴

木

勝

鈴

木

宜

民

瀬

戸

俊

一

関

根

正

雄

宗
田

一

高
木
圭
二
郎
高
瀬
武
平

倣 美宮恭
一栄一 実雄男

高

山

坦

三

津

田

進

三

中

泉

行

正

中

西

啓

中

野

操

樋
口
一
誠
太
郎

本

間

邦

則

丸

山

博

三

木

栄

矢

数

道

明

安

井

広

矢山谷松宮福 HIi中中筒竹
部下津木士島部山川井内

JlI 
一喜 三明英義敏 米正真
郎明雄知郎一良沃造弘一

田
中
助
一

土

屋

重

朗

中

沢

修

長
門
谷
洋
治

巴

陵

宣

祐

藤
野
恒
三
郎

古

川

明

三

浦

豊

彦

山
形
倣
一

山

田

光

胤
以
上

「
本
誌
は
文
部
省
の
科
学
助
成
金
を
受
け
た
出
J

f

版

物

で

あ

り

ま

す

」

雄

編

集

後

記

本
年
度
の
総
会
が
終
り
、
一
息
つ
く
間
も
な
く

三
号
の
編
集
に
か
か
っ
た
の
で
す
が
、

ま
た
も

や
、
予
定
日
よ
り
発
行
が
お
く
れ
、
編
集
委
員
一

同
ま
こ
と
に
申
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
総
会
で
、
役
員
の
人
事
の
大
幅
な
異
動

が
あ
り
ま
し
た
。
心
機
一
転
し
て
、
学
会
の
運
営

に
臨
む
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

本
号
で
は
三
木
栄
博
士
が
、
ふ
た
た
び
医
師
の

誓
詞
に
つ
い
て
、
原
著
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
世

間
の
医
者
へ
の
不
信
感
が
つ
の
る
な
か
で
、
こ
の

雑
誌
が
医
師
の
良
心
を
示
し
、
医
師
の
理
想
像
を

求
め
て
い
く
の
に
一
助
と
な
る
も
の
に
な
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

本
年
も
、
日
本
医
学
会
に
加
入
を
希
望
す
る
数

多
く
の
学
会
の
働
き
か
け
が
、
本
学
会
の
代
表
の

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
。
日
本
医
史
学
会
が
そ
の

第
一
分
科
会
で
あ
る
こ
と
が
、
日
本
の
医
学
界
の

誇
り
と
な
る
よ
う
に
学
会
活
動
を
展
開
せ
ね
ば

と
、
つ
く
づ
く
と
そ
の
責
任
を
感
じ
た
次
第
で

す
。

〈
酒
井
)

昭
和
五
十
一
年
七
月
二
十
五
日

昭
和
五
十
一
年
七
月

三
十
日

日
本
医
史
学
雑
誌

第
二
十
二
巻

三

号

編

集

者

代

表

大

鳥

蘭

三

日
本
医
史
学
会

発

行

者

代

表

小

川

鼎

三

干

一一
宮
一
東
京
都
文
京
区
本
郷
子
一
ー
一

順
天
堂
大
学
医
学
部

医
史
学
研
究
室
内

振
替
東
京
一
五
二
五

O
番

製

作

協

力

者

金

原

出

版

株

式

会

社

日
本
医
学
文
化
保
存
会

一T

一一
=
一
東
京
都
文
京
区

湯
島
=
!
豆
一
ー一
四

社

三

・報
社
印
刷
株
式
会
社

干
一
七
回
東
京
都
江
東
区
亀
戸

発印
行刷

郎

印

席t
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高脂血症-動脈硬化症

ヨ
糊

区
備

リ・E
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情
叫刀
↓

慨

U
Vの

闘
-」
ν

⑥ 主主主主Jif3詐

〈特長〉

・血清コレステロール，中性脂肪， βー リポ

蛋白など，血清脂質像を改善します.

・組織内のコレステロール，中性脂肪を増加

させることなく，血中のそれらを低下させ

ます.

・耐糖能に好影響を与えます.

・原体は給品性の粉末で，製剤は無味・無臭

のため服用しやすい.(ゲップなどの不快な

症状がありません〉

〈適応症〉

下記諸症に伴う高脂血症の改善

動脈硬化疲，脳動脈硬化症，冠動脈硬化症，

高血圧症，糖尿病

〈用法・用量〉

通常 1日シンフィブラー卜として0.75-1.511
を3回に分けて食後投与する.なお，年令・

症状により適宜増減する.

〈使用上の注意〉
1)本剤は抗凝血薬と併用しないこと.

2):本郵lの投与により， GOT， GPTなどの

血清トランスアミナーゼ値の上昇があらわ

れることかがあるので慎重に投与すること.

3)本剤の投与により，ときに食欲不振，胃腸

障害などの症状があらわれることがある.

4)本剤の投与により，ときに皮膚発赤があら

われることがあるので，このような場合に

は投与を中止すること.

直翌日
1)散剤は特殊被臓を施してあるため，間荷l時強〈

混和すると，被臓が破れる恐れがある.従って
飼育l時強〈混和しないこと.

2) .-;温下に曝餓することをさけ，保管にあたって

は，なるべく 30・以下で保存すること.

〈包装〉

カプセル(250l11li):(コード番号 YーCL25)

6X100， 6X250， 1500， 6Xl000. 

散 (5096) 1 00g， 500g 

512-85 
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